トーキョーN◎VA The Detonation シナリオ『星月夜作戦』

====================================================

■プレアクト情報

■アクトトレーラー

世界がまだ傾く前

今はもう失われた国々の時代

世界が東西に分かれ、戦っていた時代があった‥‥

極秘暗号解読装置『女王』(カラリエーヴァ)の謎。

KGBの秘密作戦『星月夜作戦』(ズヴィオーズナヤ・ノーチ) とは。

米国情報局は世界を震撼させる報復に出る！

影立ち込めるワシントンD.C.

12月の仮面を被る古都モスクワ

星月夜に輝く東京

失われた過去の時間を駆け巡り

一人の女性記者の　真実を巡る旅が始まる。

♪星降る月の夜　照らされる夢

失われた時代　失われたルール

冬の女王の祝福は――

真実の愛　それとも世界の破滅

This is one night dream, Starnight Dream....

主演　結城あや

テーマソング"Starnight Dream" performed by ブルーベリー (提供：CME)

『星月夜の祈り』

超　☆　絶　賛　上　映　中　！！

トーキョーN◎VA The Detonation

『星月夜作戦』

――それは、星降る夜の、もうひとつの星月夜作戦。

■シナリオ・ハンドアウト

◆PC1：フェイト

シナリオコネ：ニール・スミス　（推奨スート：スペード）

キャスト間コネ：PC2

　それは意外な依頼人だった。群集の中で出会ったら埋没してしまいそうな、どこにでもいそうな外見の物静かな壮年男性。だが鋭い水色の瞳だけが、その印象を裏切るように君を見つめている。

　引退したジャーナリストだというニール氏は君との会話を楽しんだ後、最近N◎VAで流行っている映画の話を持ち出した。ロマンチックなスパイ映画『星月夜の祈り』。

「あの作品に出てくる“カラリエーヴァ”という言葉――あれがフィクションではないとしたら、君はどう思うかね」

　浮気調査でも人探しでもない、言葉の調査。だが彼は礼儀正しく、依頼料も申し分ないものだった。

　備えよ。時の重みの塵を払い、星月夜の女王にたどり着けるのは君だけだ。

◆PC2：カブト

コネ：アンジェリン・エヴァーグリーン　（推奨スート：クローバー）

キャスト間コネ：PC3

　はるばる北米からN◎VAに渡り、ワーデン社で警護契約を結びに来たのはまだ若い女性のトーキーだった。カレッジを出て、仕事に就いて間もないという。

「私のことは、アンジェでいいわ」　気さくに握手を求めた彼女は話した。ウェブを漁って偶然入手した正体不明のデータ“カリリオーン・クラスタ”。このデータ集合体を収めたチップと共に、ロシアに関係する事項を取材しにこの街に来たのだという。

　そして、快活そうな彼女は水色の瞳を伏せると、やや心配そうに告げた。どうも最近、身の回りに不審な影がちらついているような気がするのだという‥‥。

　備えよ。不吉な影を追い払い、星月夜の天使を護れるのは君だけだ。

◆PC3：ニューロ

シナリオコネ：アルファ=オメガ　（推奨スート：自由）

キャスト間コネ：PC4

　光のストリームが虚空を飛び交い、無限に広がる電脳空間。君がいつものようにイントロンしていると、全てのAIが聖母の娘と敬う少女が遊びにやってきた。

「あなたは、ロシア語に詳しい？　アルファ、わかんないことがあるの」

　何でも最近、カウボーイたちの間で話題になっているプログラムがあるという。広大な電脳世界のどこかに眠っているという、“マースカ・ディカーブリ”。ロシア語の名を持つそれは、ロシア製の殺人プログラムだとも、浄化派の陰謀だとも、超兵器だとも知られざる超AIだとも、無責任な噂が流れていた。

　どうやら聖母の娘は、新しい友達を探しているようだ。君は調べてみることにした。これがちょっとした迷光仕掛け(ストレイライト・ラン)になるとは、この時はまだ思わなかった。

　備えよ。星々の光の海を渡り、この星月夜作戦を完遂できるのは君だけだ。

◆PC4：イヌ

シナリオコネ：ミルトン・ブラウン　（推奨スート：自由）

キャスト間コネ：PC1

　ある日、君がいつも通り機動捜査課に出勤すると、ちょっとした騒ぎが起こっていた。北米の外交官を名乗る男に率いられた一団が視察にオフィスを訪れ、特権を盾に設備をハウンドの勝手に使い出したのだ。

　スーツを着込み、嫌味な笑みを浮かべていた男、ミルトン・ブラウン。書類棚がひっくり返され、ハウンドの誇るオペレータールームのトロンが勝手に使用され、台風のような騒ぎになった後、一団は後始末もせずに去っていった。

　後には機捜課の面々だけが残されていた。レイ巡査もメモリ巡査も、アスカにキーファーと里見隼人もカンカンだ。

　気がつくと、後ろに千早警部が立っていた。

「‥‥あの男、ただの外交官ではないわね。あなたが調査して」

　盛大な後片付けが待つ中で、君には秘密裏の任務が与えられた。

　備えよ。狼たちの毛皮を剥ぎ取り、星月夜の女王を護れるのは君だけだ。

■シナリオスペック及び注意事項

●必要な防御系神業

　本シナリオでは、ゲストの即死系神業だけでキャストが死亡するのを防ぐために、キャスト全員で『カブト』の《難攻不落》含め2個以上の防御系神業が必要です。

　また、真実に辿りつく為に1個の情報系神業が必要であり、『ニューロ』の《電脳神》を想定しています。非戦闘系キャスト、情報系キャストにもスポットライトを当てるため、調査できる項目は多めに用意されています。

　本シナリオでは、各枠の推奨スタイルの神業については想定された使い方が用意されています。また、神業は拡大解釈を認めます。

●キャスト間コネクション

　以下の順番で取得してください。

『フェイト』→『カブト』→『ニューロ』→『イヌ』→『フェイト』

左が右のコネを書きます。フェイト役が＜コネ：カブト役＞を取る順です。

３名の場合はPC4を削除します。本シナリオでは、キャスト間の関係は友好的なものを推奨します。

●シナリオ・ハンドアウト

キャストには以下の設定がつくことになります。キャスト選択時に留意してください。

◆『フェイト』：

　職業として探偵を営んでおり、謎めいた壮年男性ニール・スミスからの調査依頼を承諾する。

◆『カブト』：

　ナイト・ワーデン社所属かは問わない。職業としてボディガードを営んでおり、若いトーキーのアンジェリン・エヴァーグリーンからの警護依頼を承諾する。

◆『ニューロ』：

　所属、職業は問わない。ニューロとしての好奇心から、謎のプログラムの探索に加わる。なお、オープニングにアルファ=オメガが出てくるのは一例であり、キャストが懇意にしているニューロ系ゲストなら誰でも問題ない。

◆『イヌ』：

　ブラックハウンド機動捜査課もしくは他の部署の隊員であり、千早冴子警部の密命と同僚たちの期待から、任務に赴く。

●シナリオデータ

プレイヤー：3～4人（4人想定）　　プレイ時間：5～6時間

アクト概要：トーキョーN◎VAを舞台とした、星月夜作戦の真実を求める物語

●主要情報収集技能

　本アクトでのリサーチフェイズにて、役立つであろう技能は以下の通りです。

社会：北米連合、ロシア連邦、軍事、ウェブ、テクノロジー、企業、警察、ストリート など

　キャストの構成によってこれらの技能は調整されるでしょう。

●達成値上限

　一切制限しませんが、戦闘時に25～26が出るぐらいがよいでしょう。キャストの情報はプレアクト段階で申告してください。

●経験点上限

　一切制限しません。手持ち経験点のチェックも頼まれない限り行いません。同様に低経験点キャストの底上げをするのも構いません。強化するなら100点台～200点台ぐらいにするのがよいでしょう。

　いずれにせよ、キャストの情報はプレアクトの段階で提示してください。また、高経験点キャストを使用するのであれば、PLの技量もそれに見合うだけの高いものとRLサイドからは期待します。

■登場ゲスト

●ニール・スミス　（カゲムシャ◎/55歳/男性）

　『フェイト』の事務所を訪れる依頼人。白髪交じりのありふれた平凡な容貌の中で、静かな鋭さを湛えた水色の瞳だけが輝いている。

　引退したが前職はフリージャーナリストを歴任し、世界各地に旅行したことがあるという。機知と教養に富んだ物静かな男性。

　なお、ペルソナがカゲムシャなのはフレーバーであり、職業ではない。

●アンジェリン・エヴァーグリーン　（トーキー◎/22歳/女性）

　愛称アンジェ。『カブト』に警護契約を結びに来る依頼人。耳の下で短めに切り揃えた明るい金髪、水色の瞳。明朗活発な若い娘。北米連合でカレッジを出た後にフリーランスのトーキーとして独立、調査中に得たデータを入れたチップと共に、N◎VAに取材にやってきた。

●“セパレーター”ミルトン・ブラウン　（クグツ◎/不明/男性）

　『イヌ』がハウンドに出勤時、視察と称してハウンド基地にやってきていた男。外交特権を持つ外交官の身分を持ち、ハウンドの設備資産を勝手に使っている。

　金髪に茶色の瞳、長身のスーツ姿。典型的な北米人。

●“カーディナル”　（-/-/-）

　不明。

●“デヴ・ハンドラー”レーネ・ジーン　（ニューロ◎/不明/女性）

　ブラウン氏の部下。金髪をひっつめたポニーテールに細い眼鏡、知的なキャリアウーマン風の女性。

●“ドミネーター”インディア・セヴン　（カブトワリ◎/不明/男性）

　シェードの下にモノアイを光らせた巨漢のフルボーグ。

●その他

　電脳聖母の娘アルファ=オメガ、千早冴子警部を始めとする機動捜査課の愉快な仲間たちなど、オフィシャルゲストはルールブック等参照のこと。

■登場設定

●映画『星月夜の祈り』

　本シナリオのアクト中、トーキョーN◎VAでヒットしている映画の名前。災厄前の20世紀、東西冷戦時代の国際的陰謀に巻き込まれた女性が主人公のクラシックでロマンチックなスパイ映画。

　堂々主演の結城あや、ブルーベリーが歌う主題歌も当たり、人気を博している。なお、稲垣司政官がこの映画を大絶賛している。

　本シナリオのアクトトレーラーは、アクトの内容ではなくこの映画のトレーラーである。

●MID

　GX-D にて解説されている北米連合の MID の正式名称は Multi-Intelligence Department 。

直訳すると「複数の情報部門」となり、英語として意味は通じるが組織の名称としてはややおかしなものである。

　本シナリオでは MID の設定を以下のように拡張する。

　MID は近年のケント・ブルース大統領の台頭と共に設立された情報機関集合体である。警察機構である FBI を除いた、CIA (中央情報局)、NSA (国家安全保障局)、DIA (国防情報局)などの15ほどの政府情報機関が統合され、その傘下に下った。長年、大統領および近親者の警護は Secret Service (財務省秘密検察局)の担当であったが、それすらも MID が進出している。

　現大統領には後ろ暗い噂が多く、MID に関しても同様である。

●ロシア語の名詞について

　本シナリオには幾つかロシア語の単語が出てくるが、我々日本人には馴染みが薄いので、以下に訳語を載せておく。

カラリエーヴァ (королева)：女王 (Queen)

マースカ (маска)：仮面 (Mask)

カリリオーン (карилъон)：鐘 (Chime)

ディカーブリ (декабрь)：12月 (December)

ズヴィオーズナヤ・ノーチ (звёздная ночь)：星月夜(Starry Night)

■おまけ

●本シナリオは、こんなキャストにお勧めです：

　諜報員など情報の世界と関係ある必要はありません。（そもそも、そんなキャストは希少なので）

　北米連合及びロシア出身、もしくは何らかの形で縁のあるキャスト。

　ニューロやタタラなどテクノロジー系のキャスト。

　軍事関係と何らかの縁のあるキャスト。

　アストラル系キャストの出番はほんのちょっとだけあります。

　宇宙へのロマンを忘れないキャスト。

　そして、未来への希望を信じる若者と、過去の重みを知る大人のキャストに。

●本シナリオは、こんなプレイヤーにお勧めです：

　ロシアや北米と聞いてなんとなく胸がときめく方

　KGBやCIAと聞いてなんとなく胸がときめく方

　宇宙と聞いてなんとなく胸がときめく方

　などなどなど。プレイヤーがスパイ物などに詳しい必要はまったくありません。

●おまけのおまけ：ゲストの外見イメージソース

　ニール・スミス：俳優のジョン・ヴォイト。(イメージ検索)　アンソニー・ホプキンス辺りも可

　アンジェリン・エヴァーグリーン：漫画『パンプキン・シザーズ』のアリス少尉。(イメージ検索)

　外交官ミルトン・ブラウン：アニメ『BLOOD+』の赤い盾のデヴィッド。 ここやここをもっと悪くした感じ 

====================================================

はじめに

■探索の旅の始めにかえて

　ようこそ、『星月夜作戦』へ。

これは、百年の時の向こうに忘れられた冬の女王を求める探索の旅の物語。星々が輝き、月の照らす夜の、もうひとつの星月夜作戦の物語。

　本作はTRPG『トーキョーN◎VA The Detonation』のシナリオです。2005年に製作し、毎回少しづつチューンを加えながら、１年以上後の2006年の公開まで、10回余り実際にプレイされてきました。幸いにしてそのすべてが好評であり、リクエストが多かったため、シナリオコンテンツの形としてここに公開する運びとなりました。

　アクトの前にシナリオをよく読み、アクトを開始してください。貴方の星月夜作戦に幸運のあらんことを。

■シナリオデータ

プレイヤー：3～4人

プレイ時間：5～6時間

■ストーリー

　本シナリオのバックグラウンド・ストーリーは以下の通りです。

　‥‥まだ世界が傾く前、20世紀の末。1991年のソヴィエト連邦崩壊直後にソ連軍と国家保安委員会『KGB』の合同の秘密作戦『星月夜作戦』（ズヴィオーズナヤ・ノーチ）によって、東西冷戦終結直前の冬の夜空に極秘裏に打ち上げられた人工衛星があった。

　その名は、『“カラリエーヴァ”』（女王）。冬の女王は当時としては最高水準のコンピュータにより極めて高精度の照準を備え、3万5千km上空から地上世界のあらゆる場所にレーザー照射による攻撃を加えることができる。母なる祖国の最後の希望を載せて打ち上げられたこの軍事衛星があれば、世界のパワーバランスすらもが変えられるはずであった。

　しかし、ソヴィエト連邦は崩壊し、東西の冷戦は終結。動乱の時代の中で不要と判断されたのか、『モスクワ・ルール』に従って西側世界の諜報員への礼儀として故意に破棄されたのか、『星月夜作戦』は完全に凍結。『“カラリエーヴァ”』は地上世界の歴史から完全に忘れ去られた。

　災厄による世界崩壊後、何者かがこの『“カラリエーヴァ”』を操作可能なプログラム『“マースカ・ディカーブリ”』（12月の仮面）を作成。悪用に備え、暗号鍵となるデータ集合体『“カリリオーン・クラスタ”』によってのみ防壁が開かれるこのプログラムは、紆余曲折の後、トーキョーN◎VAハザード・メモリアルパークにある『災厄記念館』の電脳空間の片隅で時の埃に埋もれていた。

　そして時は流れる。冬の女王『“カラリエーヴァ”』は災厄とその後の再生を果たした大地から忘れられたまま、静止軌道上を100年以上の間、地球を見守りながら回り続けていた。電波による軌道との通信も電脳空間に統合されたニューロエイジでは、古臭い通信プロトコルを使って通信する20世紀の衛星は、電脳空間上では存在していないのと同じなのだ。

　冬の女王の伝説は僅かに語り継がれ、形を変えて様々な物語の中に登場するのみであった。

　北米連合の見えざる盾として活動してきた情報機関『CIA』の優秀な情報工作官、暗号名『“カーディナル”』こと本名『クリス・エヴァーグリーン』は在職中に『“カラリエーヴァ”』の名に何度か出会い、その正体に心惹かれるも解き明かすこと叶わず、表舞台から身を退いた。

　人間の皮を被った黙示録の竜、ケント・ブルース大統領の台頭により北米連合は密かに変化を始め、『CIA』から『MID』に統合された情報機関集合体は大統領の私兵へと変化を始めていたのだ。

　‥‥そして、時は現在へと至る。

　引退したスパイの国の枢機卿、『“カーディナル”』は冬の女王の謎を諦めることができなかった。トーキョーN◎VAへと旅行に来たのを機に、在職中からのジャーナリストとしての偽名『ニール・スミス』を名乗り、適任と判断した『フェイト』の元を調査依頼に訪れる。

　そして、運命の皮肉か、彼の別れた妻の娘、『アンジェリン・エヴァーグリーン』もトーキョーN◎VAへとやってきていた。父の後を追い、ジャーナリストの道を志したアンジェリンは、大学卒業後にトーキーとしてデビュー。北米で偶然入手した『“カリリオーン・クラスタ”』のデータと共に、ヒット中の映画『星月夜の祈り』との関連を調べ、ロシアの伝説と『“カラリエーヴァ”』の秘密を探るため取材旅行に来ていたのである。身辺に身の危険を感じた彼女はナイト・ワーデン社を通じ、『カブト』に護衛を依頼する。

　サイバースペースの光の海でも、『ニューロ』たち電脳世界の住人の間でアーバン・レジェンドが囁かれていた。謎のプログラム、『“マースカ・ディカーブリ”』。その正体は超兵器の鍵か、超AIか。噂の半分は自然発生したものであり、もう半分は『“カラリエーヴァ”』確保を目論む『MID』の情報操作によるものであった。

　ブルース大統領の私兵と化し、上層部が超自然に支配された『MID』。ニューフォートの作戦本部からは大統領の命を受け、『ミルトン・ブラウン』をリーダーとする工作チームがN◎VAに派遣される。MIDの偵察衛星『“オールマイティ・アイ”』の電子支援を受け、彼らは活動を始めた。外交官特権を隠れ蓑にまずは『イヌ』の職場である特務警察ブラックハウンドを訪れ、キャストたちを泳がせて『“カラリエーヴァ”』の調査と確保を目論む、秘密作戦を開始したのである。

　かくして全ての役者は揃い、運命の天輪は巡り始めた。

　ロマンチックなスパイ映画『星月夜の祈り』がヒットする秋のトーキョーN◎VAで、忘れられた真実を巡る冒険が始まる。百年の時の塵に埋もれた鍵と、忘れられた冬の女王を求める探索の旅へ。災厄の街と光の海を巡り、災厄記念館へ、そして女王と接触すべく、星月夜の彼方へのストレイライト・ランへ。

　今こそ幕を開こう。もうひとつの星月夜作戦を指揮するのは、貴方だ。

■シナリオ傾向

　読んでいただければ分かるとおり、情報量も多く、シナリオも詳しく記述してあります。読みながらその場で同時にルーラーをしたりするのは明らかに無理です。事前にきちんと必要なものを読んで把握し、準備を整えた状態で行ってください。

　プレイヤーも頭を使うことになるかと思います。徹夜、イベントの２次会や３次会など、頭脳の働きが鈍った状態で行うには不向きです。

　題材要素としては洋画、軍事冒険小説、スパイ物、情報機関、外国としてロシアやアメリカ、軍事、宇宙‥‥などと一般的なよくあるシナリオより趣味の世界に耽溺していますが、プレイヤーがその筋に詳しい必要はありません。詳しい人がいればより盛り上がるでしょう。同様にキャストにも特別なものは要求せず、標準的なN◎VAのキャストが入れるように作ってあります。推奨スタイルも、N◎VAのシナリオで一般的に導入頻出度が高いスタイルを選んであります。

　ルーラーの貴方にも上記の題材要素は必須ではありません。もし好きであれば共感の度合いが増すことと思います。

　残念ながら本作は初心者向けのシナリオとはいえませんが、N◎VAのルーラーに慣れていない方、およびTRPGそのもののゲームマスターに慣れていない方がもしも遊ぶ時のために、本文中の『◆ノート：』などあちこちにガイド的な記述も付記しました。マスタリングの助けとマスタリング技術向上の助けになれば幸いです。
■キャストの選択

　プレアクトのページに推奨キャストは書いてありますが、シナリオに適したキャストの選択はアクトの成功に向けて重要です。アクトを開始する直前になって初めて知るようなことのないように。

　今はネットの時代です。参加者がみなインターネットに接続できていれば、BBSやインスタントメッセンジャーを用いて打ち合わせができます。検索エンジンにキャストの名前を打ち込むだけで、詳細データや登場するプレイ日記、リプレイ、他者からの評価など有益な情報が出てくるかもしれません。キャストだけでなくプレイヤーに関しても同様です。情報は有効に活用してください。

◆PC1：フェイト

　謎めいた依頼人、ニール・スミスの頼みで始まる探索行が動機であり、彼との交流が重要になります。55歳となっている彼に年が近い大人や、いわゆるハードボイルド系、若い人物たちを既に導くべき立場にあるキャストは不向きです。最も似合うのは10代～20代の駆け出し的なキャスト、特に女性です。若い女性キャストであればその設定を調査し、ゲストのアンジェリンと何かしら共通点を持たせると説得力と共感の度合いが増します。実際のアクトでは、若い女性フェイトがほとんどでした。最もヒロイン的な立ち位置になります。

　ジャーナリスト関係のキャストもお勧めです。何なら、《真実》の使いどころと想定してある『●『フェイト』：引退した枢機卿』のシーンはロールプレイのみで突破できるよう変更しても構いません。

　若い男性フェイトには、放っておいてもヒロインが付いてくるシナリオがそこらじゅうに沢山あるでしょう。彼らには休んでもらって、今回は女性フェイト陣にも活躍してもらいましょう。

◆PC2：カブト

　護衛の依頼人であるアンジェリン・エヴァーグリーンの守護が動機、彼女との交流が重要になります。スタイルでおまけとしてカブトが入っているのではなく、職業としてカブトを行っているキャストの方がよいでしょう。

　若いキャストでも、経験のあるキャストでも、男女でもどちらでも。実際のプレイでは、特に選んだわけではないのですが、全員が男性でした。

　また本文中のアンジェリンの台詞などは、漠然と相手が男性であることを想定して書いてあります。

◆PC3：ニューロ

　都市伝説として囁かれる謎のプログラム“マースカ・ディカーブリ”探索が動機となります。さすがにMID所属のニューロがもしもいたら却下ですが、所属勢力も設定もほとんど制限はないため、様々なニューロが参加できます。アルファ=オメガのような可愛い女の子が似合わないキャストであれば、導入を調整できます。本作ではオルタナティブ導入として、櫛田千里少佐を登場させたパターン『●オルタナティブ導入：主要取引先との世間話』を併記しておきました。

　ビジュアル的に盛り上がる見せ場も幾つか用意してあります。光の海の旅人たちには、存分に電子のウィザードの力を発揮してもらいましょう。

◆PC4：イヌ

　シナリオ序盤から認識できる敵との戦いの予感が主な動機となります。機動捜査課以外でも参加できます。N◎VA方言に「ビッグナンバー」という言葉がありますが、確かにこのシナリオでも用意済みの見せ場が最も少なくなっている枠がPC4です。人気のあるオフィシャルゲストの登場、個性付けのなされた敵との対決などでフォローしています。プレイヤーにN◎VA初心者がいるなら、貴方のフォローに自信がないならばPC番号がより小さい枠に回ってもらった方がよいかもしれません。

　ゲストコネクションの技能にはあまり意味がありません。敵役ゲストのリーダーであるミルトン・ブラウンは、もしかしたらシナリオ本筋により近しい『フェイト』役や『カブト』役や『ニューロ』役と会話することが多くなるかもしれません。その恐れがあるなら、キャストの設定に合わせて変更しておきましょう。

カブトワリが入っている、戦闘系である、サイバー化が激しい、

その他インディアと共通点がある、もしくは貴方が相応しいと思った場合：

　ゲストコネを<コネ：インディア・セヴン>に変更。オープニングに『●オルタナティブ導入：モノアイの男』を挿入。アクトを通しインディアの出番を増やして存在を強調し、『イヌ』を仇と認知し、その演技を増やす。

女性である、ニューロなどテクノロジー系と近しい、実はアヤカシである、

その他レーネと共通点がある、もしくは貴方が相応しいと思った場合：

　ゲストコネを<コネ：レーネ・ジーン>に変更。オリジナルのオープニングを作るか、『●『イヌ』：不愉快な視察』で彼女の出番を増やして存在を強調。キャストと会話をさせ、敵と認識させる。アクトを通しレーネの出番を増やして強調し、『イヌ』を仇と認知し、その演技を増やす。

◆幻のPC5：

　実際のプレイではプレイヤー５名で行ったことはありませんでした。シナリオでも想定はしておらず、用意された導入や見せ場、動機の確保などがまったくない、いわゆる「完全放置」になります。見せ場の平等な分配とキャスト/ゲストの尊重に関し、ルーラーとプレイヤー双方で気配りが必要になります。

　実は、アクト内の展開に限って言えばPC5が降臨したことが‥‥いや、先に進みましょう。

　また、この星月夜の女王の探索の物語には、父と娘の絆、遠い過去への追憶、国を愛した人々の想い‥‥などの感情の要素が出てきます。

　N◎VAの源流である“サイバーパンク”と一部相反することではありますが、ウェットな人間の感情を持ったキャスト、人情を解するキャストがいたほうが適切でしょう。 

■キャストの強さ

　N◎VAはキャストの強さと経験点が必ずしも比例しないので厄介なのですが、普段からN◎VAを遊んでいるプレイヤーの愛用のキャスト、経験点が数十～３桁台のある程度強いキャストを想定しています。

　全員が作りたて、あるいはルール的な強さの作り込みをしていない数十点台のキャストが揃っているとまずいかもしれません。

　ゲストプロファイルに、『●ゲストの改造指針』は載せてあります。どうぞキャスト陣に合わせて適合させてください。

■シナリオ書式について

　本作はオフィシャルの『SSS』形式に概ね沿っていますが、一部従っていない部分もあります。登場NPCの台詞は「◆セリフ：」ではなく「◆描写：」の中に入れています。「◆ノート：」には、SSSのハシラのように、注釈やマスタリングのヒント、おまけの余談が書いてあります。

　中カッコ『』の中には、情報項目名、シーンタイトル名、および『フェイト』『カブト』のように、その枠のキャストを表す代名詞としてスタイル名を入れて使用しています。文中で登場人物の台詞以外で「貴方」と記述した場合は、多くの場合、ルーラーのあなたを指しています。

■シナリオのチューンについて

　本文中の描写や台詞は一般的なシナリオより多めに記述してありますが、全てをそのまま読み上げる必要はありません。貴方の判断でそのアクトに適した部分を使ったり、適宜アレンジを加えて構いません。（むしろ、そうすべきです。）

　予めキャストの設定を調べたり、プレイヤーの傾向を調べておき、ゲストの台詞や演出を調整しておくのも役に立ちます。シナリオ本文中でも、それを念頭に置いた描写は幾つか存在します。これは貴方の星月夜作戦なのです。世界でただひとつのアクトにしましょう。

　準備は済みましたか？

　それでは、貴方の星月夜作戦を開始しましょう。成功を祈っています！

====================================================

■オープニングフェイズ

「また出てきたわね、“女王”。

でも童話に出てくる冬の魔女じゃ、これ以上調べようがないわね‥‥」

――アンジェリン・エヴァーグリーン

●RLシーン：モスクワ・ルール

条件：一番最初のシーン

登場：キャストの登場は基本的に不可。タイムトラベラーや、時間を管理しているキャストのみ登場可能。

場所：時は西暦1992年1月初頭、雪の降りしきる冬の日。崩壊直後のソヴィエト社会主義共和国連邦、モスクワ。ジェルジンスキー通りにほど近い研究施設。

◆解説：

　星月夜作戦の真実の一端をプレイヤーに印象づけ、物語に引き込むシーンである。画面はセピア色、登場人物の人名や台詞は画面の下に字幕が流れるような、映画の１シーンを想像してもらおう。

◆描写：

　何処かの情報センター。壁のスクリーンには世界地図が映し出され、世界主要各国の首都の時間が下の時計に表示されている。中央に鎮座するのはソ連、大洋を隔てて仮想敵国のアメリカ。災厄後に赤道直下に移動する日本は、太平洋の端のほんの小さな島国でしかない。

　壁の一角には赤い地に星とハンマーのソ連国旗、そして盾の上に剣を配置したKGBの紋章旗が張られ、歴代の偉大な指導者の写真が並んでいる。

　部屋では白衣の研究者や軍服、背広姿の男たちが働いているが、一人の情報将校の中佐が入ってくるのを見ると全員作業を止め、直立して敬礼する。

研究者たち「（ざわついて）おお、これは、リリン中佐‥‥」

ゼレーリン少尉「我ら、ソヴィエト連邦に尽くさん。同志中佐殿、星月夜作戦は順調です。“女王”（カラリエーヴァ）は、いつでも使える状態にあります」

リリン中佐「よくやってくれた、同志少尉。‥‥全員、よく聞いてくれ。残念な知らせだ」

　憂いを含んだ口調に、全員が答えを予感して言葉を待つ。

リリン中佐「“モスクワ・センター”から、近々正式通達がある。現時点をもって、星月夜作戦を完全に凍結する。我々は今後の身の振り方を、考えねばならなくなった」

　そう。1991年末に、ソヴィエト連邦は崩壊したのだ。

一同「（ざわついて）では‥‥」

リリン中佐「作戦に関する全てのデータをすぐ破棄できるように手配してくれ。この作戦は我が国の歴史からは、永遠に消えることになるだろう」

ゼレーリン少尉「しかし同志中佐殿。“女王”の持つ力があれば‥‥」

　中佐は首を振り、寂しげに微笑む。

リリン中佐「同志少尉。使用するような事態は、来なくていいんだ。考えてみれば、ゴルバチョフ書記長は最初からこの作戦に反対だった。我らの同志が、世界で勝ち得てきたものは、こんなものではないはずだ」

ゼレーリン少尉「そうですか‥‥もう、戦いは終わったのですね」

　星月夜作戦と“女王”に関わった全員が、万感の思いで世界地図を見上げる。

リリン中佐「（一同を見渡して）その通りだ。諸君。長い冬の戦いは終わった。親愛なるアメリカの遠き友人たちとは、長い付き合いになったな。

　これから始まる新しい世界では、彼らとはもう戦う必要がなくなるだろう。各自でよく考え、行動してほしい。連中の言う“モスクワ・ルール”とやらを、最後ぐらいは守ってやろう」

　中佐は改めて一同を見渡し、姿勢を正すと敬礼する。

リリン中佐「同志諸君。私は、君たちと共に働けたことを、光栄に思う」

◆結末：

　万感の思いを込め、全員が母なる祖国の為に、眠りにつく女王の為に、最敬礼する。カメラはスクリーンの世界地図に向かい、広大な大陸を映し‥‥そして銀幕は暗転する。

◆ノート：

　“モスクワ・ルール”は情報項目のひとつであることをプレイヤーに伝えましょう。このシーンは映画の中の１場面なのか、それとも実際に起こったことなのかは、いずれ分かることを伝え、ミステリアスな予感を増大させましょう。

　情報将校のリリン中佐はカリスマ◎の祖国の将来を憂いていた人望ある指揮官、ゼレーリン少尉はカブト◎で血気盛んなその部下としています。

　“モスクワ・センター”とは、ジェルジンスキー通り2番地にあるKGB本部のことです。KGB議長ウラジーミル・クリュチコフは8月クーデターの犯として捕らえられ、最後のワジム・バカーチン議長は4ヶ月しか任に就けませんでした。

　壁の写真にはレーニン、スターリンから始まる歴代指導者が並び、最後はミハイル・ゴルバチョフです。混乱後のロシア連邦大統領には最初にエリツィン、その後プーチンが就任しています。

　公式にソヴィエト連邦が崩壊したのは西暦1991年12月25日でした。

　そして時は流れ、世界は災厄を耐え抜き、100年以上後。時の塵の向こうに女王が忘れ去られた頃、運命の天輪は再び巡り始めます‥‥

●『イヌ』：不愉快な視察

条件：『イヌ』のオープニング

登場：『イヌ』のみ自動登場

場所：ブラックハウンド基地、機動捜査課オフィス

◆解説：

　ミルトン・ブラウンの指揮する工作チームが『イヌ』と接触する。彼に不愉快な印象を持ち、怪しむように演じること。

◆描写：

　『イヌ』がいつも通りにオフィスにやってくると、オフィスが何やら騒がしい。

　不気味なスーツの一団。先頭に金髪に茶色の眼をしたダークスーツ姿の北米人が立っている。ここでミルトン・ブラウンが《買収》を宣言。身分を取得、外交官特権によってあらゆる警察のリソースを使用可能とする。

レイ巡査「な、なんなんだよテメぇら！」

千早冴子課長「本当に視察なのですか。このような行為に及ぶなら、それなりの権限があってのことなのでしょうね」

ミルトン「全員そのまま。外交官特権です。（懐から定期入れを取り出して全員に見せる仕草をして）　少々調べたいことがありましてね。特務警察のアセット（資産）を有効に使わせていただきましょう」

千早冴子課長「そ、それは‥‥！」

ミルトン「（指を鳴らして）よし。始めろ」

　黒服たちが勝手に入っていく。トロンを勝手に操作し、戸棚を全て空けて段ボールをひっくり返し、資料室が荒され、空中には紙の束が舞い、機動捜査課は大騒ぎになる。隊員たちは呆然として見守っている。

レイ巡査「あーっ！ それ、オレのオヤジの写真！」

アスカ巡査「私の書いた報告書‥‥もうダメかも‥‥」

里見隼人巡査「おいおい、マジですか？　あ、『イヌ』さん！」

アスカ巡査「でも『イヌ』さん‥‥あのID、どこから見ても本物です‥‥」

　ここでキャストと誰かを会話をさせてもよい。しばらくすると、ミルトンの部下らしき眼鏡を掛けたポニーテールの女性がオペレータールームから出てくる。

レーネ・ジーン「（眼鏡を直しながら小声で）チーフ。データベースをスキャンしましたが、大した情報はありませんでした。ロシア絡みの事件は少ないですね」

レーネ・ジーン「（キャストを認めて）‥‥あら、何か問題でも？」

ミルトン「フン。ブラックハウンドは優秀な警察機構だと聞きましたが。評価を改める必要があるようですね。‥‥そう、評価を改める必要が。よし。引き上げる」

　外交官を名乗る男たちは大した収穫がないのを知ると、ブラックハウンドを嘲笑い、後片付けもしないままさっさと去っていってしまう。

◆描写２：

　もしもアクトの参加者にメモリ巡査たちが人気なら、以下の描写を加えてもよい。

　一同が呆然として見送っていると、オペレータールームから電脳担当の娘たちがプンプンしながら出てくる。

メモリ巡査「まったく、なんて失礼な人たちかしら！」

聖美・キーファー巡査「ちょっと聞いてくださいよう、『イヌ』さん。キャリア組かなんかですか？　外交官特権とか言って、あの女の人が入ってきたんです」

　二人は『イヌ』に、涙ながらに横暴を訴える。ミルトンの部下のレーネ・ジーンの話だ。背の高いキャリアウーマンは勝手に席を乗っ取ってジャックインし、流れるような動作でキーボードを叩き、最後に二人に言い残して去っていったのだ。「どんなに高性能のデータベースでも、問題はそれを使う人間のようね」と。

キーファー巡査「あたしたちを何だと思ってるのかしら。もう、里見くんはあんなだし今度はこれで、どうしてこう災難が次から次へと‥‥」

メモリ巡査「まったく、これだから北米の人間は礼儀がなっておりませんわ！」

　『イヌ』が何か突っ込まないのであれば、代わりにキーファーが言う。

キーファー巡査「（小声で）あの‥‥メモリ。私とあなたも、北米出身なんだけど」

◆描写３：

　怒り心頭の面々の中で、千早冴子警部は決断を下す。

千早冴子課長「‥‥外交官IDはどこから見ても本物だった。しかしあのブラウン氏、ただの外交官ではないようね。あの人物を調査して。その結果必要が生じれば、貴方の判断で独自の行動を取りなさい。ああ、後片付けは、こちらに任せていいわ」

　しばらく会話を交わした後、“氷の猟犬”は三本の指を立てる。

千早冴子課長「お願いするわ、『イヌ』。あなたがやるべき理由は３つあるわ。ひとつは‥‥」

　頭脳明晰で知られるアイス・ハウンドが指を折ろうとした時、向こうで段ボールが崩れる盛大な音が響く。

里見隼人巡査「‥‥あちゃー。おいおい、マジですか？」

キーファー巡査「ちょっと里見くん。もう、よけいに散らかしてどうするのよ！」

千早冴子警部「（疲れたようにため息をついて）‥‥後片付けが先ね。ああ、『イヌ』、もう、行っていいわ」

◆結末：

　調査費用として１ゴールドが与えられる。最後に『イヌ』に何か演出をさせ、怪しい外交官たちに疑惑の目を向けたらシーンエンドとしよう。

◆ノート：

　機捜課の愉快な面々は全員エキストラであるため、ミルトンの身分を看破できません。頼みの綱は『イヌ』だけなのです。この後片付けは、エンディングフェイズまで続きます。（もちろん、コネ技能は正常に使用できます。）

　このシーンは全体的にコミカルな雰囲気となっています。ブラックハウンドには人気オフィシャルゲストも多いため、笑いを取るのも容易でしょう。他のゲストや、貴方のプレイグループでお馴染みのイヌのキャストがいたら、シーンの背景で片づけをさせられていることにしても構いません。

　MIDの面々は“カラリエーヴァ”に関してハウンドが何かを掴んでいないかを調べに来ました。情報機関である彼らが何故目立ちやすい行動を取ったのか。その理由は２つあります。ひとつはキャストを泳がせてそこから情報を入手するため。もうひとつは、敵役ゲストの存在をプレイヤーに印象づけるためです。

●オルタナティブ導入：モノアイの男

条件：『イヌ』のオルタナティブ・オープニング

登場：『イヌ』のみ自動登場

場所：イエローエリアのBAR“デビルズ・バレット”乱闘事件現場

◆解説：

　『イヌ』のゲストコネをインディア・セヴンに変えた場合の例を載せた。

◆描写１：

　洋画の１シーンの如く、夜の街の現場の回りに救急車やパトカーが止まっている。敬礼するSSS。担架で運ばれていく酔客。サイボーグ同士の喧嘩ということで、かなり大騒ぎになったようだ。

怪我人「くそ～！ オレのサイバーアームが‥‥」「おいマイク、しっかりしろ！ 酷いな、折られるなんて」

キーファー巡査「あ、『イヌ』さん、お疲れ様です！ 犯人がまだ中にいるんです！」

◆描写２：

　BARの中は椅子が折れ、壁がへこみ、なかなか大変なことになっている。補償金はだいぶ掛かるだろう。壁際で身長2mの大男が詰問を受けているが、頭部がサイバーなので酔っているのか醒めてきたのか表情がよく分からない。完全義体ではないようだ。

インディア・セヴン「だから答えられねェって言ってんだろが！ 弁護士が来るまで、オレは何も喋らねえぞ」

I-7「ケッ、誰かと思えば今度は『(キャストの描写を入れよう)』野郎か。ハウンドは黄色い猿ばかりかと思ったら、今度は『(キャストの描写を入れよう)』かァ？ ああん？」

メモリ巡査「キーッ！ 不潔ですわ！ アスカ先輩、あの男、不敬罪で逮捕すべきですっ！」

アスカ巡査「（なだめて）まあまあ、メモリ‥‥。あ、『イヌ』さん、これから護送に移るところです」

　ここでしばらく会話をさせよう。サイバーアームに刺青風にI-7の文字、シェードの中から不吉なモノアイが『イヌ』を試すように眺めている。二人にカブトワリが入っていた場合は、互いに分かり合うものがあるだろう。ここでは粗野な犯罪者のように描写すること。

I-7「イエスでもノーでもねェ。オレは何も喋らないぞ」

I-7「ほう‥‥てめェ、ヤる気か？」

I-7「（乱闘で散らばった床に落ちた拳銃に手を伸ばそうとして）‥‥ああ、冗談だよ冗談。これだけのコップを相手に銃撃戦なんて、脳のないマネはしねェさ。ほら、手錠を掛けたきゃ掛けろよ（太いクロームの両腕を出す）」

◆描写３：

　狭い車に無理やり押し込まれるインディアは、最後の瞬間、モノアイで意味ありげに『イヌ』を見る。その後サイレンを鳴らし、大都会の夜をパトカーは去ってゆく。インディアは窓からメタリックの腕を出すと、中指を立てて抗議の意を示す。『イヌ』に最後に何か演出をさせよう。

　ちなみに横では、メモリ巡査が破廉恥な犯人だと怒っている。

◆結末：

　しかし、北米連合政府某筋の圧力により、この事件は結局うやむやの内に闇に葬られてしまった。容疑者は解放され、ハウンド隊員たちは忙しくてこの事件を忘れてしまった。

　その後、インディアはより強力な完全義体に置換、軍除隊の憂き目に遭った後、MIDに拾われて準軍事作戦に従事するようになる。そして時は流れる‥‥

◆ノート：

　サイバー色の濃いキャスト、カブトワリなどにはこちらを使うのもよいでしょう。この場合、ミルトン・ブラウンが機捜課を訪れる『●『イヌ』：不愉快な視察』は、オープニングの一番最後のシーンに回します。
●『ニューロ』：ロシア語のプログラム

条件：『ニューロ』のオープニング

登場：『ニューロ』のみ自動登場

場所：電脳空間、あるいはニューロの自宅、馴染みの店など自由

◆解説：

　『ニューロ』の元をアルファ=オメガが訪れてくる。『ニューロ』にキーワード『“マースカ・ディカーブリ”』について興味を持たせるのが目的である。

◆描写：

　聳える無限長の銀の虚空と緑のグリッド。無限に広がる電脳空間、トーキョーN◎VAウェブ複合体。『ニューロ』がイントロンしていると、ピンクの髪に赤い瞳をした可愛い女の子のアヴァターが現れる。

アルファ「あ、いたいた、『ニューロ』！　ねえ、『ニューロ』さんは、ロシア語に詳しい？　アルファ、わかんないことがあるの」

アルファ「『“マースカ・ディカーブリ”』って知ってる？」

　『ニューロ』がもし的確な答えを言うと、彼女は憤慨する。

アルファ「違うもん。アルファだってロシア語ぐらいわかるもん！　アルファは何でも知ってるもん！　“12月の仮面”っていう意味でしょ？　‥‥でも、その先が分からないの。うーん、仮面て、人やAIが被るものです。12月がかぶるものじゃないです。おかしくないですか？」

　ここで『ニューロ』は、噂になっている謎のプログラムの存在を思い出す。様々な根も葉もない噂が飛び交っている都市伝説なのだが、実在するとも確かに言われているのだ。

情報項目『◆“マースカ・ディカーブリ”』13までの情報は、ここで判定させてもよい。

アルファ「アルファ、思ってることがあるの。このことばを探っていけば、新しいお友達に会えるような気がするの」

アルファ「『ニューロ』なら、もしかしたら分かるかな。分かったら、アルファにも教えてね。AIだったら、お友達になりたいな！」

◆結末：

　『ニューロ』が好奇心から調べてみることにしたら、演出を聞いてシーンエンド。ちなみに彼女から調査費用はもらえない。

　なおアクトの途中で分かるが、『“マースカ・ディカーブリ”』に関する噂の幾つかは、ウェブ上での動きを見るためにMIDが流した情報操作である。

◆ノート：

　もしも『ニューロ』が元からアルファ=オメガとのコネを持っていたりした場合は、どういう関係なのかプレアクト段階で聞いておき、描写を調整するとよいでしょう。

　電脳聖母の娘が似合わないようなシリアスなキャスト、ハッカー系など大人のキャストの場合は導入を調整することもできます。以下は、軍事関係と縁のありそうなキャストで、導入をN◎VA軍情報部の櫛田千里少佐に変えた場合の例です。

●オルタナティブ導入：主要取引先との世間話

条件：『ニューロ』のオルタナティブ・オープニング

登場：『ニューロ』のみ自動登場

場所：金持ちたちが遊びに興じる、休日のウェットシティのカジノ

◆解説：

　アルファ=オメガが似合わないようなキャストに適合させたオープニングの例。『ニューロ』の元を櫛田千里少佐が訪れてくるパターンを載せた。

◆描写１：

　周りでは着飾った人々や金を湯水のように使うのがお洒落と思っている人々が、ルーレットに歓声を上げている。あなたがソファでくつろいでいると、いつの間にか近づいてくる人影があった。

　回りに溶け込む服装、あくまで自然に周囲に目を配り、姿勢のよい長身の女性は何気なくあなたの隣に座る。その筋には有名な、N◎VA軍情報部の櫛田千里少佐である。

櫛田少佐「儲けの方はどうだい。ここのカジノは素人の金持ちが主な客層だ。本気を出せば、勝つのはそれほど難しくないだろう」

櫛田少佐「別にキミに仕事の依頼をしに来たわけではない。これは、“主要取引先に対する世間話”だよ」

櫛田少佐「下手に電脳上で堅いフォートレスでも作ると、あちこちの電脳部隊がすぐに嗅ぎ付けてくる。こういう人込みの中の方が、秘密の会話を交わすには一番安全なのさ。旧世界の情報部員たちと変わっていない‥‥皮肉なものだな」

◆描写２：

　彼女は、『“マースカ・ディカーブリ”』の伝説、宣伝スクリーンの中を流れる映画『星月夜の祈り』の予告編、ロシアとの偶然の一致性について『ニューロ』と会話を交わす。

櫛田少佐「現在、N◎VA軍情報部では本件に関して重要度を設定していない。不確定要素が強すぎるからね。あるいはどこかの勢力が流した情報操作ということも考えられる」

櫛田少佐「さあ‥‥あの映画で損をする勢力というと北米だが、たかが映画１本にそこまでするはずもないだろう。我々N◎VA軍の情報分析官の調査では、あの映画に政治的なメッセージは含まれていないと報告があった」

櫛田少佐「“12月の仮面”‥‥ずいぶんとロマンチックだな。だが、ロマンだけでは生きていけないのは、キミや我々の世界の住人なら知っているだろう」

櫛田少佐「これは依頼ではない。“主要取引先との世間話”だよ。私に報告する義務もないし、キミに任せる。

　さらばだ。この情報をどう利用するかは、キミに任せよう」

◆結末：

　『ニューロ』に自由に演出させ、シーンを閉じよう。

◆ノート：

　よりシリアス度の高いキャストなら、こうした導入のアレンジもよいでしょう。必要ならルーレットで小金を儲けたとして、１ゴールドほど調査費用を持っていることにしても構いません。

●『カブト』：困難はトーキーのアクセサリ

条件：『カブト』のオープニング

登場：『カブト』のみ自動登場

場所：ナイト・ワーデン社の応接室、カブトの自宅、打ち合わせ場所など自由

◆解説：

　アンジェリン・エヴァーグリーンが依頼に訪れる。キャストが護衛依頼を承諾し、彼女を好意的な味方ゲストと印象づけるのが目的である。

◆描写１：

　今度の依頼人は、活発そうな若い女性のトーキーだ。

アンジェ「はじめまして。私は、アンジェリン・エヴァーグリーン。アンジェでいいわ（手を差し出す）」

アンジェ「なるほど、『キャストのハンドルを入れよう』とはあなたのことね。この街ではボディガードを雇うのに、このワーデン社を頼るのが一番と聞いたのよ」

　『カブト』に何か特徴があれば、それを活かしてしばらく会話しよう。

アンジェ「そういえば、一昔前まではカブトのシンボルは強化クリスタルのシールドだって聞いたけど‥‥へえ、やっぱり最近は違うのね。（頷いて）私の読んだドキュメンタリーの通りだわ。『カブト』さんは『(武器を入れよう)』を使うのね」

◆描写２：

　彼女が経緯を話す。北米のウェブを巡っていて偶然見つけたデータ集合体『“カリリオーン・クラスタ”』の中身は、電脳に詳しくない彼女には荷が重かった。興味を覚えてロシアの歴史を調べ始めた彼女は、謎の存在『“カラリエーヴァ”』の名に突き当たる。そして偶然、トーキョーN◎VAでは『星月夜の祈り』という題材を同じくした映画が公開中だ。

　ロシアに直接渡るのもいいが、ゴエルロは寒く、設備も整っていない。赤道直下のN◎VAであれば、図書館や電脳ライブラリなど資料も豊富だ。それで彼女は取材旅行を兼ね、N◎VAに渡ってきたのだという。期間は一週間、取材中の身辺警護。ゴールド１枚が前金で払われる。

アンジェ「（データチップを見せて）これに入れてきたカリリオーン・クラスタって名前だけど、何が入っているのか分からないのよ」

アンジェ「失礼ね。それぐらい私も調べたわ。ロシア語で“鐘”って意味よ」

◆描写３：

　予想される妨害などはないのかなどと尋ねられると、彼女はやや弱気になり、助けを必要としていることを示す。

アンジェ「それで‥‥そのことなんだけど。どこかの誰かが、私を見張ってるような気がするの。私宛ての電子メールが時々遅れたり、この街に来てから、外を歩いてて誰かの目を感じたり。気のせいだと‥‥いいのだけど。なんだか気持ち悪いわ」

アンジェ「だって、そんなときのためにカブトがいるんでしょう。私だってちゃんと調べてきたのよ。たとえ何も起こらなくたって、カブトがいること自体が抑止力になるんだって」

◆描写４：

　しばらく会話をさせよう。どのような経緯を経ても、話が決まると彼女はにっこりして改めて手を差し出す。

アンジェ「じゃあ、契約成立ね。よろしくお願いしますわね。

（ポケットロンを操作して）まずは例の映画を観に行って‥‥図書館にも調べにいかなくちゃならないわね。それからあそこと‥‥N◎VAの地理もチェックしておかなきゃ。『カブト』さん、この街に詳しいわよね？」

アンジェ「そうよね、私もしっかりしなくちゃ。このぐらいの障害で引き下がったらトーキーの名がすたるわ。

（人差し指を立てて） メディア業界にはこんなことわざがあるのよ。“困難はトーキーのアクセサリ”ってね！」

◆結末：

　『カブト』に好きに演出させてシーンを閉じよ。以降、アンジェリンはチームを組み、基本的に表舞台では『カブト』と行動を共にする。

◆ノート：

　アンジェはトーキー◎、<※事情通>や<※シャーロック・ホームズ>も備えた、実は勘も鋭く調査能力は優秀なゲストです。しかし判定は行わないため、彼女の取材調査は演出的には進んでもルール的には進みません。情報入手はキャストが行ってください。これはこのシーンでプレイヤーに伝えましょう。

　もしリサーチフェイズ中に詰まったら、彼女が判定したことにしてヒントを出したりしてもよいでしょう。

●『フェイト』：謎めいた依頼人

条件：『フェイト』のオープニング

登場：『フェイト』のみ自動登場

場所：フェイトの自宅、事務所あるいは待ち合わせ場所など、自由

◆解説：

　『フェイト』の元をニール・スミスが訪れてくる。キャストが依頼を承諾すること、及びニールが紳士的な味方ゲストであり、どこか謎めいた部分を印象付けるのが目的である。

◆描写１：

　現れたのは写真の中では背景に埋没してしまいそうな、壮年男性だった。鋭い水色の瞳だけが、その印象を裏切ってあなたを見つめている。服装も地味ながら高級なジャケットをまとい、身なりもよい。

　ニール・スミスは物静かな紳士で教養に富み、どこか見た目通りだけの人間ではないことを感じさせる。

　アクト開始までに『フェイト』の事務所の様子、及び『フェイト』本人の外見、設定、趣向などを調査あるいはヒアリングしておき、それに合わせてニールの台詞を調整し、用意しておくとよいだろう。ここは貴方の腕の見せ所だ。

　彼はまるで前から知っていたかのように、初めて会ったはずの『フェイト』の個性を次々と言い当てる。

ニール「君は出身地はどこかな。（手でやんわりと遮って）ああ、待ってくれたまえ。私が当ててみよう。そうだな‥‥そう、君は『』出身。大方ご両親のどちらかが『』人‥‥そんなところではないかね」

ニール「言葉だよ、『フェイト』君。君のニューロタングには、かすかな『』の訛りがある。私のような北米人とは違うアクセントだ。電子音声でなく人間の話す言葉なら、そこで分かるのさ」

ニール「ただ見るだけでも、様々なことが分かるよ。例えばそこにある『』から、君は『』が好きなのが分かる。服は『』が好き。

　きっと君は煙草は『』でコーヒーは『』、ふーむ、きっと休みの日には‥‥『』するのが気に入っている。そんなところではないかね」

ニール「魔法を使った訳ではないさ。よく見ているだけで、様々なことが分かるのだよ」

◆描写２：

　本題に入ると、彼は『“カラリエーヴァ”』の調査の話をする。

ニール「君は映画は好きかね。私も映画はよく見る。その国の人間が何をどう考えているのか、他の国をどう見ているのか、よく分かるからね」

ニール「はは、確かに、あの作品ではどうも私の国が悪者に描かれているようだが。別に私はなんとも思わんよ。ものの見方というのは、多面的なものだ」

ニール「あの『星月夜の祈り』に出てくる“カラリエーヴァ”という言葉――あれがフィクションではないとしたら、君はどう思うかね」

　請われたなら彼は自己紹介をする。フリーのジャーナリストとして世界を巡り、今は引退し、悠々自適の生活を送っているところだ。在職中に様々に形を変えて物語に名を残す“女王”に出会い、その本質を結局突き止めることができずに終わってしまっていたという。

　そして今。偶然、トーキョーN◎VAでヒットしている映画の中にも、再び“女王”が登場した。旅行でN◎VAに来ていたという彼は昔のことを思い出し、気に掛かった最後の仕事をどうしても終わらせたいというのだ。期間はとりあえず１週間、適宜連絡をしてほしいとのことである。

◆描写３：

　もしキャストが比較的若年で、「どうして自分なんかに‥‥」などと言って来た場合は、そのキャストを納得させよう。

ニール「可能性だよ、『フェイト』君。

広範囲に信用があり、なおかつ高い料金を取る私立探偵に頼む手もある。だが君のような人物には君だけの潜在力や大きな可能性、独自の視点がある。だから私は、君を選んだのだ。

　あの『星月夜の祈り』という映画に描かれているように、この世界にはいくつもの側面がある。善と悪、光と闇、西と東、過去と未来‥‥いずれも多面的なものだ。年寄りには年寄りの、若者には若者の独特の視点と可能性がある。

　せっかくの１回きりのビジネスだ。互いのために良い結果を出してもらいたい。だから君のような人物を探したのだ、『フェイト』君」

◆描写４：

　依頼が成立したら、彼は前金を払う。

ニール「そんな訳で、君には年寄りの最後の仕事に、付き合ってもらおうと思ったわけだ。ところで、今のこの街では、ゴールドのクレッドスティック１枚が相場だという。この認識で正しいかな？」

ニール「（机の上にカードを置くしぐさをして）よろしい。２枚出そう」

（キャストに与えられる報酬点は10点である）

　ニール氏は中央区、インペリアル・ホテルの高級ルームに宿泊している。電話連絡は自由。ただし自分の居場所は内密にしてほしいと依頼する。

◆結末：

『フェイト役』が了承すれば、彼は温和な笑みを湛えて握手する。

ニール「よいビジネスができて嬉しいよ、『フェイト』君。確か、フェイトとして売り出し中の名は『(ハンドルを入れよう)』だったね。実に君らしい名前だ。では、いつでも連絡してくれたまえ」
◆ノート：

　スムーズに進めたい場合は、ニール氏と前から親交があり文通していた（キャストがトーキーだったりした場合）などとするのも良いでしょう。キャストの設定をうまく活かし、演出に結び付けましょう。

　ここでニール氏を印象付けられるかは、貴方の星月夜作戦の勝利の鍵のひとつになります。実際のアクトでは、やはり女性で10代～20代の駆け出しのフェイトなどのキャラクターが最も似合いました。実は、PC1枠はヒロイン枠なのです。

====================================================

■リサーチフェイズ

「パッケージの探索を開始しろ。

親愛なる猊下は、必ずこの街にいる」

――ミルトン・ブラウン

◆ノート：

　リサーチフェイズ開始時に、プレイヤーに伝えてもよいイベント情報は以下です。

・『イヌ』が危険な地域に赴くと、『●元“カンパニー”の影』が発生する

・全員の合流用として、『●映画館にて』がイベントとして用意されている

・『カブト』には、アンジェリンと共に『●父の歩んだ道』が用意されている

　このシナリオは情報量も多く、やることが思いつかなくて困るような事態にはそう陥らないはずです。アンジェリンが『“カリリオーン・クラスタ”』の中身を調べたくなったら『ニューロ』を呼べばいいですし、情報が集まってきたら、それを繋ぎ合わせるためにキャストたちは自然と合流するでしょう。

●『イヌ』：元“カンパニー”の影 

条件：『イヌ』がN◎VAのイエロー～レッドエリアに赴いた時

登場：<社会：N◎VA><社会：ストリート>10

場所：危険な場所。ストリートの路地裏など

◆解説：

　MIDの工作チームがN◎VAで動いていることを伝えるシーンである。『イヌ』にスポットライトが当たる。リサーチフェイズ序盤、やることがなかったらこのシーンを入れよう。

◆描写１：

　消音器つきのくぐもった銃声と短い悲鳴が聞こえる。現場へ急ぐと、クグツの死体が転がっていた。向こうには大型バンが止まり、運転席にサイボーグが乗っている。

　眼鏡を掛けた女性が電子機器からコードを伸ばし、死体の首筋のIANUS端子に次々にジャックインすると情報を吸い出そうとしている。

レーネ「外れね。このカンパニーは、何も掴んでいないようだわ‥‥（肩を竦めて）もっとも、私たちも元“カンパニー”だけど」

I-7「ハハハ、違いねエな」

　二人は自分たちにしか分からない冗談に笑ったところで、『イヌ』に気付く。

レーネ「さ、撤収よ。‥‥誰っ？（キャストの方を振り向いて）」

◆描写２：

　ここは、緊迫した状態でしばらく会話を楽しんでもらおう。レーネたちは一旦は驚くものの動じず、しばらく会話した後にバンで逃走する。オープニングでミルトン・ブラウンが《買収》を使っているため、彼らはあくまで外交官の部下にしか見えないのだ。

レーネ「（眼鏡を直して）あら？ ハウンド基地で会ったわね。わんちゃんが何の御用かしら？」

I-7「（アサルトライフルを素早く構えて）レーネ、どうした！ （モノアイのレンズが細まり） 貴様は‥‥」

レーネ「（手で制して）インディア。ここは退くわ。ここは本土じゃないのよ。治外法権にも限度があるわ。派手な撃ち合いは控えなさい」

レーネ「いいこと、『(イヌの描写を入れよう)』。どんなにわんちゃんが頑張っても、犬では敵わない大きい相手だって、この世にはいるのよ」

　二人は素早くバンに乗ると光学迷彩を起動したバンは見る間に輪郭がぼやけ、猛スピードで逃走する。キャストが追いかけようとした場合は、このシーンはここで終わることを伝えよう。

　偽装したバンなのか、車体には黄色いひよこくんのファンシーな広告が踊り、SNSの宣伝が書いてあったのが記憶に残った。

『きみもヒヨシィをはじめるのだ。』

◆結末：

　情報項目『◆N◎VAで最近活動している非合法部隊』『◆レーネ・ジーン』『◆インディア・セヴン』が調査可能となる。

『●オルタナティブ導入：モノアイの男』で『イヌ』がインディアと過去に会っていれば、心なしか背が伸び、もっと凶悪になったような気がする。（隠匿レートのない軍事用義体“ギガンティック”に換装したのだ。）

◆ノート：

　ここで死体になっているエキストラは哀れな千早の後方処理課員です。ナンバーズでも御庭番衆でも何でも構いません。シナリオと関係ないことを伝えましょう。公式設定のニューロエイジでは国家は力を失い、企業が取って変わっていることになっていますが、このシナリオには出てきません。

　レーネが言っている「元“カンパニー”」とは、『◆CIA』と掛けた冗談です。彼女の最後の台詞は、彼女の正体を匂わす伏線です。必要なら「そう言って蛇のような目で君を睨んだ」「爬虫類のような目で睨んだ」などと付け加えましょう。

　ヒヨシィは、このシナリオが掲載されているサイトにある2006年4月1日のエイプリルフール記念の冗談ページです。ただのネタなので先に進みましょう。

●映画館にて 

条件：映画館に行って『星月夜の祈り』を見る

登場：<社会：N◎VA><社会：メディア><社会：社交界>などで10

場所：映画館のありそうな場所。ウェンズデイ・マーケットや千早シネマコンプレックスなど

◆解説：

　映画を見る息抜きのシーン。キャストの合流に使うとよい。

◆描写１：

　映画館はかなり賑わっており、ブルーベリーの新曲が流れている。並んでいるのは女性が多いが、結城あやのコアなファンもいる。

　このシーンは自由に演出させよう。意外な場所で意外なキャストが再会するのは面白いシーンになるだろう。

　映画を観たなら、情報項目『◆映画『星月夜の祈り』』を判定させること。アンジェリンもかなり感動した様子で『カブト』と共に出てくる。

アンジェ「（じーんとする）よかったわ‥‥やっぱり女性のトーキーはあああるべきよね。主演の人も、よかったわよねー。早く、北米でも公開しないかしら」

アンジェ「ああ、私パンフレットとおみやげ買ってくるわね。あら？　そちらの方、お知り合い？」

◆描写２：

　この映画はトーキョーN◎VAの様々な人物が観に来ている。キャストたちが会話を交わす背景に、オフィシャルゲストをお遊びで登場させてみよう。

　予めキャストがコネを持っているなどと関連人物を考え、描写を考えておくとよい。ちなみに、テラウェア関係人物は観に来ない。

　以下に幾つか例を示す。

▼結城あやのコアなファン代表、ご満悦の稲垣司政官

　袴姿の司政官氏が部下を従え、扇子を仰ぎながら非常に満足げな表情で出てくる。

稲垣司政官「うんうん、何度観てもあやちゅあんはいいなぁ。おまけにブルーベリーの新曲まで聞けるなんて一粒で２回美味しいとはこのことだ。これは10回は観とかないといけんな。おいお前ら、しっかり観とけよ」

行政府スタッフ「は、はい（微妙な顔で）」

▼北米代表、キース・シュナイダー

　派手めのスーツを着たどこか危なそうな集団の真ん中で、髪をかきあげて肩を竦めている男がいる。（『ストレイライト』掲載のイラストのあのポーズをしよう）

キース「Oh、Not Good. このムービー、全然イクナイでスネ～。Take Cutter。ワタシたちのステイツは、あんなにステューピッドではアーリマセーン。Take Cutter!」

▼プロ系ゲスト代表、ブロッカー社長

　ふと見ると、護衛もつけずに銀の守護者が息抜きに来ている。

ブロッカー「やあ。クライアントから感謝されて前売り券を貰ってね。おや、『カブト』君じゃないか」

ブロッカー「ふふ。災厄前から変わっていないな。こういう映画に描かれている軍や諜報機関というのは、嘘が多いんだよ。うちの若い連中も、そろそろ分かっているはずだが。‥‥そういえば、『◆星月夜作戦』や『◆“カラリエーヴァ”』は歴史上の実在の固有名詞だと言われていたな」

ブロッカー「ああ、待ってくれ。うちの受付の女の子から早速電話が掛かってきた。やれやれ、次の仕事の話だ‥‥」

▼火星人代表、カーロス

　胸を開いた色男が、帽子を被り直しながら出てくる。

カーロス「いよう、セニョリータ。いい話じゃないか。『◆モスクワ・ルール』を守ったとは、なかなか律儀なスパイたちだったな。俺が相手にしてる連中も、こんな律儀な奴らだと楽なんだがね（しばし遠くを見る）」

カーロス「ハッ！　『モスクワ・ルール』を知らないのかい。火星じゃあ常識だったぜ」

▼アヤカシ代表、アルドラ大公

　映画館の指定席にやけに照明が暗く、人が近寄らない一角がある。この映画は年齢制限があったような気がするが、漆黒のドレスを着た少女が、お付きの者を従えてちょこんと座っている。

アルドラ「モスクワか。ソヴィエト連邦時代は行きにくい国じゃったな。夜しか走らぬ夜行列車を取るのに苦労した。サンクトペテルスブルグなら、わらわも何度か行ったことがある。ロマノフ王朝時代より、美しいところじゃ」

アルドラ「そなた、ロシア正教の十字架を知っておるか。西洋世界の十字架とは異なる形をしておるのじゃ。もっともわらわには、何の効き目もなかったがな」

◆結末：

　映画館から出たらシーンエンド。

◆ノート：

　このシーンはある程度情報が集まりだし、キャストが合流したいところで行うとよいでしょう。実際のプレイでは、カップルが沢山並んでいるところをアルファ=オメガのような小さい女の子と一緒に観にいった豪の者もいました。アンジェリンが紹介され、意気投合してみんなで仲良く卵料理の店に食事に行った回もありました。

●『カブト』：父の歩んだ道

条件：『カブト』とアンジェリンが調査に赴く

登場：<社会：N◎VA>などで10

場所：新星帝都大学の付属図書館など

◆解説：

　アンジェリンとの触れあいを通し、彼女の人物像を伝えるシーン。『カブト』にスポットライトが当たる。シリアスなシーンになったら、他のキャストにはしばらく登場をご遠慮願おう。

◆描写１：

　今は少なくなった紙の本、ウェブライブラリなどと格闘し、アンジェリンは調査を続ける。

アンジェ「やっぱり、100年以上も昔の資料って探すの大変ねー。あの映画、あそこまでよく調べたわね」

　パラパラとめくる年鑑にはソヴィエト連邦の写真や歴代指導者の顔が並んでいる。その1枚に、１番最初の『●RLシーン：モスクワ・ルール』に出てきたリリン中佐も映っているのだが、彼女も、『カブト』も気付かない。

アンジェ「これ、面白い文字よね。ねえ、あなたはロシア語は分かるの？」

アンジェ「（笑いながら）失礼ね。私はコロンビア大メディア学専攻よ。ちゃんと外国語だって勉強してるんだから」

◆描写２：

　休憩することにし、彼女は自動販売機で飲み物を買ってくる。

アンジェ「ああ、私が買ってくるわ。私はコーヒーだけど‥‥『カブト』さんは何がいい？」

　彼女はふと、販売機の方からひょいと顔を覗かせると尋ねる。

アンジェ「そういえば、『カブト』さん、出身はどちらなの？」

　キャストの答えとアンジェリンの台詞を、予め考えておくとよいだろう。（キャストが日系人なら、「どこにも訛りがない」など）

アンジェ「やっぱりね！ 当たりだわ」

アンジェ「言葉よ、『カブト』さん。あなたのニューロタングには、ちょっと訛りがあるわ。私たち北米人とは少し違うアクセントがあるもの」

　（これは、彼女にも観察力があり、ニール氏と父娘であることの伏線である。）

◆描写３：

　一息ついた彼女は映画のパンフレットをめくっている。

アンジェ「はー、ロマンチックな映画よねー。女性に人気が出るわけだわ。これから、トーキーを目指す人が増えるかもね」

　映画の中では、主人公の女性ジャーナリストの父親が実は日本の内閣情報調査室の重鎮であり、中盤で驚く主人公の前に現れて助けてくれるシーンがある。そのページを見ながら、彼女はふと言う。

アンジェ「そういえば、『カブト』さんは、お父さんはいるの？」

アンジェ「そう‥‥。私のパパも、映画の中のこの人みたいな感じだったわ。いっつも仕事だって家を空けて世界中を駆け巡ってることが多かったし。結局ママとも別れちゃったし。（寂しそうに遠くを見つめて） 私が大学を卒業する時も、結局、卒業式にはパパは来てくれなかったの」

　ここは、キャストの反応に期待しよう。

アンジェ「そうよね。私もそのつもりよ。いつか私もジャーナリストとして名を上げて、パパを見返してやる。この広い世界のどこかで私を見てるパパに向かって、見せ付けてやるのよ。アンジェリンは、ここまで大きくなったんだって」

◆結末：

　図書館のひとときは過ぎていき、シーンエンド。

◆ノート：

　北米連合の見えざる盾である情報機関員、ケース・オフィサー“カーディナル”として任務のために世界を巡っていた父親は、妻と娘には本当の職業を明かすことができませんでした。

　よもや父親がスパイの国の枢機卿として世界を巡っていたとは夢にも思っていないアンジェリンは、父がその目で何を見てきたのかを確かめるために、自らもジャーナリストの道を志したのです。

　キャストから彼女を励ますような言動を引き出すことができれば、このシーンは成功です。

　彼女とニールが父娘であることを匂わす伏線は、このシーンでなくともどこかで表現できるとよいでしょう。PC1の『フェイト』がアンジェリンと年の近い女性であれば、彼女とどこか共通点をつけるのもよい考えです。（趣味が同じ、映画館で会った時に意気投合する‥‥）

●工作チームの影

条件：貴方が必要だと判断した

登場：本文参照

場所：本文参照

◆解説：

　これは特定のシーンではない。リサーチフェイズでは、軌道衛星のバックアップを受けたMID工作チームの影が、キャストの近辺に蠢く。貴方の判断で、シーンに描写を追加しよう。

◆描写１：

　舞台裏の判定で、手札交換を兼ね、RLも判定を行う。

　<社会：ストリート><社会：メディア><社会：企業><社会：警察><社会：ウェブ><社会：軍事>など。「最近ストリート活動しているフェイト」「ワーデン社で腕の立つカブト一覧」「最近活発な動きが見られるニューロ」「現在活動しているブラックハウンドの部署と要員」など、理由は適当でよい。

　スートも自由。最終達成値も言う必要はない。「ゴニョゴニョで達成値が5点上がった」などと誤魔化そう。

　ちなみに正確なルールでは、ミルトン・ブラウンは<■圧力>を加えれば+6、レーネ・ジーンが<電脳>を組み合わせれば+5が可能だ。

◆描写２：

　レーネ・ジーンが電脳意識体で、演出として“ゴーストフレーム”の能力を備えた“ドラゴンフライ”を操って登場する。

　<任意の社会>＋<電脳>＋<※発信器>、能力値6/4/4/7で達成値+9。

リアクションで誰も届かなかった場合は、誰も気付かない。（届く必要もないと伝えよう）

　カメラは切り変わり、シーンの上空。白く塗られた模型にしては大きいぐらいの無人飛行機が、カメラのズームを合わせて下界を写す。（キャストを写す。喫茶店で一休みなど、平和なところがよいだろう）

　光学迷彩が力を発し、見る間に輪郭が消えた無人偵察機は、方向を変えるとゆっくりとどこかに飛んでいく。

アンジェ「変ね。今、何かの音がしなかった？？」

◆描写３：

　人通りが多いシーン。“ゴーストフレーム”つきの“ティンパニー”である例の工作用バンが去ってゆく。

　『キャスト』が歩いていくと、どこかで車の発進の音がする。おや、人込みの向こうに‥‥黄色いものが一瞬だけ見えなかったかな？

◆描写４：

　どこかのシーンの最後に挿入せよ。“オールマイティ・アイ”の全能の瞳が、目標をN◎VAに定める。

　カメラは切り替わり、赤道直下の災厄の街から、上へ、上へ。アマテラスやヴァラスキャルヴが鎮座する静止軌道（高度約3万5千km）までは至らない、高度数百kmの低軌道上だ。

　ひとつの人工衛星がゆっくりと向きを変え、赤道直下を向く。

　その船腹には、ピラミッドの中に一つの瞳が描かれた、不気味なシンボルが描かれている‥‥

　地上にいるキャストには「なんだか、嫌な予感がするな」「誰かに見られてないか？」などと最後に演出させるとよいだろう。

◆結末：

　以上である。


●『ニューロ』：冬の女王の秘密

条件：情報項目『◆“カラリエーヴァ”の正体』を、神業によって突破する

登場：場所による

場所：『ニューロ』の自由

◆解説：

　冬の女王の正体が遂に判明するシーンである。ここは表舞台とし、『ニューロ』の見せ場である。

◆描写：

　『ニューロ』にいかなる演出で神業を使うか尋ね、ドラマチックに演出すること。他のキャストも登場し、盛り立て役になるのがよいだろう。厳かに、カラリエーヴァの正体を明かそう。

◆結末：

　キャストたちがもしも遠い過去に想いを馳せるような演出をしたならば、このシーンは満点だ。貴方の星月夜作戦を続行しよう。

◆ノート：

　実際のアクトでは、『ニューロ』のアヴァターが電脳の空を世界中に翔けていく、千早重工本社などの超高性能トロンの助けを借りる、など、様々な演出がありました。

　せっかくの見せ場です。雰囲気たっぷりに描写しましょう。

　なお、『ニューロ』のハンドアウトにある「ちょっとした迷光仕掛け」がここなのかと勘ぐったプレイヤーがいたら、それはエンディングフェイズにもうひとつ用意してあることを伝えましょう。

●RLシーン：竜の国の尖兵

条件：情報がほぼ出揃っったリサーチフェイズ後半、貴方が判断したタイミング

登場：キャストは完全不可

場所：N◎VAのどこかを疾走する、一台の大型バンの中

◆解説：

　敵ゲストを印象付け、彼らの追跡が迫っていることをプレイヤーに知らせるシーンである。このシーンは必須ではない。また、キャストの設定によって描写の調整が必要である。

◆描写１：

　以下に例を載せる。

　様々な電子機器が立ち並ぶ中で、スクリーンを前にレーネ・ジーンが滑らかな手つきでキーボードを操作し、目の前のスクリーンに幾つものウィンドウが開く。キャストの写真やデータ、どこから取ったのか上方向から取った写真が混じっている。レーネの眼鏡が光り、横からインディア・セヴンが覗いている。少し後ろではミルトン・ブラウンが腕を組んで眺めている。

レーネ「チーフ。本件の阻害となる特務警察の要員ですが、ハウンドのデータベースに侵入しました。この人物です。（『イヌ』の描写を入れよう）」

I-7「ああ、この様子だと持ってる銃は9mm弾だろう？ 拳銃弾じゃオレのボディには効かねぇ。ガトリングガンでバラバラにブチ壊してやるさ」

（これは、インディアがカブトワリ◎●であることの強調、そして<カブトワリ：トリガーハッピー>を匂わす伏線である。）

レーネ「それからターゲットが身辺警護に雇った相手ですが、この街で一番の個人警護斡旋企業、ナイトワーデン社の紹介でコンタクトしたようです。（『カブト』の描写を入れよう）かなり腕は立つようですね」

I-7「ほう、（『カブト』のハンドルを入れよう）とは、ご大層なハンドルだな！戦場じゃあこういうヤツからくたばるのさ。騎士だろうが何だろうが、どんな時でも銃弾の方が速いッてのを教えてやろうぜ」

ミルトン「例のデータを持ってN◎VAに来た若い方のターゲットの女だが、ジャーナリストだったね。では注意する必要があるかな？」

レーネ「（嘲笑って）もっとも、国防上の理由から、ジャーナリストが偶然の事故死を遂げるのは、我が国の得意技ですけどね」

レーネ「調査中の“カーディナル”が接触したらしき私立探偵ですが、特定できました。（『フェイト』の描写を入れよう）」

I-7「なんだ、こいつは‥‥」

レーネ「（眼鏡を直して）インディア。油断してはダメよ。それからサイバースペースには、ニューロの好むネクサスに自動ボットとクローラーを放って解析させています。可能性が高いのはこのエリア‥‥出ました。（『ニューロ』のアヴァターの描写を入れよう）」
◆描写２：

　後ろから見ていた工作チームのリーダー、ミルトンが言う。

ミルトン「レーネ君。現在のアセット（資産のこと）で対応可能かね。本件は完全な秘密作戦だ。ニューフォートに増援は要請できない」

　眼鏡の女性は、冷たく笑うと答えた。

レーネ「もちろん対応できます‥‥私たちには『“全能なる瞳”』の助けがあります。（スクリーンを睨んで）　こんな人間たちに、ひけはとりませんわ」

（この台詞は、彼女の正体を匂わす伏線である。）

◆結末：

　ハイウェイを疾走するバンが遠景に映り、シーンエンド。

◆ノート：

　ここは貴方の腕の見せ所です。キャストの設定を活かし、かっこいいハンドルは必ず台詞で言わせましょう。プロフェッショナル的なキャストがいればその腕を認め、マイナス的な要素（ハウンドで勤務態度が悪い、探偵気取りの小娘など）があったら、レーネとインディアに嘲笑させて笑いを取りましょう。

　臆することはありません。自分のキャストを持ち上げられたり、その個性を認知されたプレイヤーは、たいてい喜ぶものです。

●『フェイト』：引退した枢機卿

条件：情報項目『◆ニール・スミス』『◆“カーディナル”』の情報がほぼ出揃い、二人が同一人物であることに気付いた。また、『●『ニューロ』：冬の女王の秘密』は既に行われていることが望ましい。

登場：『フェイト』のみ自動登場

場所：N◎VA中央区、インペリアル・ホテルの高層ルーム

◆解説：

　情報項目『◆ニール・スミスの正体』を突破し、彼が自分の身の上を明かすシーン。『フェイト』にスポットライトが当たる。

◆描写１：

　部屋はかなり広く、ニール氏はゆったりしたガウンを着てくつろいでいる。

ニール「よく来てくれた。さあ、掛けてくれたまえ。どうだね、調査の方は」

ニール「カーディナル？　‥‥何を言っているのか、よく分からないね」

◆描写２：

　『フェイト』がいかなる演出で神業を使うのか、描写をさせよう。ここは見せ場だ。その後、ニールは全てを認める。

ニール「‥‥なるほど。君は期待通り――いや、期待以上の人間だ。この街へ来て、君を探し、君に依頼して良かったよ」

ニール「どうして分かったのだね。（キャストに答えさせ、納得すると）

‥‥そうか。私も年を取ったようだな」

ニール「（静かに息を吐いて）‥‥君の推理通りだ。私は“ラングレー”にいた。ラングレーの森の奥で知略を巡らし、世界中を巡ってきたよ。私の住んでいたスパイの国では、“カーディナル”の名を知る者は、敵にも味方にもいた」

ニール「ふふ。スパイの国で王になれるのは美しい王子ではない。周囲に完璧に溶け込むことのできる、灰色の男こそが本当の王なのだよ」

　彼は旧CIAとも現在のMIDとも誰とも関係しないことを伝えよう。

ニール「ああ、私は丸腰だ。本物のケース・オフィサーは撃ちあいなどしない。この仕事はどの勢力とも誰とも関係ない。最後の仕事を終えられなかったのがどうしても心残りでね。それで君には、こんな年寄りの最後の仕事に付き合ってもらったわけだ。済まなかったね。こんな依頼人では、さぞかし迷惑だろう」

“カラリエーヴァ”の正体について語った場合は：

ニール「（驚きを見せて）そうか、そうだったのか‥‥。冬の女王の名には世界のあちこちで何度も出会った。そのたびに、その本質を突き止められずにいたよ。すべて説明がつく。そうか、人工衛星だったのか‥‥。ありがとう。よく調べてくれた」

ニール「遥かな過去の時代から、冬の女王は我らの頭上の空にずっと眠っていたのか。

時の流れは残酷だな。女王が目覚めても、この星は大きく変わってしまった。女王の祖国はもう、この世界にはないのだから」

ニール「もちろん、使おうなどと大それた考えはない。私はただ、真実を突き止めたかっただけなのだ。そうか――では、女王には、いつまでも眠っておいてもらうべきだと私は思う」

退職の経緯を聞かれたら：

ニール「私も年だ。時の移り変わりには勝てなかったよ。馴染みの連中には、引き止められたのだがね。私はどうも、あの新しい大統領の作る新しい北米に、馴染めなくてね」

◆描写３：

　キャストがうまいこと、娘の話に持っていったら、彼にその話を匂わせよう。

ニール「（眉を上げて）そんなことまで調べたのかね。やれやれ、本職顔負けだな。

‥‥そうだ。もう別れたが、妻との間に娘が一人いたよ。成人して、今はジャーナリストをやっている。

私は娘の手本に相応しい父親ではなかった。‥‥皮肉なものだ。ジャーナリストは、私の本当の職業を隠すための仮面でしかなかったのだがね」

◆描写４：

　気が利くキャストがもし、アンジェリンがこの街にいることを伝えると、彼は最初は怪しむが、やがて理解する。

ニール「待ってくれたまえ。本当に、アンジェリン・エヴァーグリーンという人物が、この街に来ているのだね？」

ニール「（だんだん心配になって）確認させてくれたまえ。名前の綴りは。あー、天使のエンジェル(Angel)に、I と N でアンジェリン(Angelin)ではないかね。

（慌てて）外見は。大学を出たばかりの若い娘ではないかね。そう、背はこれぐらいで、髪はそう、ブロンドで‥‥このぐらいに短くしているはずだ」

ニール「（首を振って）なんということだ‥‥。あの子がN◎VAに来ていたのか‥‥。これも偶然か、それとも神が私を罰したのか」

◆描写５：

　もしも『フェイト』役にこの物語に最適なキャストが選定されており、キャストがベストな動き方をしてくれたら、あなたは娘さんに会いにいって話をしてあげるべきだ、などと言ってくれるかもしれない。

　冷静なスパイの国の枢機卿の仮面は剥がれ落ち、彼は父親の素顔を見せる。もしも『フェイト』が若年のキャストで、オープニングで完全にニール氏に敵わない様子を見せていたら、立場が逆転する。

ニール「（どこかそわそわして）ああ、そうだな‥‥会いには行こう。それは分かる。今からその災厄記念館に行くのかね？　いや、それは分かるが、待ってくれたまえ。国でもずっと会っていなかったのだ。その、私にも心の準備というものが‥‥」

ニール「（首を振って）『フェイト』君。ああ、その――私はあの子に、どんな顔をして会ってやればいいのか、分からないのだ」

◆結末：

　二人の会話が終わったらシーンエンド。以降、イベントシーン『●『カブト』：世界の平和と安定を願う勢力』、『●RLシーン：完璧なエクストラクション』、『●クレムリンに響く鐘』が連続して発生する。

◆ノート：

　実際のプレイでは、アンジェリンと年の近い若いキャスト、女性のキャストが『フェイト』役だった場合が最も似合いました。謎めいた“カーディナル”にも娘の身を案じる父親の素顔があることを演出し、キャストには励ます、あるいはたしなめてもらいましょう。
●休憩時間：コーヒー・ブレイク

条件：休憩時間に、あなたがアクトのことを振り返る余裕ができた

登場：アクトの中の登場人物は、不可

場所：現実世界

◆解説：

　ここはシーンの解説ではありません。

　人間の集中力には限界があります。本シナリオを用いたアクトでも、適宜休憩を入れましょう。オープニング終了時点で１回。ここから先の連続イベントの後、クライマックスに入る辺りで１回。リサーチフェイズ途中でも適宜取るとよいでしょう。

　情報が多く迷っているようなら、表舞台ではなくプレイヤーレベルで話し合わせ、貴方が合いの手をいれ、情報を整理させるとよいでしょう。

　休憩中はルーラーも休憩しましょう。一息つけたら、貴方の星月夜作戦がどんな風に進んできたか、アクト全体を振り返ってみましょう。

★護衛相手のアンジェリン・エヴァーグリーンは『カブト』に好感を持って受け入れられたでしょうか？

★父の後を追いジャーナリストの道を志した彼女に、キャストたちは影ながら応援してやろうという気になったでしょうか？

★依頼人のニール・スミス氏は謎めいた渋い壮年男性として印象付けられ、『フェイト』は好感を持って、彼のために女王の謎を追う気になったでしょうか？

★新しい北米に馴染めずに引退した枢機卿の本当の話を聞き、キャストは共感したでしょうか？

★任務のために本当の職業を妻子に明かせなかったニールもまた父親であり、その娘を想う気持ちに気付き、後押ししてあげようという気になったでしょうか？

★“カラリエーヴァ”の秘密がおごそかに明かされたとき、場は盛り上がりましたか？　『ニューロ』は満足していますか？

★母なるロシアの最後の希望と共にこの人工衛星が打ち上げられ、また眠りについた時。ロシアの人々は、そして東西冷戦時代の世界の人々は、どんな気持ちだったのか。災厄前の世界はどうなっていたのか。そんな百年以上の遠い過去に、想いを馳せるような演出は出てきましたか？

★映画『星月夜の祈り』をみんなで観にいくシーンは盛り上がりましたか？　映画の中に偶然隠された真実に、事実は小説よりも奇なり、そんな演出は出てきましたか？　貴方がおまけで出したオフィシャルゲストは受けましたか？

★ミルトン・ブラウン、レーネ・ジーン、インディア・セヴンの３名は印象づけられましたか？　彼らの残りスタイルやブランチが何なのか、レーネはアヤカシなんじゃないか、そんな話でプレイヤーたちは盛り上がりましたか？

★序盤からあからさまに怪しい愉快なMIDチームは、倒すべき敵として認識されましたか？　『イヌ』は彼らとの対決の予感をモチベーションとして動いていますか？

★不気味な偵察衛星、無人偵察機、「準」軍事作戦の予感。どこか現実のアメリカと通ずる要素を持つ工作チームの影に、プレイヤーは笑ったり、怯えたり、アクト中にキャストを成長させようか考え出したり、わくわくしたりしていますか？

★洋画、冒険小説、スパイ物、情報機関、ロシアや北米、軍事、そして何より宇宙。これらのどれかが好きそうなプレイヤーがアクトに参加していたら、アクトが進むにつれ興奮して彼らの目の色は変わってきましたか？

　以上のうち幾つかが達成されていれば、勝利は貴方の元にあります。自信を持って成功を幻視し、冬の女王の物語を完遂しましょう。

◆結末：

　さあ、貴方の星月夜作戦を続行しましょう！

●『カブト』：世界の平和と安定を願う勢力

条件：『●『フェイト』：引退した枢機卿』の後

登場：『カブト』のみ自動登場、他のキャストはシーン終了時に登場可能

場所：ウェンズデイ・マーケット、平和なファミリーレストラン“パピーズ”のパラソルのついた屋外席

◆解説：

　ミルトン・ブラウンが『カブト』とアンジェリンの元を脅迫を兼ねて様子見に訪れる。彼を改めて不愉快な敵と認識させ、対決への予感を増大させるのが目的である。

◆描写１：

　一方その頃‥‥平和なウェンズデイ・マーケット。回りはいつものように人々が行き交っている。『カブト』とアンジェリンが飲み物でも頼んで丸テーブルで一休みしていると、あたかも友人でもあるかのように何気ない動作で、いつのまにか向かい側の席につく人物がいる。黒いスーツ、金髪の男だ。彼は確実な自信を持ち、ゆっくりと喋る。

　以下のやりとりは例のひとつだ。『カブト』には、その中で演出をさせよう。

◆描写２：

ミルトン「さて、ミス・エヴァーグリーン。連れの方はそう‥‥たしか『(カブトの名前を入れよう)』でしたな。失礼、私はこういうものです。（外交官のカードを見せる）。エヴァーグリーン嬢に少々依頼したいことがあります」

アンジェ「（びっくりして対応できずに）えっ‥‥‥‥」

ミルトン「貴方は現在、幾つかの言葉が指すものを追い求めている。『“カラリエーヴァ”』、『“マースカ・ディカーブリ”』、そして貴方の元には『“カリリオーン・クラスタ”』がある。求めるものは全て――そう、ロシアに繋がる。宜しいですね？」

アンジェ「どうして知ってるのよ‥‥？　あなた、誰なの？」

ミルトン「それは重要ではない。“世界の平和と安定を祈っている勢力”、とでも言っておきましょうか。ぜひそれらを諦め、北米に帰国していただきたい」

アンジェ「（ハンドバッグを押さえて）あなたたちも、これを狙ってるのね！？」

ミルトン「（『カブト』に向きを変えて） ナイトワーデン社で教わりませんでしたかな？　危険を侵し、大きな騒ぎ自分や護衛相手が傷つくより、危険自体が起こらないほうがよいと。即ち、本当のプロは危険自体を避けて行動するものです。あなたもミス・エヴァーグリーンが無事でいた方がよいでしょう？」

（この台詞は、『カブト』がどんな種類のキャストかに合わせて変えるとよいだろう。また、『カブト』のプロ度合いによって以下を教えよう。ミルトンの絶対の自信には裏づけがある。一人ではなくバックアップがおり、奥の手を用意しているはずだ。――例えばこの人込みの中のどこかに、狙撃手が配置されているかもしれない、といったような。）

ミルトン「アンジェ。貴方もメディア学専攻だ。世界で起こる戦争で人々がどうなっていったか分かるでしょう。この先、貴方にどんな危険が起こるか保証できません。貴方が偶然、自動車事故に会ったり‥‥貴方の行動が監視されたり‥‥貴方の家族やコロンビア大の友人が、危険にさらされるかもしれない」

アンジェ「（恐れを見せて『カブト』の方に寄って）私をアンジェって呼ばないで！ どうして私のことを知っているのよっ！」

ミルトン「（薄く笑って）我々は貴方のことは何でも知っている。これが私の属している勢力の力です。そう――私の属している勢力の」

◆描写３：

　彼の脅迫は様子見である。アンジェリンは恐れはするものの受け入れはしないし、恐らく『カブト』も承諾しないだろう。しばらくすると、ミルトンは席を立つ。

ミルトン「ははは、そう怯えることはない。失礼、今のは冗談です。我々の勢力では、大統領令で暗殺は禁止されておりましてね。そのような暴力的な手段は、もう滅多に用いられません。映画か何かの見すぎのようだ」

ミルトン「ではまた。２度と会わないのが一番なのですがね」

アンジェ「出てって！　私たちの前から消えなさい！」

　アンジェリンは強がるが弱気になり、肩を震わせて『カブト』に救いを求める。

アンジェ「『カブト』さん‥‥何なの、あの人‥‥」

　行き交う人々の姿がミルトンの後ろ姿を一瞬遮ると‥‥次の瞬間、世界の平和と安定を祈っている勢力の男は、かき消すように消えている。

（これは、彼にカゲが入っていることの伏線である。）

　以降は、『カブト』とアンジェリンに会話させるなり、他のキャストが登場するなり、自由だ。

◆描写４：

　シーン終了前に、以下の描写を入れよう。

　高倍率の狙撃スコープの中に、キャストたちの姿が映っている。路肩の目立たないところに止まっているバン。窓が僅かに開き、狙撃ライフルでインディア・セヴンが狙いをつけていたのだ。

　ミルトンがバンに後ろから入ってくると、インディアは狙撃姿勢を解き、大きな対物ライフル（メテオストライク相当）を車内に下ろす。

I-7「（振り返って）撃たなくていいんですか、ボス。あそこで仕留めることもできたのに。50口径で撃ち込めば、相手が義体でも一撃で殺れます。どうせなら『イヌ』野郎も見つけて一緒に仕留めちまいませんか」

ミルトン「やめておけ。この雑踏の中では、騒ぎが広がりすぎる。

それにあのボディガードだが、プロだ。銃弾を防ぐくらいのことはやってのけるだろう」

　ニューフォートから来た男は、ぞっとするような笑みを浮かべる。

ミルトン「それより、作戦を次の段階へ進める。我らが親愛なる枢機卿猊下を、確保するとしよう」

　黄色いひよこの絵で偽装されたバンは光学迷彩を起動させ、どこかへと走り去ってゆく‥‥

◆結末：

　枢機卿と書いてルビを“カーディナル”と振る。さあ、次のシーンへ進もう。

◆ノート：

　レストラン“パピーズ”は、Revolution時代のCDドラマ『ナイフ・エッジ』で、里見隼人くんが犯人を待ち伏せる店です。必要に応じてアンジェに弱みを見せさせ、『カブト』からの励ましの言動を引き出してもよいでしょう。

●RLシーン：完璧なエクストラクション

条件：『●『カブト』：世界の平和と安定を願う勢力』の後

登場：キャストは完全不可

場所：N◎VA中央区、インペリアル・ホテル前の道路

◆解説：

　ニール氏が敵の手に落ちることを描くシーンである。ここまででキャストとプレイヤーたちが引退した枢機卿に好意を抱いていれば、敵ゲストに対する反感をさらに盛り立てることができる。

◆描写１：

　ニール氏、本名クリス・エヴァーグリーンがちらりと左右に目をやりながらホテルを出てくる。キャストと約束していれば、災厄記念館に赴くつもりだ。世界を巡り、どんな時も沈着だった老練な元スパイも、娘が関わっているとなるとやや焦りが出たのか、やや足早に道路を歩き始める。

　後ろから猛スピードで近づいてくる車のエンジン音がする。彼が振り返った瞬間、《不可知》を発動。使用するのはインディア・セヴンだ。

　光学迷彩を解いたバンがブレーキの悲鳴をあげ、真横に急停車。横開きのドアが開き、モノアイの大男が太い腕でニールをさっと中に引き込む。

　眼鏡の女がさっとドアを閉め、タイヤをきしませるとバンは急発進。黄色いひよこくんの広告は見る間に見えなくなり、輪郭がおぼろげになったバンは急加速してどこかへ走り去る。

　道を歩いている通行人は、あまりの速さに何が起こったのかまったく理解できない。バンが走り去ってからやっと気付く。

通行人の子供「ママー、いま、ひよこくんが見えたよ？」

通行人の母親「あら、何も見えなかったけど‥‥？？」

◆描写２：

　大型バンの中。前でプラスチック手錠をかけられて拘束されたニール氏はようやく目隠しを外され、暗い車内を見渡す。後ろからサイボーグの剛力で押さえつけるインディア、眼鏡を直しトロンを操作しているレーネ。ジーン、そして、前方の運転席の方から、ミルトンが近づいてくる。

ミルトン「（大仰に腕を広げて）ようやくお目にかかることができました。高名なるミスタ・カーディナル。世界の影に広がる、スパイの国の偉大なる枢機卿猊下。かくて、我らはここに――邂逅を――果たす」

ニール「（手錠に抵抗して）お、お前たちはっ‥‥」

ミルトン「本国からここまで、ずいぶん掛かりましたよ。引退したとはいえ、あなたの痕跡の消し方はほとんど完璧だった。ほとんど何も残っていなかった。ですが最後には、我々が勝った。そう――最後には――我々が勝つのです」（語尾を繰り返すのを強調しよう）

ニール「誰かと聞いても、答えそうにはないな‥‥」

ミルトン「そう。さしずめ我々は、枢機卿を付け狙う、竜の神を崇める異国の異教徒とでも、言っておきましょうか」

ニール「その異教徒が、私に何の用だというのだ‥‥」

ミルトン「さて、枢機卿猊下」

　黙示録の竜の尖兵は、腰の後ろから見事な戦闘用ナイフを取り出すと、もてあそぶように刃先をなぞる。

ミルトン「閣下が本件に興味を持たれておりましてね。そう――我らが――プレジデント閣下が」

◆結末：

シーンエンド、一気に次へ。

◆ノート：

　キャストたとの活躍でようやく父と娘の確執が晴れ、二人が再会できそう‥‥というところで、この完璧なエクストラクションでニール氏が敵の手に落ちてしまうことを、このシナリオの記述では想定しています。

　もしもキャストとプレイヤーの連携が完璧であれば、互いに連絡を取り合い、先に父娘が合流してしまいそうになるかもしれません。そうならないように力を尽くしてください。「電話が偶然通じなかった」「『カブト』に連絡をとってもいいけど、それは次のシーンでお願いしますね」などなど。

　どうしても阻止できなかった場合は、恐らく災厄記念館で、ニールとアンジェリンは再会を喜び合います。多少描写を変更する必要が出てきます。

　いずれにせよ、偵察衛星から足取りを追っていたMID工作チームの愉快な面々は、冬の女王との通信手段の強奪のために、交通渋滞（N◎VAの道路は北米より混んでいるのです）で少し遅れながらも、結局は災厄記念館にやってきます。

●クレムリンに響く鐘

条件：『●RLシーン：完璧なエクストラクション』の後、最終イベント

登場：全員が自動登場

場所：レッドエリア、ハザード・メモリアル・パークの中の一角にある災厄記念館の中。問題なければ時刻は夜。館内の電子的セキュリティレートは10である。

◆解説：

　キャストが合流し、『“マースカ・ディカーブリ”』の正体が判明、遂に女王との交信が可能になるシーン。問題なければ夜にする。後半部分は『ニューロ』にスポットライトが当たる。

◆描写１：

　遠くに中央区のネオンが輝き、訪れる者もいないメモリアルパークはしんとしている。災厄記念館には案内用ドロイドのほかには誰もおらず、賑わっていない。現在を生きるのに忙しいニューロエイジの人々は、誰も過去のことには興味を抱いていないようだ。

　アンジェリンに父のことを話すかは、自由だ。このシーンには全員が集合し、会話を交わしてもらおう。

◆描写２：

　ロシア展示ブースには初期型ゴエルロに始まって、様々な展示がある。ソヴィエト連邦の国旗、歴代指導者の写真に国家組織。米ソの宇宙競争の歴史、本物のスプートニクやアポロ計画の模型、初めて宇宙に飛び立ったライカ犬のぬいぐるみ。災厄前のクレムリンの輝く宮殿の図が浮かび上がっている。

アンジェ「この“カリリオーン・クラスタ”が、鍵なのね。『カブト』さんがそう言うならいいわ。『ニューロ』さん、お願い。あなたの力で、12月の仮面の謎を解いて、女王への道を開いて」

　さあ、電脳空間にフリップしよう。

◆描写３：

　ウェブサイドへフロップ。

イントロンした『ニューロ』が眺めると、クレムリン宮殿の構造物が目の前に広がっている。通り過ぎた時に前にも見たことのある、ただの背景情報だ。立ち並ぶ20の尖塔も赤いレンガの壁も、ただの視覚情報でしかないはずだった。

　だが、『“カリリオーン・クラスタ”』を持っていれば、ここで変化が生じる。視覚情報のないシグナルを受け、データ集合体が自らを解凍していく。単純な黒い四角形のアイコンが一千の欠片に砕かれ、ばらばらに散っていく。

　見る間にデータブロックは再構築され、見事な鐘の視覚イメージを持つアヴァターへと変ずる。荘厳な音色が、論理的に無限長の高さを持つ電子の空に響き渡っていく。からーん、からーん、からーん‥‥

　セキュリティレート22の両扉の門が自動的に開き、中の扉が次々へと開き、初めての来客を招き入れる。

（ここで『ニューロ』のアヴァターの外見を聞き、それに合わせて演出させよう。）

　赤の広場とスパスカヤ塔の時計を後に、寺院広場の鐘が一斉に鳴り出す中を、広大なる無人の宮殿の中へ。誰もいない舞踏会の大広間と執務室、ロシア帝政時代からの様々な人物の肖像画の並ぶ廊下を抜け、奥へ、奥へ。

　一番奥の秘密の宝物庫の扉がひとりでに開くと、中は天井がガラス張り。電子の虚空を飛び交う光のストリームが、星空のように輝いている。

幾つもの宝物の奥に、紫のびろうどが掛かった台座の上に仮面が置いてある。

（視覚イメージは『オペラ座の怪人』に登場するような、目だけを覆う仮面だ。）

　台座にはロシア語でメッセージが刻んである。

『マースカ・ディカーブリ（12月の仮面）ここに眠る　我らの祖国の思い出よ永遠ならんことを』

　これが、光の海で囁かれ続けてきたアーバン・レジェンドの正体だ。『ニューロ』に演出させ、その手に取らせよう。

　おめでとう。君は、電脳空間上では決して認識することのできない眠れる女王、災厄前の人工衛星との通信手段を、災厄後の第三者としては初めて手に入れたのだ。

◆結末：

　現実世界で待っているキャストたちは、スクリーンから見守っているような感じにすると良いだろう。

　そして‥‥現実世界ではしばらくしてヴィークルの音が外で響く。クライマックスフェイズへ移行せよ。

====================================================

■クライマックスフェイズ

「お前たちは‥‥スパイの誇りを、忘れてしまったのか！」

――“カーディナル”

●竜王の尖兵たち

条件：『“マースカ・ディカーブリ”』プログラム本体を入手後、アンジェリンと一緒に全員で災厄記念館の外に出ること

登場：全員自動

場所：夜のハザード・メモリアル・パーク

◆解説：

　MID工作チームとの全面対決の前の一幕を描写するシーンである。

◆描写１：

　まずミルトン・ブラウンが《完全偽装》を使用。今夜のメモリアル・パークのセキュリティ記録は全て改竄され、これから起こることは何もかもが一切記録に残らない。ゲスト全員が携帯判定を突破する。キャスト側も突破できる。（これは、ウォーカーなど得物が大きいキャストの活躍を確保するためである。）

　シーン背景に平和なひよこが描かれた大型バンが止まっている。

　ダークスーツ姿のミルトン・ブラウンが立ち、その脇に控えて手元のトロンを操作しているレーネ・ジーン。

　そして、完全武装の迷彩戦闘服の巨漢、インディア・セヴンが別エンゲージに。左手で拘束されたニールを押さえ、右手には生身の人間では持てないような大きなガトリングガン。電子スコープとスマートガンリンクのコードが伸びている。軍装備満載のバックパックからは、何故かアンテナが上方に伸びている。周囲からはMID特殊活動部隊（カゲトループ20人相当）が近付いてくる。

　詳しい話をしていなければ、目の前で起こっている異常な状況にアンジェリンは目を見張る。

アンジェ「うそ‥‥。パパ、パパなの？　ど、どうして、どうしてパパがここにいるのよ‥‥」

ニール「くっ、やはりアンジェ、お前だったのか‥‥」

　ここでニールには、心底悔しそうな顔をさせよう。

ニール「『フェイト』君。私のことはいい。早く逃げろ。（ミルトンたちを振り返って）彼らはプロだ。必要な時、ためらいなく人を殺す。（『カブト』の方を見て） 頼む。その子を連れて、早く逃げてくれ！」

アンジェ「イヤよ！ パパ、どうして、どうしてこんなことに‥‥『カブト』さん、これは‥‥」

　一般人であるアンジェリンはこの状況に対応できない。キャストの反応に期待しよう。

ミルトン「なるほど。感動のご対面と言うわけですな。一応尋ねておきますが――取引する気はありませんか？　我々が欲しいのはその『マースカ・ディカーブリ』プログラムだ。その上で、本件から一切手を引けば、今後一切の危害は加えず、監視もしない。

　それとも‥‥高名なる枢機卿猊下には、ここで死んでいただきますか」

　こうは言っているが、ミルトンは取引するまったく気がなさそうだ。特に、インディア・セヴンは、準軍事作戦を始めたくてウズウズしている。特に『イヌ』を狙いたくてたまらないようだ。

◆描写２：

　ここからしばらくは会話の応酬となる。言いたい台詞があれば、キャストにどんどん言わせよう。

　『イヌ』の《制裁》は、ここでミルトンの《買収》を打ち消して外交官IDの化けの皮を剥ぐか、トループを退場させるのを想定している。もちろん、戦闘後に逮捕するなど、別の方法でもよい。

　《買収》を打ち消すなら演出させ、プレイヤーに改めて伝えよう。やァみんな、この人たちは外交官ではなくて、秘密作戦中の情報機関の悪い人たちだったよ！

　アストラルに近しいキャストには、レーネ・ジーンから、そして何故かミルトン・ブラウンからも、不吉な感じがするのを伝えてよい。情報項目『◆ミルトン・ブラウン』の記述だ。

　以下に台詞の例を幾つか載せる。

暗殺はしないはずではないか、と質問、あるいはアンジェに言わせる：

アンジェ「（元気を取り戻していたら）そうよ！　だいたいあなたさっき、暗殺なんてしないって言ったじゃないの！」

ミルトン「ああそうそう、言い忘れていました。暗殺は大統領令によって禁じられているといいましたが‥‥その命令を出したのは20世紀の大統領でしてね。

　わたくしどものプレジデント閣下は、治安維持活動に非常に寛大なお方でしてね。そう――非常に――寛大だ」

“カラリエーヴァ”を使うつもりか？：

ミルトン「もちろん。使える資産は全て使うのが我が国のやり方だ。なに、２、３回試しに地上に射爆してみれば精度も分かるでしょう。なんなら、この街に落としてみますか。私も感じておりましてね――この街には人が多すぎると」

ニール（本名はクリスだ）とアンジェも北米人だが、殺すのか？：

ミルトン「おや？　我々は国家のために仕えているのですよ。数人の人間と、数千万の国家人民、どちらがより重要ですか？　単純な計算だ。実に合理的ですよ」

貴方が言ってほしいと思った台詞を、キャストが言ってくれたら：

　手を縛られているニールが、静かに口を開く。

ニール「‥‥その若者の言う通りだ。

　我々の戦いは決してメディアには公表されない。だがその秘密の戦いの中で、我々は国家の内なる敵、外なる敵と戦ってきた。

　北米もロシアも、旧世界のソ連やアメリカの情報部員たちも、同じ気持ちだったはずだ。

　ミルトンと言ったな。お前たちは堕落している。お前たちは、“モスクワ・ルール”を、忘れてしまったのかっ！」

　ミルトンは軽蔑しきった表情で、薄笑いを浮かべる。

ミルトン「やれやれ、何を言い出すかと思えば。（憎憎しげに）ミスタ・カーディナル。あなたのような人間を老害と言うんですよ。

　ラングレーはもはやなく、我らはニューフォートの元に生まれ変わった。大統領閣下の作る輝かしい未来こそが、北米連合の進むべき道なのだ！」

◆描写３：

　しばらくすると、黙示録の竜の手先は言う。

ミルトン「もういい。“カーディナル”は放してやれ。全員を殺しても、脳を回収すれば同じだ。インディア！　プランBの時間だ。存分にやれ」

I-7「（心底嬉しそうに）アイサー！　ボス、その言葉を待ってましたぜ！」

　電子スコープとインディアの目のモノアイに不吉な光が灯り、ガトリングガンの銃身が回転を始める。

アンジェ「パパ‥‥？」

ニール「アンジェ‥‥」

　解放されたニールは、後ろを怪しみながらよろよろと歩いてくる。アンジェリンが駆け寄ろうとし‥‥父の真後ろで、ミルトンがゆっくりと高速振動ナイフを抜く。その刀身の輪郭が揺らぎ始める。

ミルトン「さて‥‥私がどうして“セパレーター”と呼ばれているか、教えて差し上げましょう」

　ミルトンの《不可知》の発動を宣言せよ。使用するのはスティング＋インヴィジブル・エッジ相当の高速振動ナイフ。　<運動>＋<白兵>＋<※死点撃ち>＋<※葉隠れ>、能力値8/1/6/6で達成値+2、14以上が出れば成功だ。目標はニール、アーマー無視斬10スタート。可能なら10か絵札を出し20点とせよ。[20：脊髄損傷]で即座に[仮死]、娘の前で、引退した枢機卿の首が後ろから真一文字に刎ねられる。プレイヤーにはここで、“セパレーター”の語源を教えよう。

　ここは『カブト』の《難攻不落》を想定している。そのキャストなりのドラマチックな方法で防いでもらおう。場が盛り上がったら必ず、ミルトンには相手の腕を認める演出をさせよう。

ミルトン「（敏捷に飛び退ってナイフを油断なく構え直し、微笑むと）ほう‥‥！ これを防ぎましたか‥‥！」

I-7「行くぞ！ オレには“眼”がもうひとつある。どんなに隠れても無駄だっ！」

レーネ「（眼鏡を直して）北米連合の技術力、あなたたち人間には破れないわよ」

◆結末：

　アンジェが父親の元に駆け寄るかキャストが助けてくれ、キャスト陣がそれぞれの戦いの準備をしたら、カット進行に移行せよ。アンジェとニールの父娘は扱い上は背景に引っ込み、戦闘には参加せず影響を受けない。（シーン全体攻撃は例外だ。）

　レーネ・ジーンの少し前にミルトン・ブラウン、離れたところでフルオート射撃の構えに入るインディア・セヴン、トループ、いずれも別エンゲージだ。彼我の距離は基本は中距離、会話の応酬が続いたりしたら近距離にいてもよい。

●準軍事作戦の結末

条件：『●竜王の尖兵たち』：の後

登場：全員が自動登場

場所：メモリアル・パーク

◆解説：

　戦闘シーンである。

◆描写１：

　クライマックス戦闘である。ここはキャスト全員の見せ場だ。

圧力拳法で自ら攻撃してくるミルトンからにじみ出る強大な国家組織の影と、竜の血による超自然の不気味さを。無人機や謎の円盤、電脳戦を駆使するレーネ・ジーンの科学力と、彼女の本質もまた超自然であることを。衛星とリンクした射撃戦を仕掛けてくるインディア・セヴンの物理的に分かりやすいパワーを強調しよう。

　そして、キャストの神業やコンボ、面白い演出には大いに反応して、場を盛り上げよう。

◆描写２：

　戦闘終了後、恐らく工作チームの面々は全滅するだろう。（ハウンドの面々が駆けつけて逮捕するような終わり方でもよい。）

　貴方が適切だと思ったら、最後に以下の描写を付け加えよう。

　メモリアルパークは大変なことになったが、夜の公園は静けさを取り戻した。隅田川の向こう、はるか遠くには、N◎VA中央区のアーコロジー群の夜景とネオンが輝いている。

　アーコロジー群の横を、一隻の広告用飛行船がゆっくりと飛んでいる。取り付けられたホロスクリーンの中では、海の向こうの北米連合のニュースが流れている。

　映像の中では‥‥ヘルメスのインタビュアーに、北米連合大統領ケント・ブルースが、にこやかに応対していた。

◆ノート：

　実際のアクトでは、度重なるフルオート射撃に芝生や木々が滅茶苦茶になる、ウォーカーが飛び出してきて大乱戦になる、背景に嵐が起こる、銃弾や接近戦武器や魔術その他諸々が飛び交う、霊能少女が降霊させた某ソ連情報将校が台詞を言い始めるなどなどなど、とにかくシーンの背景が大変なことになるのがほとんどでした。

　インディアは死ねば義体の部品が吹っ飛び、巨体が倒れます。レーネは物理的な傷を負えば肌の下に鱗のようなものが見えるかもしれません。血は緑色をしています。ミルトンも、何故か血に赤と緑が混じっています。（アンジェたちは、新種のナノマシンか何かかと無理やり納得します。）

　逮捕されるような終わり方であれば、房総南国際空港でアンジェたちが感動の別れを演じるシーンの背景で、包帯ぐるぐる巻きのミルトンたちが北米に逃げ帰るようなコミカルな終わり方もありました。

　戦闘が終了して一息ついたら、場全体を見渡してみましょう。戦闘は盛り上がりましたか？　敵ゲストは印象づけられましたか？　カット進行が長引き、必ずしもキャストが苦戦したかどうかは重要ではありません。ゲストが印象に残り、キャストがそれを認めるような言動を見せていれば、貴方の勝利です。

　さあ、必要なら休憩を取り、作戦完遂に向けて終幕へ向かいましょう。

====================================================

■エンディングフェイズ

「同志少尉。もしも“女王”がもう一度目覚めることがあったら‥‥その頃、この地球は、どんな世界に変わっているのだろうな」

――リリン中佐

●父と娘の再会

条件：クライマックスが終了、戦闘が終結した

登場：全員が自動登場

場所：夜のメモリアル・パーク

◆解説：

　戦闘終了後にほっと一息つき、父と娘が感動の再会を果たす様を描写するシーンである。

◆描写１：

　メモリアルパークは大変なことになったが、ようやく静けさが戻った。アンジェリンはようやく、疎遠だった父の元へと歩み寄る。ここは感動的に描写しよう。

アンジェ「パパ、パパなのね‥‥どうしてここにいるのよ。それにどうして、どうして‥‥」

ニール「すまない、アンジェリン。お前にだけは言うまいと思っていた」

アンジェ「だってパパ、いつも出かけていたし、ママにも私にも、仕事のことも何にも教えてくれなかったし‥‥」

ニール「アンジェ。お前にだけは、私の住んでいた世界とは無縁の、争いとは無縁の人生を歩んで欲しかったんだよ。（首を振って）　まさかお前が私に習って、ジャーナリストの道を歩むとはな」

アンジェ「パパ‥‥」

ニール「‥‥本当は、お前が大学を出る時、卒業式にも行ったんだ。だが私は、お前に会って、本当のことを話す勇気がなかった。だから‥‥遠くから見ていたんだ」

アンジェ「もう‥‥パパの馬鹿」

　感極まったアンジェリンは涙を流すと、父の胸で泣き始める。

　ここでどうするかは、キャストに任せよう。

　しばらくすると二人は落ち着き、『カブト』らに涙を見られたことに気付いたアンジェははっとして慌てて涙を拭い、鼻をかんで、取り繕う。

アンジェ「（決まり悪そうに）ご、ごめんなさい、『カブト』さん。そ、その‥‥見苦しいところを見せたわね」

ニール「『フェイト』君。申し訳ないことをした。ここまで迷惑を掛けてしまうことになってしまうとはな」

◆描写２：

　冬の女王との交信手段は、この地球上で唯一、キャストたちの元にある。“カラリエーヴァ”をどうするのか、決めさせよう。

ニール「確かに依頼人は私だが、『フェイト』君、これは君たちが決めるべきだと思う」

アンジェ「こんな話、気安く記事にするわけにもいかないものね。それに、冬の女王の探索が成し遂げられたのは、『ニューロ』さんのお陰だわ。だから、第一発見者に権利があると思うの」

◆結末：

　これはイベントシーンとして用意されていることを伝え、指針が決まったら次シーンへ進もう。


●もうひとつの星月夜作戦

条件：『●父と娘の再会』の後、“カラリエーヴァ”をどうするのかが決まった。あるいは『ニューロ』の個別エンディングの扱いでも可

登場：全員自動

場所：自由。主に電脳空間、軌道リージョン

◆解説：

　トレーラーに込められた「もうひとつの星月夜作戦」のすべてが明らかになるシーン。『ニューロ』にスポットライトが当たる。

◆描写：

　『ニューロ』にいかなる演出で人工衛星“カラリエーヴァ”と交信するのかを考えさせ、ドラマチックに演出しよう。他のキャストは盛り立て役になるのがよいだろう。軌道へのストレイライト・ランを経て、星月夜作戦はここに完結するのだ。

　交信には以下の手順を踏むか、神業を使えば全ての手順を飛び越えて好きなことが可能である。必要なら、アンジェリンが《ファイト》を使おう。

▼フェイズ１：<電脳>判定に成功

　“マースカ・ディカーブリ”のインストール。白い仮面の視覚イメージを取ったプログラムは一旦その姿を分解し、『ニューロ』のトロンの中にアプリケーションとして収まる。これでトロンが通信サーバーになった。

▼フェイズ２：<電脳>か<売買>、もしくは他の手段で15

　衛星と電波で通信する手段が必要である。アウトフィッツ扱いなら、マサキ“トムズ・イヤー”相当品のアンテナとし、購入レート15。

　あるいは、軌道リージョンと通信できるであろう何らかの施設や装置を介する方法でも良い。盛り上がる手段をとろう。

例：イワヤトビル、N◎VA軍基地、テラウェアなど各企業、新星帝都大の実験室、キャンベラAXYZ、チャイローン・ジャンクション、軌道首都ヴァラスキャルヴ、軌道衛星アマテラス、（まだ壊れていなければ）MIDの偵察衛星“オールマイティ・アイ”、ケルビムの情報衛星“四面のソロネ”、鉄大和が乗っている日本軌道海兵隊の強襲艦“極光”、天津征司や篁綾など軌道関係のオフィシャルゲストに頼んで何とかしてもらう、月の裏側の大宇宙研究室に何とかしてもらう、キャストやプレイグループでの他のキャストが所有している宇宙船や軌道衛星‥‥etc。

▼フェイズ３：<電脳>18

　トロンから“マースカ・ディカーブリ”を起動、通信を行う。災厄前の形式にフォーマットされた暗号が空を駆け巡り、光のストリームとなって宇宙へと向かう。迷光仕掛けの時間だ。

　電脳空間へフリップ。軌道リージョン、12月の仮面が変換した光のストリームはあらゆる方向へと飛び散り、眠れる“女王”の名をいにしえの言葉で呼びながら銀の虚空に煌々と輝く。その様はさながら、星が輝き、月の降る美しい星月夜のようだ。

　やがて反応があり、電脳の完全なるヴォイドの虚空に、見慣れぬアヴァターと現実の写真が現れる。パラボラアンテナと太陽電池の翼がある古めかしい人工衛星だ。船腹には冬の女王の絵を模した紋章と共に『U.S.S.R. カラリエーヴァ』と記されている。

　最初の世代の電脳空間よりもさらに昔、まだAIもない時代だ。応答メッセージは“マースカ・ディカーブリ”プログラムが変換し、テキストで送られてくる。

『こちら“女王”、コネクション確立。処理を入力せよ：』

　ログアーカイブを見ると、最後の命令は100年以上昔のものだった。

『1992年1月12日　記述、リリン中佐。クレムリンより。

“モスクワ・ルール”に準じ、全機能をスリープさせる。この女王が再び目覚める時代が来ないことを祈る。我らが祖国に栄光あれ』

　おめでとう。君は今、100年以上も地球を見守り続けた冬の女王と交信しているのだ。

　“カラリエーヴァ”をどうするかは、完全に『ニューロ』の自由である。

◆結末：

　ニールとアンジェリン父娘も、感慨深く衛星の行方を見守る。破棄や再び眠らす道を選ぶなら、冬の女王は星々が輝き、月が照らす虚空に、ゆっくりと姿を消していく。

　星月夜作戦はここに終わった。終幕に移行しよう。

◆ノート：

　“カラリエーヴァ”を自分のアウトフィッツにするなら、順当には“スプートニク”、“アストラ”“天罰兵器”などが適切でしょう。

　さあ、貴方の星月夜作戦ではいかなる結末を迎えるでしょうか？　実際のアクトでも、ロシアのゴエルロのメインフレームを借りて軌道と交信する、“オールマイティ・アイ”を乗っ取って大変なことになる、などなどの経緯を経て、冬の女王の探索の旅が完結してきました。

シナリオの主題に沿った終わり方で実際に行われたのは：

・軌道を変え、外宇宙へ永遠に旅立たせる。

・軌道上で爆破する。

・ふたたび眠らせる。

・誰も二度とアクセスできないように処理してから、永遠の眠りにつかせる。

・“マースカ・ディカーブリ”も、再び災厄記念館のクレムリン宮殿の構造物の中の宝物庫に、ふたたび眠らせる。

予想もつかない終わり方で実際に行われたのは：

・AIのキャラクターが《突破》でアルファ=オメガと一緒に宇宙船で空に上がり、実際に“カラリエーヴァ”に横付けする。

・アルファ=オメガに希望を聞くと女の子、オメガ・プロジェクトに新しい超AIの美少女が誕生する。

・アルファ=オメガに聞くまでもなく超AIシリーズに新たな美少女が加わる。カーテンを引いて現れたのは、白いドレスを着た小さい女の子。

・アルファ=オメガに聞くまでもなくやはり超AIシリーズに新たな美少女が誕生、今度はツンAI。

　‥‥さて、残りの個別エンディングはかなり自由となります。休憩時にそれぞれの物語をどんな風に終わらすか、考えさせてもよいでしょう。

　アンジェリンとニール父娘は、しばらくN◎VAに滞在した後に北米へ帰ります。離縁したアンジェの母とも、今度会うことになったそうです。

　MIDは以後、なんら接触をしてきません。本件は公式な記録にまったく残っていない秘密作戦なので、逆に存在を認めるような行動をすると都合が悪いためです。ミルトン・ブラウン率いる工作チームは全滅するか‥‥逮捕されるか‥‥あるいは『カブト』のエンディングの背景で国外へ強制退去されるのもよいでしょう。

●『イヌ』：猟犬たちの日常

条件：『イヌ』のエンディング

登場：基本的に『イヌ』

場所：指定がなければ、ブラックハウンド機動捜査課オフィス

◆解説：

　『イヌ』のエンディングは自由である。ここでは例として、ブラックハウンドの愉快な面々との日常を描くシーンを用意しておいた。

◆描写１：

　冴子課長は報告を聞くと、『イヌ』をねぎらう。

冴子課長「なるほど‥‥北米連合の動きには、引き続き注意する必要があるようね。ご苦労様。ああそうそう。片付けの方だけど、やっと終わったわ」

◆描写２：

　職場に戻ると、書類の束が飛び交っていたオフィスは片付けられ、いつもの様子を取り戻している。こころなしか、前より綺麗になっているようだ。

レイ巡査「オレのオヤジの写真、やっと見つけたよ。まったく‥‥（机の上に台を置いて）」

アスカ巡査「書きかけの報告書、なくしたらどうしようかと思ったわ‥‥」

里見隼人巡査「いや～、ついでに大掃除もやっちゃったけど、なんかさっぱりして気分がいいな！　これで年末の大掃除はしなくて済むぜ。一仕事終えたって感じだよ。あ、『イヌ』さん。チィッス！」

◆描写３：

　オペレータールームからも隊員たちが出てくる。

聖美・キーファー巡査「あ、『イヌ』さん！　お疲れ様です。特別任務の方は、もう終わったんですか？」

メモリ巡査「（言いにくそうに）少々、伺ってもよろしいかしら。わたくしたちのオペレータールームを荒していったあのはしたない女性は、一体どうなったのかしら？」

　貴方の星月夜作戦では、レーネ・ジーンはどんな最期を遂げただろうか？　人間でなかった話は隠すにせよ何にせよ、『イヌ』が話をすると彼女は納得する。

メモリ巡査「それを聞いて安心しました。まったく、当然の報いですわ。（人差し指を立てて） 主は、かつてこう仰いました。『汝、郷に入りては郷に従え』と」

　『イヌ』が何か突っ込まないのであれば、代わりにキーファーが言う。

キーファー巡査「（小声で）あの、メモリ。それ、日本のことわざじゃ‥‥」

◆描写４：

　そして機動捜査課は、いつもの日常に戻る。里見くんが映画のチケットを取り出す。

里見隼人巡査「なあみんな。片付けも終わったことだし、今度休みの日にぱーっと映画でも行かない？　ほら、例の『星月夜の祈り』って映画、忙しくてオレたちまだ行ってなかったじゃん。ねえ聖美ちゃん、これで‥‥ダメ？」

キーファー巡査「何よ。埋め合わせのつもり？　ふーん、里見君はどうせ、ブルーベリーが目当てなんでしょー。わたし知ってるんだから。この前、パンフレット見て一人でニヤニヤしてたでしょ」

里見隼人巡査「（困って）ちょ、聖美ちゃん。いや別にそんなことないよ。オレは別にブルーベリー命って訳じゃなくて、同じくらいあやちゅあんも‥‥（はっ！）　あ、『イヌ』さんも何とか言ってやってくださいよ～」

キーファー巡査「どーせ結城あやファンクラブにもこっそり入ってるんでしょ。その映画に出てくるかっこいいスパイとは、里見クンじゃ大違いよね～。もうふーんだ」

◆結末：

　『イヌ』に自由に何か演出させ、平和に幕を閉じよう。

●『ニューロ』：新しいお友達

条件：『ニューロ』のエンディング

登場：基本的に『ニューロ』

場所：指定がなければ、電脳空間

◆解説：

　『ニューロ』のエンディングも自由である。もしも、『●もうひとつの星月夜作戦』のシーンがドラマチックに盛り上がったなら、そちらを個別エンディング扱いにし、こちらは省略してもよいだろう。

　例としては、アルファ=オメガが訪ねてくる場合を用意した。

◆描写：

　電脳聖母の娘のアヴァターが、『ニューロ』の元に現れる。

アルファ「あ、『ニューロ』だ！　あのあと、アルファも調べたの。マースカ・ディカーブリは、きっと大昔のプログラムの名前なの！　それで、どうだったの？」

　キャストには、事の顛末を語らせよう。『ニューロ』が何かとんでもない偉業を成し遂げていたら、面白い結末になるのかもしれない。

アルファ「アルファ、新しいお友達がほしかったんだけど、それじゃあ無理ですね」

アルファ「ねえねえ、“せいげつやさくせん”って、結局、どういう意味なの？　アルファ、よくわかんないです」

◆結末：

　『ニューロ』に自由に何か演出させ、平和に幕を閉じよう。

●『フェイト』：最後の贈り物

条件：『フェイト』役のエンディング

登場：基本的に『フェイト』

場所：『フェイト』の自宅など

◆解説：

　ニール氏、本名クリストファーはアンジェと共に亜軌道ジェットで北米に帰り、その後、別れた妻にも会うつもりだ。空港に出発するその日に、『フェイト』の元を訪れるシーンを用意した。

◆描写１：

　今回の事件を振り返り、彼は『フェイト』に礼を言う。

ニール「今回は世話になったどころか、ずいぶん迷惑を掛けてしまった。

私がラングレーで関わった最後の仕事の仕上げを、しようと思ったのだがね。年寄りの面倒ごとに、君たちを巻き込んでしまった。すまない」

ニール「‥‥しかし、運命とは皮肉なものだな。

私はカーディナル――スパイの国の枢機卿だった。今まで沢山の危機を、乗り越えてきたよ。だからせめて娘には、争いのない平和な世界で幸せに生きてほしいと思った。だからあの子には、スパイの国の女司祭ではなく――天使と、アンジェと、名づけたのだよ。

（苦笑して）　どうやら、出来の悪い枢機卿に、神罰がくだったようだな」

◆描写２：

　もしも『フェイト』があまり演出を思いつかず、このシーンが短めに終わってしまいそう、あるいは貴方がそのキャスト（若いキャストの場合がよいだろう）を相手に以下のやりとりが相応しいと思ったら、続行しよう。彼は迷惑を掛けた礼に、ひとつ贈り物を進呈する。

ニール「そうそう、これも何かの記念だ。依頼料とは別だ。手間を掛けた礼に、これを贈ろう。受け取ってくれたまえ」

　キャストが箱を開いたとき、ニールの《真実》の発動を宣言せよ。解き明かすものは、「今キャストの心に浮かんだ、欲しいと思ったものは何か」。担当プレイヤーに聞いて、何でも好きなものを答えさせるとよい。あるいはそのキャストの設定を事前にチェックしておくとよいだろう。

　好きなクラシック音楽のディスク、お気に入りの色合いのレインコート、レトロな懐中時計、ペンダント、女性なら香水、手品に使えるトランプ一式、新しいカメラ、お酒や煙草、装身具‥‥なんでもよい。心に浮かんだものと寸分違わぬプレゼントが、箱の中に入っている。

どうして分かったのか聞かれたら：

ニール「『フェイト』君。それを知るのが、私たちスパイの仕事だった。気に入ってもらえるとよいのだが、どうかな」

◆結末：

　『フェイト』に自由に何か演出させ、平和に幕を閉じよう。

◆ノート：

　相手が大人のキャストならお礼をメインに、前途有望な若いキャストであれば励ますような台詞を用意しておくとよいでしょう。

　もしもニールが贈り物をあげることにし、キャストが「それも、“モスクワ・ルール”ですか」などと聞いてきたら、「いや、私のルールだ」と答えるのもグッドです。（映画『スパイ・ゲーム』の名台詞。）

●『カブト』：自伝の最初の章

条件：『カブト』のエンディング

登場：自由。他のキャストも集合してよい。むしろしよう。

場所：房総南国際空港の待合ロビー

◆解説：

　『カブト』役のエンディング。ここも自由だが、空港で別れを告げるシーンを用意した。他のキャストも賑やかしに登場して大団円とするとよいだろう。

◆描写１：

　房総南国際空港では、窓の外で亜軌道ジェットが飛び立ち、旅行客が行き交っている。背景ではひよこの着ぐるみが子供たちに風船を配っている。父娘はトランクを引いているが、ニールは苦笑して背景に引っ込んで待っている形で、アンジェリンが『カブト』に礼を言う。

　幾つか台詞の例を載せておこう。

アンジェ「何もないかと思ったけど、やっぱり、大騒ぎになってしまったわね。ボディガードを雇っておいてよかったわ。その‥‥『カブト』さん、ありがとう」

アンジェ「（言いにくそうに）それで‥‥あの戦いのあった夜のことなんだけど。パパが捕まってるって聞いて、私取り乱しちゃったし、涙を見られちゃったけど‥‥あれは‥‥その‥‥あの時のことは、忘れてもらっていいですからね」

アンジェ「またN◎VAに来ることがあったら、必ず貴方に依頼することにするわ」

アンジェ「はー、しかし、やっぱり現実は映画みたいにうまくいかないわねー。まさか、こんなことになるとは思わなかったわ‥‥」

アンジェ「そうそう。私が前に読んだドキュメンタリーの中に、自分を守ってくれたボディガードの人と恋に落ちた女性トーキーの話があったのよ。うん、あれは‥‥ロマンチックだったけど、カブトへのドリー夢が入りすぎよね。そんなに映画みたいにはうまくいかないわよね～（一人で頷いて）」

◆描写２：

　手を振って別れた後、彼女は最後に振り返る。

アンジェ「ねえ、『カブト』さん！　私が将来、トーキーとして成功して、いつか引退したら、自伝を書くことにするわ。最初にこの事件のことを書いて、あなたたちの名前を書いてもいい？」

アンジェ「約束よ？　絶対、書くことにしますからね！」

　横で苦笑するニール。父と娘は、軌道ジェットに向かう通路を、二人で歩んでゆくのだった。

◆結末：

　他のキャストも登場しているなら、最後に会話させるのもよい。もしもミルトンたちがまだ生きていて主に『イヌ』が計略を巡らせたら、この場面で国外追放となってシーンの背景を松葉杖を付きながら専用機の通路に向かって逃げ出したりする描写を入れてもよい。

　これがアクト全体の最後のシーンだ。終幕に相応しい、楽しいシーンにしよう。

　もしも終わり方に相応しいと思ったら、最後に以下のテロップを入れよう。

　かくして、様々な人間の思いを乗せ、“女王”は永遠の眠りについた。

　街のホロスクリーンには話題の映画の宣伝が流れ、ブルーベリーの歌う主題歌が、街頭をにぎわせている。

　だが、映画の中に隠された本当の物語。百年の時の塵の向こう、空の彼方にありし冬の女王。

　そして、もうひとつの星月夜作戦の意味を知るものは、この世界で、僅かな人間だけだったのである。

... XYZ !! 

◆ノート：

　こうして、アンジェリンたちは北米に帰っていきます。なに、『カブト』役が若カブトで、ヒロインはてっきり自動的に拾われるものだとプレイヤーが思っていたって？　ふむ‥‥随分とN◎VAも甘くなったものだ。ワーデンに戻ってから委員長に少しとっちめてもらった方が‥‥それとも、他のキャストが共謀して上手いことそう仕向けてきた？　いや‥‥実際のアクトでも似たようなことはあったのだが‥‥うむ‥‥それは‥‥

　冗談はさておき、これにて貴方の『星月夜作戦』は終了です。一休みして、興奮が冷めないうちにポストアクトを行い、アクトの盛り上がった場面を回想しましょう。お疲れ様でした！

====================================================

■情報項目

「情報を制する者は勝つ‥‥旧世界からの鉄則よ」

――レーネ・ジーン

　リサーチフェイズ開始時に調べられるのは、以下の項目です。

→『◆映画『星月夜の祈り』』へ

→『◆アンジェ・エヴァーグリーン』

→『◆ニール・スミス』へ

→『◆“カラリエーヴァ”』へ

→『◆“マースカ・ディカーブリ”』へ

→『◆“カリリオーン・クラスタ”』へ

→『◆ミルトン・ブラウン』へ

→『◆レーネ・ジーン』へ

→『◆インディア・セヴン』へ（アレンジしたオルタナティブ導入で『イヌ』が出会っていれば）

　ニール・スミスの正体、“カラリエーヴァ”の正体を完全に解き明かすには、神業を必要としています。キャストの人数が少ない場合、情報系神業数に問題がある場合は、達成値21の<交渉>や<電脳>や社会技能で済ますなど、工夫してください。

◆ノート：

　本シナリオは題材をスパイや情報機関、遠い過去の出来事に取っているため、また『フェイト』『ニューロ』などの調査系キャストに華を持たせるため、情報項目は多めに、また目標値は総じて高く設定されています。

　調査系キャストの達成値が伸びない場合、アクトの進行が手詰まりになってきた場合などは、貴方の判断で目標値を適宜上下させて構いません。

（貴方にもしもRL経験がそれほどなく、迷った場合は、思い返してみましょう。星月夜作戦の完遂に向けた貴方の最優先目標は「アクトが成功すること」であり、貴方の仕事は「プレイヤーを騙すこと」なのです。）

　また、情報入手に使用できる技能は全て指針です。これ以外の技能を使えることにしても構いません。プレイヤーが面白いアイデアを思いついた場合は、なるべく採用してアクトを盛り上げる方向に動きましょう。

　必要な技能をキャストが所有していない場合は、コネ技能で人物に聞く方法でも代用できます。そのオフィシャルゲストが所有社会技能など詳細データが書いてある顔つきゲストでない場合も、それらしい人物であればまったく構いません。貴方が特定のプレイグループで遊んでいるなら、過去に冒険を共にした別のキャストとのコネでも構いません。

　リサーチフェイズが単調な判定の繰り返しにならないよう、クリエイティブなシーン構築を目指して工夫してみてください。

◆映画『星月夜の祈り』

一般的な情報：　<社会：N◎VA><社会：社交界><社会：ウェブ><社会：メディア><社会：学生>などなど

12　災厄前の20世紀、東西冷戦時代を舞台にしたクラシックでロマンチックなスパイ映画。大人の女性の魅力を備えた女優に成長した結城あやが主人公のヒロインを熱演、主に若い女性の間に大人気となっている。トーキーに憧れる女性が増えたともいう。CMEの佐村和哉がプロデュース、ブルーベリーが歌う映画主題歌“Starnight Dream”も大ヒット。

15　ヒロインは日本人女性のトーキー。ふとしたきっかけで国家間の陰謀に巻き込まれ、暗号解読装置『女王』の謎を巡る『KGB』の秘密作戦『星月夜作戦』に関する冒険に巻き込まれる。

娘には隠しながら内閣情報調査室に属していた父親が中盤に登場、主人公を助けてくれる父と娘の絆なども描かれたロマンチックな映画。

16　舞台は冬の東京、モスクワ、ワシントン、欧州。20世紀当時の街並みをトロン技術で完全に再現し、話題を呼んだ。

企業系情報：　<社会：企業><社会：警察>など

10　北米系企業はいい顔をしておらず、テラウェア社が協賛に名前が載っていない。作中に登場するコンピュータ関係のガジェットは、旧レ・トロン・ド・ルテチア、セフィロト・ソフトウェア、フェニックス・ソフトウェア製のものが使われている。

12　稲垣司政官が結城あやを大絶賛。行政府スタッフにはわざわざチケットが配られ、全員が半ば強制的に観に行かされたという。動員数が好調な理由のひとつはこれである。

　なお司政官氏が結城あやの演技を大絶賛しているのか、単に結城あや本人を大絶賛しているのかは、どの記事も語っていない。

その筋の情報：　<社会：北米連合><社会：ロシア連邦><社会：軍事>など

12　作中ではソヴィエト連邦の『KGB』のスパイたちがどちらか言うと善、アメリカ合衆国の『CIA』がどちらかいうと悪の側として描かれている。完全なフィクションなのだが、北米筋には苦い顔をしている人もいる。

15　内容はムードのあるロマンチックなラブロマンスが主で、多くの映画と同様、そこに描かれているスパイや情報機関、軍事関係の描写は嘘が多い。

16　脚本は完全なフィクションだが、極秘暗号解読装置『“カラリエーヴァ”』や、『KGB』の秘密作戦『星月夜作戦』は実在の歴史上の固有名詞から名前を拝借しているという噂がある。

18　作中に『モスクワ・ルール』という言葉が出てくるが、これもスパイ小説などに出てくる単語。

→『◆“カラリエーヴァ”』へ

→『◆星月夜作戦』へ

→『◆モスクワ・ルール』へ

→おまけ項目『◆KGB』へ

→おまけ項目『◆CIA』へ

→おまけ項目『◆東西冷戦』へ

ノート：

　本アクト中の背景にたびたび登場するこの映画は、雰囲気を出すことが主な目的です。キャストが配給会社や監督、脚本などを調べ出そうとしたら、シナリオ本筋と直接の関係はないことを伝えて構いません。（いわゆる、「ぶっちゃける」というやつです。）

　映画のイメージは、『007/ロシアより愛をこめて』などのようなクラシックな作品をイメージしています。

◆アンジェリン・エヴァーグリーン

トーキー業界の情報：　<社会：メディア>

12　北米でメディア数社と契約したフリーランスのレポーターとして活動中。現在、取材活動のためN◎VAへ来訪。売り出し中の若いトーキーの一人である。

『カリリオーン・クラスタ』のチップを持ち、『カブト』の元へやってきた。

身元、経歴を確認する：　<社会：北米><社会：N◎VA><社会：警察><コネ：アンジェリン>、その他の身元を確認する手段

12　北米連合在住、市民IDあり。22歳女性、トーキー◎。写真には耳の下で切り揃えた明るい金髪、水色の瞳をした活発そうな娘が写っている。

15　コロンビア大学でメディア学を専攻後、卒業しジャーナリストへ。成績はかなり良好。

18　よりプライベートな情報。家庭環境に多少の問題あり。父と母は晩婚で結婚し、父は仕事が忙しかったらしく妻子の相手がおろそかになり、別居中。

　総合して、経歴になんら不審な点は見られない。

→『◆カリリオーン・クラスタ』へ

ノート：

　キャストにトーキーがいれば、アンジェリンはそのキャストが書いた記事を読んだことがあるかもしれません。自分より年上なら尊敬、同輩や年下なら共感し、会えたことを喜ぶでしょう。

◆ニール・スミス

身元、経歴を確認する：　<社会：北米><社会：N◎VA><社会：警察><コネ：ニール>及び身元確認手段

12　北米連合在住、市民IDあり。55歳、白人。写真には白くなった髪に水色の瞳、ありふれた壮年男性の顔が映っている。ペルソナはカゲムシャ◎。

15　写真を主としたフリージャーナリスト、世界各地の名所を巡る旅行代理店のアドバイザーなどの職業を歴任。資産家。世界を転々とし、ビザの旅行記録などが多い。２年ほど前に退職し、引退中。

　勤務先の企業の記録などもあり、経歴に不審な点はない。

21　《完全偽装》で彼の本当の経歴が隠蔽されている。

→『◆ニール・スミスの正体』へ

ノート：

カゲムシャは職業でなくフレーバーであり、《神出鬼没》も使用しないことをプレイヤーに伝えましょう。

彼の人物像を考え直す：　<知覚><心理>、<※シャーロック・ホームズ>や知覚系特技など

15　物静かで教養も高く、頭の切れる人物。

語学が得意で記憶力もよく、世界を巡ってきたことを感じさせる。

『フェイト』の元を訪れた時のことを思い返すと、対人観察能力も本職顔負けのようだ。

21　《完全偽装》で彼の何かが隠蔽されている気がする。

→『◆ニール・スミスの正体』へ

その筋の情報から考え直す：　<社会：軍事><社会：警察>

12　『ニール・スミス』という名は英語では極めてありふれており、偽名に使われることは十分ありえる名である。

15　昔から、情報機関員が身元を偽装するのにジャーナリストを名乗るのはよく使われた手であった。国境を容易く越えられるもうひとつの職業は、医者。

18　本物のスパイに必要な素質のひとつは映画『星月夜の祈り』で俳優が演じている登場人物のような外見の美醜ではなく、群集と風景に溶け込める“灰色の男”（グレイ・マン）たることである。記憶力や語学、観察能力もポイント。

21　《完全偽装》で彼の正体が隠蔽されている。

→『◆ニール・スミスの正体』へ

ノート：

　西暦2001年9月11日のアメリカ同時多発テロ以降、米軍の軍事行動が開始されるまで、多くのジャーナリストがイラク入りしました。彼らの中には、偽装したCIA局員や特殊部隊の先遣隊員が多数混じっていたといいます。

　TRPGゲーマーが読みそうな作品では、漫画『ガンスリンガー・ガール』６巻から登場するペトラの担当官、元公安のアレッサンドロは高い対人観察能力において、スパイの特質をよく表した人物です。

◆ニール・スミスの正体

（本項目は、ニール本人による《完全偽装》の突破によりのみ、調査が可能である。『フェイト』の《真実》を想定している。イベントシーン『●引退した枢機卿』を開始せよ。）

神業　彼の経歴は全て、偽装用に作られた“レジェンド”（伝説）である。（レジェンドとは、工作活動用に作られた架空の履歴のこと）

コードネーム“カーディナル”（枢機卿）と同一人物。北米連合、ネオ・バージニア州ラングレーにあった政府組織『CIA』の職員。

　本名、クリストファー（クリス）・エヴァーグリーン。30代に年下の女性と結婚、娘を設けた。子に仕事のことをほとんど話さず、仕事を優先して家を開けることが多かったため、結局離婚し、別居。2年前に『CIA』を退職している。『アンジェリン・エヴァーグリーン』の父親である。

→『◆“カーディナル”』へ

→『◆アンジェ・エヴァーグリーン』

→おまけ項目『◆CIA』へ

ノート：

　もしPC1がフェイト以外であった場合は、ニール氏に対する<交渉>あるいはロールプレイで突破できるように調整しましょう。

◆“カーディナル”

<社会：北米><社会：軍事><社会：警察><社会：企業>及び思いついた他の手段

15　各国の情報機関や企業情報部で謎めいた噂と共に語られていた『“カラリエーヴァ”』を追っていた人物。詳細を掴めずに終わった模様。カーディナル(Cardinal)は英語で「枢機卿」の意味。

18　北米連合の中央情報局『CIA』、旧作戦本部に所属していた優秀なケース・オフィサー（情報工作官）。

スパイの国の枢機卿を意味するコードネームの元、ラングレーの本部で知略を巡らせ、世界中で活動してきた。知性に富み、人間が行う調査活動（専門用語でヒューミントといいます）の経験に飛んだ人物。

21　２年ほど前、ケント・ブルース大統領と共に『CIA』が『MID』に吸収されたのを機に退職。デスクワークの部署も進められたが、本人は自分の意志で退職したという。

→『◆“カラリエーヴァ”』へ

→『◆MID』へ

→おまけ項目『◆CIA』へ

ノート：

　この情報は<社会：ウェブ><電脳>など他の手段を用いても構いません。MIDの前身となったCIAの統合データベースの防壁は相当堅いでしょう。『ニューロ』のアヴァターが電脳空間の北米リージョンに旅し、侵入を仕掛ける様を描写して盛り上げてあげましょう。

　CIAの職務区分であるケース・オフィサーとは、本国から各国に飛んで諜報活動を指揮する情報部員のことです。ケース・オフィサーの指示の元に実際の重要情報を取得してくるのはフィールド・エージェントの仕事。彼らは金や国の正しい道などの目的のため、現地で雇用された協力者であり、国の裏切り者です。

　施設に侵入して重要書類を奪取してきたりする、TRPGで漠然と語られる「エージェント」という職業は、現実世界では実は存在しないのです。

　人間、メディアを媒体とした諜報活動を ヒューミント（HUMINT/HUMman INTelligence）、通信などを使った諜報活動を シギント（SIGINT/SIGnal INTelligence） といいますが、現実世界ではシギントの方が重要視されつつあります。世界で最もヒューミントに長けているのは米国CIA（公式サイト）ではなく、映画『ミュンヘン』にも登場するイスラエルの情報機関、モサドだと言われています。

◆“カラリエーヴァ”(королева)

<社会：テクノロジー><社会：ロシア連邦><社会：N◎VA><社会：企業><社会：警察><社会：軍事><社会：軌道><社会：ウェブ>や噂話を探る手段

10　ロシア語で“女王”の意。

15　映画『星月夜の祈り』に出てくる名詞。作中では世界最強の暗号解読装置だった。名前だけが旧世界から語り継がれているのか、映画や小説などに形を変えて時おり登場する。

　旧ロシアの全ての秘密を知っている最重要人物である、新型の超大型輸送機である、ユーラシア山脈に隠された秘密基地の名前である、古い童話に出てくる強大なアヤカシの女王である、などなど、様々な噂がある。

18　その正体は謎に包まれているが、歴史上実在したらしい。過去に何回か、企業情報部や国家機関などが調査したが、空振りに終わっている。

21　北米筋の『“カーディナル”』なる人物が、本件を調査していた。

→『◆映画『星月夜の祈り』』へ

→『◆“カーディナル”』へ

→『◆“カラリエーヴァ”の正体』へ

◆“カラリエーヴァ”の正体

（本項目は何らかの神業によってのみ解き明かすことが可能である。『ニューロ』の《電脳神》を想定している。イベントシーン『●『ニューロ』：冬の女王の秘密』を開始せよ。）

神業　その正体は1991年末のソヴィエト連邦崩壊直前、『KGB』と空軍の合同作戦『星月夜作戦』によって打ち上げられた人工衛星である。世を賑わせた西側世界のスターウォーズ計画に対抗したものであった。

　気象衛星に偽装した完全な軍事用衛星であり、高水準カメラと当時としては最高水準の高性能コンピューターの演算により、地上に向かって極めて高精度のレーザー照射が可能。地上世界のあらゆる場所を破壊可能である。

　連邦崩壊後の混乱に紛れたのか、故意に抹消されたのか、ソヴィエト連邦崩壊後に計画自体が破棄され、衛星は放置された。

　電波による通信も電脳空間に統合された現在、通信プロトコルが異なるために、『“カラリエーヴァ”』は電脳空間の軌道リージョンではまったく知覚することができない。ウェットな人間が電脳空間から見えないのと同じであり、いわば[電制]の値を持たないウェットな人工衛星とも言える。

　光学望遠鏡であれば物理的には見えるが、宇宙はあまりに広く、また周回軌道上には同様のスペースデブリ（宇宙のごみのこと）があまりに多く、100年以上を経た現在まで発見されずにきた。

　搭載した原子力電池は稼働中、エンジン燃料も搭載。外部から交信し、冬の女王を眠りから覚ますことができれば、十分に軌道兵器として使用可能である。

　通信手段として、『“マースカ・ディカーブリ”』プログラムが存在している。

→『◆“マースカ・ディカーブリ”』へ

→『◆星月夜作戦』へ

もしも『◆“マースカ・ディカーブリ”』について全てを突き止めていれば、以下を付け加えること：

『“カラリエーヴァ”』は完全にスタンドアローン状態で電脳空間からは知覚できないが、現在技術のトロンに『“マースカ・ディカーブリ”』をインストールすれば、そのマシンを通信サーバーとして自由に通信、操作が可能である。

　冬の女王から見れば、重力井戸の底にあるそのトロンは12月の冬のソヴィエト基地に、12月の冬の仮面をまとっているように見えるのだ。

ノート：

　もしも『ニューロ』が演出で『“カラリエーヴァ”』そのものを登場させたりしたいと言って来たら、上記の理由からそれは無理であることを伝えましょう。

　この情報はどこかの電脳防壁が堅いデータベースに格納されているのではなく、一世紀以上昔の事実であるため、情報が世界中に散在し、時の塵の向こうに埋もれていることにしています。

　『ニューロ』のプレイヤーにはどんなニューロな方法でそれを解き明かすか、しばらく演出を考えてもらいましょう。

　ルール的には、『“カラリエーヴァ”』は、幾分規模は小さいものの、トーキョーN◎VA上空に静止している軌道衛星“アマテラス”と同じような地上攻撃能力を有するものとします。

◆“マースカ・ディカーブリ”　(королева　декабрь) 

<社会：ロシア連邦><社会：テクノロジー><社会：ウェブ>

10　ロシア語で「12月の仮面」の意。何かのプログラムの名前らしい。

13　電脳空間上のアーバン・レジェンド（都市伝説）のひとつ。真教浄化派の生き残りの陰謀である、ロシアの鬱屈なゴエルロ製のブラックICEである、超兵器である、超☆兵器である、超AIである、超☆AIである‥‥などなど、根も葉もない噂が多数ある。

15　何らかの特殊な目的のために作られた、アプリケーション＋通信コンバータの機能を持つらしい。

18　アーバン・レジェンドでは、その通信先は、現在のニューロエイジ世界には存在しない、あるものだというのだが‥‥？

２回目、上記技能もしくは<電脳>で 22 以上を出す：

22　電脳空間の通信プロトコルが異なる存在と交信するための、通信用プログラムである。アヴァターは舞踏会で用いられるような目を覆う仮面。

　現在の技術のトロンにインストールできるアプリケーション＋通信コンバータのセットであり、命令を暗号化して電波から飛ばすことで、自由に交信が可能である。通信対象としているのは、『“カラリエーヴァ”』。

　作成者は不明だが、ロシア製と言われている。見果てぬ祖国への夢を追った技術者が作ったのか、災厄後に悪意ある人物が作ったのか、謎。

　悪用を防ぐためか、起動キーとなるデータ集合体『“カリリオーン・クラスタ”』がなければ起動しない。

　この12月の仮面は、ハザード・メモリアルパークの『災厄記念館』のロシア展示ブースの電脳空間上に、電子的に密かに隠されている。

→『◆“カラリエーヴァ”』へ

→『◆“カリリオーン・クラスタ”』へ

→『◆災厄記念館』へ

ノート：

　「プロトコル」とは、コンピュータ同士が通信を行う際に相互で決められた約束事のことです。貴方がお友達にトーキョーN◎VAのシナリオを書いて送る際は、書き方のフォーマットをSSS形式に合わせる、というのと似たようなものです。

◆“カリリオーン・クラスタ”　(карилъон cluster)

一般情報：　<社会：ロシア連邦><社会：N◎VA>

判定なし　『アンジェリン・エヴァーグリーン』が北米で『“カラリエーヴァ”』を調べるため、ロシアの資料をウェブを漁っていた時に発見したデータ集合体。彼女も電脳にはあまり詳しくないので、内部は分からない。

10　カリリオーンはロシア語で「鐘」。クラスタはこのシナリオではデータ集合体といった意味。

専門家が調べる：　<社会：テクノロジー><社会：ウェブ><電脳>

15　自律起動型の暗号鍵を収めたデータ集合体。常にスリープ状態だが、特定の電子的シグナルをキャッチすると自らを解凍、暗号鍵の情報を引き出すことができる。アヴァターの視覚イメージは荘厳な音色を響かせる鐘。作成者は不明である。

18　その特定の電子的シグナルはトーキョーN◎VAウェブコンプレックスの中でも特定のエリアでのみ発信されている。ハザード・メモリアル・パークにある『災厄記念館』のロシア展示ブースのウェブサイドである。

→『◆“カラリエーヴァ”』へ

→『◆災厄記念館』へ

ノート：

　プレイヤーが迷うようであれば、この『“カリリオーン・クラスタ”』を所有してイントロンし、電脳空間上の災厄記念館に行けば、鍵としての力が発動し、何かが起こるのであろうということを伝えて構いません。

　この『災厄記念館』は、クライマックスフェイズ突入のキーとなる最後のイベントです。これはプレイヤーに伝えましょう。（リサーチフェイズ中盤で行かれると、シナリオ構造上ちょっとまずいことになります。）

◆星月夜作戦　(ズヴィオーズナヤ・ノーチ、звёздная ночь)

<社会：ロシア連邦><社会：軍事><社会：警察><社会：ウェブ>、歴史を調べる何らかの手段

10　ズヴィオーズナヤ・ノーチはロシア語で「星月夜」の意。星が降り、月が輝く夜のこと。

12　映画『星月夜の祈り』の作中では『KGB』の秘密作戦の名だった。歴史上実在したらしいという。

21　真実の『星月夜作戦』は、西暦1991年のソヴィエト崩壊直前、『KGB』と空軍の共同で行われた人工衛星打ち上げ作戦である。12月の星が美しい夜に行われた。

　作戦の総指揮官の名は、『KGB』情報将校のリリン中佐。この作戦はその後、何故か完全に破棄され、歴史から忘れられた。

→『◆映画『星月夜の祈り』』へ

→『◆“カラリエーヴァ”』へ

→おまけ項目『◆KGB』へ

ノート：

　目標値21の情報はなるべくリサーチフェイズ後半、冬の女王の正体が分かる頃に明かされるようにしましょう。

　最初のシーン『●RLシーン：モスクワ・ルール』に登場するのもリリン中佐です。プレイヤーに改めて思い出させて構いません。そろそろ、すべてが繋がってくるはずです。

◆モスクワ・ルール

<社会：ロシア連邦><社会：北米連合><社会：軍事><社会：警察>その他、何らかの調査手段

12　映画『星月夜の祈り』に出てくる言葉。『CIA』の情報分析官たちがロシアの遠き友人たちと自分たちのやり方を指して言った言葉。

15　スパイたちの戦い方にも流儀があり、必要のない暴力や殺人、一般人を巻き込んだ騒動を起こさない。スパイの世界の互いを尊重した無言の紳士協定のこと。

　元は災厄前の小説に出てくる言葉だが、世界が変わった後も、冗談交じりに時折使われることもあったという。

→『◆映画『星月夜の祈り』』へ

→おまけ項目『◆CIA』へ

→おまけ項目『◆KGB』へ

→おまけ項目『◆東西冷戦』へ


◆災厄記念館

一般情報：　<社会：N◎VA>など

判定なし　N◎VA-DルールブックP44参照。ハザード・メモリアル・パークにある記念館。災厄前の様々な展示物も置いてある。電脳空間上にも同じエリアがある。

ニューロ業界の情報：　<社会：ウェブ><電脳>

12　金銭的には価値のない骨董品ばかりで、データ盗賊たちは見向きもしていない。

15　ロシア展示ブースに、やけに電脳防壁が堅い一角があると、カウボーイたちの間で噂になっている。災厄前のロシアのクレムリン宮殿を模したアヴァターの構造物だ。中は何もない、電脳空間に背景としてのみ存在しているただの情報構造物だったはずだが‥‥

ノート：

　カウボーイとは西部劇のカウボーイではなく、サイバースペース・カウボーイ（≒腕の立つニューロのこと）のことです。

　万が一誰も分からなかった場合は、貴方は「お、おまいらラノベばっかじゃなくて『ニューロマンサー』ぐらい読め！」と、古き良きSFファンの痛いロールプレイをしても構いません。ああ、冗談ですよ。

◆ミルトン・ブラウン

<社会：北米><社会：軍事><社会：警察><社会：企業><社会：ストリート>、<コネ：ミルトン・ブラウン>、コネに調査を依頼する（ブラックハウンド関連ゲスト等）

10　外交官特権を主張し、ブラックハウンド基地を視察に訪れた男。北米連合大使館所属。身長178cm、金髪に茶色の目。ペルソナはクグツ◎。

12　『イヌ』のオープニングで視察に訪れた面々は、ハウンドのデータベースからロシアに関わる事件の記録を探していた。

18　彼の身分は偽装用の“レジェンド”である。正体は『MID』作戦本部・対外工作センター所属の工作官。部下に『レーネ・ジーン』『インディア・セヴン』の2名がいる。

　コードネームは“セパレーター”。何をセパレートするのかは、よく分からない。

21　大統領の私兵と化した新生MIDの工作チームを率い、N◎VAにやってきた。秘密作戦の目標は『“カラリエーヴァ”』の探索と確保である。ケント・ブルース大統領と個人的に縁があるという。

アストラル系キャストのみ：　<社会：アストラル>や知覚系特技

15　北米連合上層部を覆う悪しき兆しが、彼からも感じられる。

クライマックスの戦闘中、手札でよいので判定：　<社会：アストラル>や知覚系特技

12　竜の血を飲んだ者は強大な竜の魔力を手に入れると同時に、徐々に竜の狂気に犯されていくという伝説を思い出す。

→『◆“カラリエーヴァ”』へ

→『◆レーネ・ジーン』へ

→『◆インディア・セヴン』へ

→『◆MID』へ

ノート：

　敵ゲスト３名は恐らく、最初に彼らを怪しむ『イヌ』が中心になって調べ始めることでしょう。３名の持つハンドルの意味、ミルトン・ブラウンの奥の手はなるべく戦闘中に明かすようにし、リサーチフェイズ中は様々に想像を逞しくしてもらいましょう。

◆レーネ・ジーン

<社会：北米><社会：軍事><社会：警察><社会：企業><社会：ストリート><社会：テクノロジー>、<コネ：レーネ・ジーン>、コネに調査を依頼する（ブラックハウンド関連ゲスト等）

10　外交官『ミルトン・ブラウン』の部下。身長169cm、20代後半に見える女性。ポニーテールにひっ詰めた金髪に眼鏡、知的なキャリアウーマン風の外見。ペルソナはニューロ◎。

18　その正体はミルトンの率いる工作チームの一員。電脳戦、電子機器や観測機器全般の扱いに長じている。コードネームは“デヴ・ハンドラー”。何をハンドルするのかは、よく分からない。

→『◆ミルトン・ブラウン』へ

→『◆MIDの最近の動向』へ

アストラル系キャストのみ：　<社会：アストラル>や知覚系特技

15　北米連合上層部を覆う悪しき兆しが、彼女からも感じられる。

◆インディア・セヴン

<社会：北米><社会：軍事><社会：警察><社会：企業><社会：ストリート><社会：テクノロジー>、<コネ：インディア・セヴン>、コネに調査を依頼する（ブラックハウンド関連ゲスト等）

10　『ミルトン・ブラウン』の部下。全身義体、モノアイの身長2mの巨漢。ペルソナはカブトワリ◎。

15　名前はコールサインのI-7（I は India の I ）から。『MID』の軍事衛星『“オールマイティ・アイ”』の電子支援を受けた射撃戦を得意としている。コードネームは“ドミネーター”。何をドミネートするのかは、よく分からない。

18　トライアンフ企業軍の機械化師団、傭兵組織“ナイトレイヴン”の引き抜きチーム、北米連合陸軍特殊部隊などを歴任。一般人に暴行を加えた咎で除隊。MID特殊活動部隊に拾われ、準軍事作戦に勤しんでいる。多くの作戦でクリーニング・チームとして後始末を行ってきた。

→『◆ミルトン・ブラウン』へ

→『◆MIDの最近の動向』へ

→『◆“オールマイティ・アイ”』へ

ノート：

　現実世界のCIAも本作中のMIDも同様ですが、彼らは軍隊ではないため、軍事作戦は一切行いません。行うのはあくまで、ささやかな「準」軍事作戦です。“カラリエーヴァ”探索の今回の秘密作戦も、もちろん「準」軍事作戦です。生身の人間を50口径の大型の対物ライフルで狙ったり、攻撃ヘリが使うようなガトリングガンを夜のメモリアル・パークで撃ちまくっても、当然、全て「準」軍事作戦です。北米連合に栄光あれ！

　本来のクリーニング・チームとは、情報機関の活動で都合の悪い証拠を一切消して綺麗にするために派遣されるチームのことです。

　もしもプレイヤー陣が、敵が強そうだと盛り上がって来たなら。洒落の分かる人やいまや骨董品の『サイバーパンク2.0.2.0.』の言い回しが好きな人がいたら、こう付け加えても構いません。

「せいぜいお前さんもクリーニングされないように気をつけるんだな、チューマ」

◆MID

その筋の業界での情報：　<社会：北米連合><社会：軍事><社会：警察><社会：企業><社会：ストリート>など

12　Multi-Inteligence Department。北米連合の防諜機関の隠れ蓑を被った情報機関。本部はニューフォート。

15　２年ほど前、ケント・ブルース大統領の台頭と共に設立。警察機構であるFBIを除いた、15ほどあった情報機関を統合した集合体。CIA（中央情報局）、NSA（国家安全保障局）、DIA（国防情報局）などが傘下に入った。

　大統領および近親者の警護は財務省秘密検察局シークレット・サーヴィスの担当だったが、それすらもMIDが進出している。（『GX-D』P38を参照のこと）

18　議会の承認を待たずに大統領の命のみで動くことができ、より大統領の私兵の色合いを強めている。近年はかつてないほどに手段を選ばなくなっており、国内外に危惧する声も多い。

→『◆MIDの最近の動向』へ

アストラル系キャストのみ：　<社会：アストラル>

15　北米連合政府上層部が超自然存在に乗っ取られているという噂は、ニューロエイジの魔術師たちの間でまことしやかに囁かれている。ブルース大統領には後ろ暗い噂があり、MIDに関しても同様である。

ノート：

　シークレット・サーヴィスは世界で最も優秀なカブト集団でしたが、ブルース大統領閣下は<親衛隊：MID(アヤカシ)>を所有しているため、MIDの愉快な皆さんに職を奪われてしまっています。

　MIDはこのシナリオでは完全な敵役です。不気味さや現実世界のアメリカに通ずる強大さを強調し、笑いを取りましょう。

◆MIDの最近の動向

<社会：軍事><社会：企業><社会：警察><社会：ストリート><社会：N◎VA><社会：ウェブ>など

15　電脳空間上にメール傍受プログラムを放ったり偽情報を流したり、N◎VA上空に偵察用無人機を活動させているようだ。

『“マースカ・ディカーブリ”』に関する無責任な噂の幾つかは、MIDが撒いたものである。

16　MIDの偵察用軍事衛星『“オールマイティ・アイ”』のサポートを受けた工作チームが活動している。

18　彼らの目的は『“カラリエーヴァ”』の探索と確保である。

→『◆“カラリエーヴァ”』へ

→『◆“オールマイティ・アイ”』へ

ノート：

　“マースカ・ディカーブリ”の正体に関する噂のうち、「超☆兵器である」「超☆AIである」などは、MIDが放った偽情報です。レーネ・ジーン女史は、ああ見えて意外にお茶目なのです。嘘ですが。

◆N◎VAで最近活動している非合法部隊

<社会：軍事><社会：企業><社会：ストリート><社会：警察><社会：N◎VA><社会：ウェブ>など

10　黄色いひよこの宣伝広告のついたバンに乗っていた。ストリートで千早の後方処理課らしき一団と戦闘があった。

13　彼らは、Rのつく組織の手のものである。

18　Rとは、レイド＆ルーラーのことである。残念ながら、Rのつく財団ではないようだ。

21　以上は全て、『MID』の情報操作による偽情報である。正体は、MID作戦本部・対外工作センターから派遣されてきた工作チーム。リーダーは『ミルトン・ブラウン』。

→『◆MID』へ

→『◆MIDの最近の動向』へ

→『◆ミルトン・ブラウン』へ

◆“オールマイティ・アイ”

<社会：軍事><社会：警察><社会：テクノロジー><社会：軌道><社会：ウェブ>など

12　英語でAlmighty Eye、“全能なる瞳”の意。

16　北米の情報機関『MID』が運用している偵察用軌道衛星のひとつ。ピラミッドの中に１つ目が描かれた不気味な紋章を持つ。極めて高精度の光学、電子カメラを備え、地上世界のあらゆる場所の映像を捉えることができる。高度な電子侵入能力と演算能力も保有、電脳戦のサポートが可能。

　現在、低軌道上でトーキョーN◎VAを索敵範囲に定め、上空を滞空中。工作チームのバックアップを行っている。

　ルール的には“スプートニク”相当品を敵ゲストが所有している。

ノート：

　“オールマイティ・アイ”のピラミッドの目のシンボルは、秘密結社フリーメイソンの神秘的なシンボルを想像してください。アメリカの１ドル紙幣の裏、TRPGでは『GURPS』のルールブックやGMスクリーンに出てきます。

　あちらのシンボルの正式な名は“オール・シーイング・アイ”（All Seeing Eye, “万物を見通す瞳”の意）というそうです。

　冒険小説に登場する現実世界のスパイ衛星は2インチ(約5cm)四方までをも判別でき、新聞の見出し程度まで撮影できるといいます。彼らの目は砂の大地を巡り、中東でアルカイダの影を探し求めています。

　オールマイティ・アイが演出的にいかなる強さを持つのかは、貴方の自由です。こんなブキミな目を持った全能のステキ衛星が、遥かな空の彼方からキャストたちを睥睨しているのです。北米連合に栄光あれ。

◆おまけの情報項目：

　以下は、アクトの進行にそれほど必須ではない情報です。リサーチフェイズ後半に暇になったり、キャストが自分たちの世界の過去に興味を持ったり、物知りなキャストが語りたくなったり、休憩中にトリビア知識を使いたくなったら調べさせるとよいでしょう。

◆KGB

<社会：ロシア連邦>、<社会：軍事><社会：警察><社会：企業>、ウェブライブラリを漁るなど何らかの調査手段

12　ラテン文字表記では Komitet Gosudarstvennoi Bezopasnosti の略。 ソヴィエト連邦国家保安委員会。世界で最も優秀な秘密警察・情報機関だとも言われていた。数多くの映画やスパイ小説に登場する。

　本部はモスクワ市ジェルジンスキー通り2番地。“モスクワ・センター”“クレムリン”といえば、遠回しにKGB本部を指していた。

16　ソヴィエト連邦崩壊後は解散。ロシア連邦では海外情報部門は対外情報庁SVR、国内保安部門は連邦保安庁FSBとしてとして再編された。

　職を失った機関員たちのその後は様々。ロシアの一般人民より国勢に通じ知性も高かったため、そのままSVRに移った者、プーチン大統領のように政府で活躍した者、実業界へ転向した者、職歴を生かして保安会社や同業他社へ行った者、犯罪結社へと身を落としてロシアンマフィアの大物になった者など、様々である。

ノート：

　TRPGゲーマーが読みそうな作品では、漫画『ブラック・ラグーン』には元KGBのマフィアが登場します。ホテル・モスクワのバラライカと遊撃隊の面々は、描写で特殊部隊スペツナズの元隊員の可能性を匂わしています。暴力教会のシスター・エダも実はCIAの手の者であることが明かされていますね。

　TRPG『ガンドッグ』の文庫リプレイ『マリオネット・ネメシス』のPCにも、元SVRのスナイパーが登場します。

◆CIA

<社会：北米連合><社会：軍事><社会：警察><社会：企業>、ウェブライブラリを漁るなど何らかの調査手段

12　Central Intelligence Agency、中央情報局。アメリカ合衆国から続く情報機関。災厄前の1947年、第二次世界大戦の戦略事務局OSSが元となって設立された。アメリカの情報戦略の中央に位置し、内外の敵と密やかな戦いを続けてきた。数多くの映画、小説に登場する。

　災厄後の世界で北米連合となった後も若干の規模縮小と共に活動。２年ほど前、情報機関集合体『MID』に統合、解体された。

16　本部はネオ・バージニア州ラングレーに存在。災厄前から、軍事、情報の世界では“ラングレー”といえばCIA本部を指していた。また、CIAを遠回しに指す言い方に“カンパニー”というものもある。

◆東西冷戦

<社会：北米連合><社会：ロシア連邦><社会：軍事><社会：警察>、ウェブライブラリを漁るなど何らかの調査手段

12　第二次世界大戦後、西暦1980年代終わりまで続いた、ソヴィエト連邦を中心とした東側社会主義陣営、アメリカを中心とした西側資本主義陣営の間での対立構造。発展途上国での代理戦争、経済対立、宇宙開発競争、情報機関同士の暗闘など、様々な要素を含む。多くの小説や映画の題材となった。

16　ソヴィエトは宇宙開発競争でも当初一歩先んじたものの、社会主義の理想とは裏腹に国内は疲弊し、西側が恐れたような強大な国家ではなく張り子の虎である一面もあった。

　一方のアメリカでもベトナム戦争の失敗を経て反戦ムードが高まり、やがて冷戦は終結する。

　『KGB』と激闘を繰り広げたという『CIA』はスキャンダルや財政削減に悩み、東の敵が消滅した後は徐々に人的諜報能力を軽視し衛星を重視、21世紀初頭、米国本土にテロ攻撃を許すという失敗を経験する。

　東西冷戦終結後は映画や冒険小説の中でも敵役が消滅し、新しい時代の敵役を探すようになる。そして、より複雑さを増した21世紀以降の世界は新たな敵を迎えることになる。テロリズムである。

　さらに災厄が発生、転覆した世界はさらなる混迷の中で、再生まで多くの時間を必要とすることになるのだ。そして、時はニューロエイジへと至る‥‥。

====================================================

■ゲストプロファイル

「プロファイル？　死体に変えちまえば全員同じだぜ」

――インディア・セヴン

●ニール・スミス

"Cardinal" Christopher Evergreen (Neal Smith)

（暗号名“カーディナル”、本名：クリストファー・エヴァーグリーン）

▼スタイル

カゲムシャ◎, クグツ, フェイト●

▼能力値

理性：7/14　感情：5/14　生命：6/11　外界：7/8

▼技能

※薄影 4 (RPLM)

※消跡 4 (RPLM)

※慧眼 2 (R-L-)

■パントマイム 2 (R-L-)

※メガ・コーポ 4 (RPLM)

※身分詐称 4 (RPLM)

※シャープアイ 4 (RPLM)

※カメラ記憶 4 (RPLM)

社会：北米連合、社会：ロシア連邦、社会：N◎VA、任意の社会技能を持つ

▼武器・防具

サキ・ニチヤのゆったりしたノータイのジャケット　（フェイヴァリット相当）

▼神業

《神出鬼没》：使用せず

《完全偽装》：自分の身元を隠蔽、“レジェンド”を作る

《真実》：必要であれば『フェイト』のエンディング、贈り物をするシーンに

▼外見描写

　身長175cm、55歳。白の混じった髪の壮年男性。群集の中にいたら溶け込んでしまいそうな一見平凡な容貌の中で、静かな鋭さを湛えた水色の瞳だけが輝いている。機知と教養に富み、古いルールを大事にする物静かな男。

　外見イメージは、俳優のジョン・ボイト（女優アンジェリーナ・ジョリーの父）。英国人俳優のアンソニー・ホプキンス辺りもよいだろう。

▼設定

　元北米連合CIAの老練なケース・オフィサー。“枢機卿”のコードネームを持つ局内では有名人物で、身分を変えて世界の数多くの国々を巡り、影の世界の戦いの中で国際情勢の多くの変化の瞬間に立ち会ってきました。

　その一方で国に残していた妻子には自分の本当の仕事を話せず、離婚した妻に引き取られた娘アンジェリンには密かに申し訳なく思っています。

　赴任した先のウラル共和国で、タイ王国で、先々で聞いた謎の存在“カラリエーヴァ”の伝説。MID設立後に変わってゆく北米に馴染めずに退職した後も、彼はその名を忘れられずにいました。

　引退した後、旅で訪れた赤道直下の街。上映中の映画との奇妙な符号。引退した枢機卿はやり残した最後の仕事を片付けようと思い立ち‥‥ジャーナリスト時代の偽名のひとつ「ニール・スミス」を名乗り、適任者と考えた『フェイト』の元を訪れた時から、運命の天輪は巡り始めるのです。

▼台詞

「マドモアゼルはフランス行政圏の出身かな。私も取材で何回か行ったことがある。シャンゼリゼ通りに、美味しいカフェがあってね」

「小姐は中華系だね。私も、東洋の文化には我々の民族にはない独自性があると感じている」

「君の記事はいつも興味深く読ませてもらっていた。会えて嬉しいよ」

「本物のスパイというのはむやみに殺し合いをするものでもない。重要な情報は撃ちあいの末ではなく‥‥大使館のパーティで手に入ったりするものなのだよ」

「モスクワ・ルールか。面白い言葉を知っているね」

「ではもう、引退した枢機卿なぞが口を挟むべきではないな。一つ助言するなら‥‥恐れずに前に進みたまえ。自ら前へ進めば、さすれば道はそこにあるだろう。光か、あるいは闇に照らされて」

「私はあの子には‥‥父親らしいことを少しもしてやれなかった‥‥」

▼行動指針

　スタイルのカゲムシャは職業でなくフレーバーです。イメージとして特技は列挙しましたが、判定は一切行いません。

◆ノート：

　偽装用の“レジェンド”で他にも様々な職業を経験していること、主にフォトジャーナリストだったことから、ニール・スミスという人物はトーキー業界ではそれほど有名ではなく、娘のアンジェリンもニールの名ではよく知らないことにします。

　紳士的な態度で落ち着いて喋り、知的で上品な印象、特に『フェイト』に好感を与えましょう。職業としては優秀な人物ですが判定はせず、あくまでキャストを頼るように。運命を動かすことができるのは、あくまでキャストなのです。

●アンジェリン・エヴァーグリーン　（愛称アンジェ）

Angelin Evergreen (Ange)

▼スタイル

トーキー◎, ミストレス, フェイト●

▼能力値

理性：5/14　感情：8/15　生命：3/8　外界：5/11

▼技能

※早口 2 (RP--)

※すり抜け 2 (--LM)

※鼓舞 1 (---M)

※おしおき 2 (RP--)

※事情通 3 (RP-M)

※シャーロックホームズ 2 (RP--)

他、一般技能や社会技能を適宜

▼武器・防具

ブラウスにスカート、女物の薄いコート

▼神業

《暴露》：使用せず、展開によってはエンディングで使用

《ファイト！》：必要なら『●準軍事作戦の結末』の戦闘、もしくは『●もうひとつの星月夜作戦』でキャストを援護

《真実》：使用せず

▼外見描写

　身長164cm、白人、22歳女性。日本でいうおかっぱに近い、耳の下で切り揃えた明るいブロンド、活発そうな水色の瞳。明朗快活な女性。外見イメージは、漫画/アニメ『パンプキン・シザーズ』に出てくるアリス少尉。

▼設定

　ジャーナリストとしていつも家を空けていた父と結局離婚してしまった母の間で育ったアンジェリンは、父に複雑な感情を持ちながらも、父が世界で見てきたものを確かめようと、やがてジャーナリズムの道を志しました。

　北米連合のコロンビア大を優秀な成績で卒業した彼女はフリージャーナリストとしてデビュー、偶然入手したデータと冬の女王の関連を調べに、よもや父親もいるとは知らないN◎VAに取材旅行にやってくるのです。

　国際派のトーキーに相応しく行動力があり、活発な明るい女性です。まだ若く至らない面、危なっかしい面もありますが、職業人としてのプライドを備えています。また、父譲りで、妙なところで勘が鋭いところがあります。

▼台詞

「なるほど、前に読んだドキュメンタリーの通りだわ」

「当たり前よ！ こんなところで引き下がったら、トーキーの名がすたるわ」

「N◎VAって、すごい街なのね‥‥。理論より実践ということが、よく分かったわ」

「もしかして、『』さんですか？　うそ、本物の？　すごい、私、いつも記事読ませてもらってるんです！」

「ちょっとキミ、女性が困ってるのに助けてくれないの？」

「あら？　もしかして今の子、『カブト』さんのガールフレンド？」

「『カブト』さんのお友達って、変わった人が多いのね‥‥」
「メディア業界にはこんな諺があるのよ。“困難はトーキーのアクセサリよ”って」

▼行動指針

　『カブト役』と行動を共にし、基本的に判定は行いません。

◆ノート：

　勘のいいプレイヤーであればプレアクト情報から両者に共通する「水色の瞳」、あるいはアクトが進行するにつれ、両者が父娘であることに感づくかもしれません。必要に応じて<知覚>や<心理>などで判定させても構いません。言われて見れば目元の辺りが何となく似ているような気もする、ということにします。

　『カブト』が年上のキャストであれば助けを必要としている女性として、アンジェより年下の若さいっぱいのキャストであれば「なに映画に盛り上がってるんだよー」「何よ。キミこそ、ちゃんと私のこと守ってよね」と、凹凸コンビっぽく描写するとよいでしょう。

　『フェイト』がアンジェリンと年の近い女性のキャストであれば、何かしら共通点を持たせると説得力が増します。（ニールは、『フェイト』に娘の面影を見たのかもしれないのです。）


●“セパレーター”ミルトン・ブラウン

"Separator" Milton Brown 

▼スタイル

クグツ◎, エグゼク, カゲ●

▼能力値

理性：8/14　感情：1/12　生命：6/12　外界：6/10

▼技能

運動 4 (RPLM)　　自我 2 (--LM)

白兵 4 (RPLM)　　交渉 4 (RPLM)

他、任意の社会技能を4Lvで保有する

※葉隠 6 (RPLM)

※忠誠 3 (-PLM)

■リザレクション 4 (RPLM)

※直属部署：MID特殊活動部隊(カゲ) 8 (RPLM)

※情報操作 4 (RPLM)

■圧力 6 (RPLM)

※空蝉 4 (RPLM)

※死点撃ち 4 (RPLM)

▼ブランチ

カゲ：スペシャルフォース 1Lv （手札からリアクション可能）

▼武器

光学迷彩型高振動ナイフ（スティング相当）　攻：斬+4(10)

　隠：12→25　電制：18　射：至近　部位：片手持ち

インヴィジヴル・エッジ　隠：20　電制：20　部位：武器　武器を使う判定+2

▼防具

ダークスーツ　（“ダブルオー”相当）

　防：5/6/4/8　制：－　ダメージ10点吸収

脳内爆弾　精神ダメージ-2

▼サイバーウェア

IANUS、タイプD、スリーアクション、スライドアウェイ（リアクションの運動+2）、フェイクデッド

▼その他装備

ジェットブーツ相当の革靴

▼神業

《完全偽装》：クライマックス、メモリアルパークで起こる全てを隠蔽。携帯判定を突破

《買収》：オープニング、外交官特権を取得

《不可知》：戦闘突入前、“カーディナル”の喉を後ろから切り裂く

▼外見描写

　身長178cm、30前後に見える白人男性。金髪に茶色の瞳、典型的な北米人風。ダークスーツに、ナイフを持つときは革手袋を嵌める。嫌味でふてぶてしく、北米連合の力に対する絶対の自信と共に静かに喋る。語尾を２回繰り返す癖がある。

　外見は知的な指揮官風にも見えるが、その精神は既に竜の狂気に侵されつつある。外見イメージは、アニメ『BLOOD+』の赤い盾メンバー、デヴィッドをもっと悪そうにした感じ。あるいは、ふてぶてしい悪役を演じている時の俳優のジョン・トラヴォルタ。

▼設定

　新生MID、対外工作センター所属のケース・オフィサー。準軍事訓練も受けており、自身も接近戦での暗殺術に優れています。コードネーム“セパレーター”は、対象の首をきれいに切り離す殺し方が得意であることを由来としています。

　元は頭も切れる優秀な情報工作官でしたが、ある時、任務成功の褒賞としてケント・ブルース大統領閣下に拝謁したその日から、彼の人生は、彼の住んでいる世界は完全に変わってしまいました。

　忠誠の証として黙示録の竜の血を賜ったミルトンは、北米連合上層部が超自然に支配されていることを知り、竜の血を飲んで自身も強大な力と人間を超えた回復力を手に入れます。（<■圧力>、<■リザレクション>は竜の血の相当品とします。）

　もはや大統領の忠実なる走狗でしかないミルトンは大統領の私兵と化したMIDの尖兵であり、チームを率いてN◎VAにやってきます。CIAの偉大な先人として噂は聞いていた“カーディナル”はもはや過去の遺物、冬の女王はいかなる手段をとっても入手すべき確保対象なのです。

　そして、自分では気付いていませんが‥‥人の子には強すぎる竜の血は、彼の精神を蝕み、徐々に狂気へと近づけています。

▼台詞

「合理的な選択だと思いませんか？　そう――極めて――合理的な」

「この人物の名、閣下に報告すべきかも知れないな。そう――我らが――プレジデント閣下に」

「妙な手を使いましたね。次は外しませんよ」

「（<■リザレクション>による再生後に）これだ‥‥これが力ですよ。大統領閣下に血を賜ったあの日から、私は生まれ変わったのだ。いわば伝説に語られる聖杯に満ちし血を飲んだに等しいのだ！」

「北米連合に‥‥栄光あれ‥‥（ばたっ）」

▼行動指針

優先プロット札：R-LM　MAX27　アクションランク：2→4

マイナーで3アクションから武器準備/タイプD/スライドアウェイ起動。右手に手袋を演出で嵌め、腰の後ろから敏捷にナイフを抜く。中距離から至近距離に“ジェットブーツ”で飛び込み、右手のナイフで切りかかる。

<運動>＋<白兵>＋<※死点撃ち>＋<※葉隠れ>＋<■圧力> RPLM 達成値+8

ダメージは斬+10アーマー無視、手札に10もしくは絵札があれば斬20で首を切断する。

<運動>＋<※空蝉>＋<■圧力>　RPLM 達成値+8

敏捷に避ける。プロットが尽きたら<カゲ：スペシャルフォース>でリアクションを。

ダブルオーと<※忠誠>3Lvでも防げない大ダメージは適用直前、オートアクションでフェイクデッド発動。11[仮死]になって倒れる。（キャストの攻撃が当たる瞬間に手応えなく倒れるような描写にします）

クリンナップフェイズ、<■リザレクション>＋<■圧力> RPLM 達成値+6で手札から目標値15。成功すれば[完全死亡]、[精神崩壊]を除く全てのダメージを治療。緑色の血が、急速に体組織を再生させていく。戦い終わって背を向けたキャストの後ろでゆらりと立ち上がるような描写がよい。

◆ノート：

　厳密にはもちろん、特技には相当品ルールはありませんが、ブルース閣下の大統領令により本作では許可されています。プレジデントの部下はみな圧力拳法の達人なのです。嘘ですが。

　このシナリオはニール・スミスを除けば、ゲストを敵か味方か惑わせる要素は出てきません。ミルトン率いる工作チームは登場時点から敵です。キャストとプレイヤーが不快感を持ち、倒したくなるような人物、不気味なアメリカ・パワーの象徴として描写しましょう。

　知的で嫌味な悪役の印象を与えることができれば、クライマックスでその彼が自らナイフを構えて圧力拳法で襲い掛かってくる際に、その豹変ぶりで意外性を与えることができます。

　狂気に犯されていることは戦闘中の言動で示しても構いません。それで彼らはTRPGシナリオではとても表現しにくい高度な情報戦やらスパイ合戦ではなく、普通人のキャストでも対応しやすい物理戦闘という直接手段で対決してくるのです。


●“デヴ・ハンドラー”レーネ・ジーン

"Dev Handler" Lene Jean

▼スタイル

ニューロ◎, タタラ, アヤカシ●

▼能力値

理性：6/15(13)　感情：4(8)/13(11)　生命：4/6(4)　外界：7/14(12)

▼技能

自我 4 (RPLM)　電脳 4 (RPLM)

運動 1 (--L-)　白兵 1 (--L-)

交渉 2 (R--M)　隠密 4 (RPLM)

知覚 4 (RPLM)　自我 4 (RPLM)

任意の社会技能を4Lvで所有する

※フリップ・フロップ 4 (RPLM)　（“59”タップより取得）

※パワーサージ 4 (RPLM)

※ポルターガイスト 4 (RPLM)

■ブービートラップ 2 (-P-M)

※パーソナルバリア 4 (RPLM)

※発信器 4 (RPLM)

※忘却 4 (RPLM)

※人化 4 (RPLM)

※血脈：竜の一族（元力：電磁/正） 4 (RPLM)

▼ブランチ

タタラ：マイスター 1Lv （そのシーン、RLサイドの手札枚数+1）

▼武器

電脳戦攻撃　攻：ウェットでなければ刺+14

　隠：-　電制：トロン　射：至近～超遠　部位：トロン

バン内蔵の電脳制御マイクロミサイル（“リモート”相当）　攻：爆+12

　隠：-　電制：10　射：中～超遠　部位：ヴィークル

▼防具

纏＋フェイヴァリット＋ピンクフロイド＋DFオウガ

　防：3/3/6/4　制：2　精神ダメージ-4

▼サイバーウェア

IANUS、スリーアクション、タイプD、ディスパッション(自我+2)、マジシャン（電脳+2）

▼トロン

眼鏡と連動した高性能タップ（“59”相当）　常に電脳+2

　隠：20　電制：21　ソフト5つ スピード/DFオウガ/ブラッドカバー/ATオウガ/-

　スピード(電脳+1)、DFオウガ（肉/精ダ-2）、ブラッドカバー(ダメージ打ち消し)、ATオウガ(ダ+2)

地味な予備の眼鏡（“リングリング”相当）

　隠：20　電制：10　ソフト1つ

▼その他装備

光学迷彩付き無人偵察機（“ドラゴンフライ”＆“ゴーストフレーム”相当）　隠：13　電制：15

（意識体で登場、シーン中の知覚+2。発見には目13だが、隠+2でリアクション）

ひよこくんの広告が付いた光学迷彩つき工作用バン（“ティンパニー”＋“ゴーストフレーム”）

謎の動力で動く円盤型ドローン（エキストラ、ポルターガイストの演出用）

▼神業

《電脳神》：ゲスト陣側の防御。テクノロジー色の強い演出を。あるいは電気信号をキャストの視神経に送り、幻像で惑わす。

《タイムリー》：ゲスト陣側の防御。テクノロジー色の強い演出を。

《霧散》：本人復活。竜の魔力で再び立ち上がる。

▼外見描写

　外見は20代後半に見える白人女性。身長169cm、細身ですらりとしたキャリアウーマン風。ポニーテールにひっつめた金髪にインテリ風の眼鏡の知的な容貌。美人だが、どこか事務的に冷たく無機質で、体温が低い印象を与える。電脳上のアヴァターはチェスの黒いナイトの駒。馬の頭でなく不思議な竜の頭がつき、騎兵でなく竜騎兵の駒に見える。

　冷たく高圧的な口調で喋る。実は眼鏡が、手元の小型操作端末と連動したタップ。その奥に蛇のように光る瞳が隠されている。電脳戦を仕掛けるとき、手の周りに激しく火花が散る。

▼設定

　北米連合のロッキー山脈に棲息していた若い雌の雷竜の一匹。偉大なる黙示録の竜の招きに応じて魔法の力で姿を変え、人間世界に降りてきました。電流を自在に操る力を持っていたレーネはすぐに人間世界と電脳世界に適合し、北米でも最先端の科学技術を実戦投入しているMIDで技術担当官として活動するようになります。彼女もまた、北米上層部が超自然に侵されていることの象徴です。

　デヴ・ハンドラー(Dev Handler)のDevは Develop ではなく、デヴァイス(Device)の略。彼女が様々な電子機器の取り扱いに長じていることを表しています。

▼台詞

「（眼鏡を直して）‥‥チーフ、侵入成功です。問題のハウンド隊員の顔が割れました」

「（眼鏡を直して） 重要視する必要はなさそうです。ただの高校生の小娘ですわ」

「（眼鏡を直して） あら？　あなたたち、ずいぶん面白いオモチャを使ってるわね」

「（謎のボールペン型フォースフィールド発生装置を取り出して）　これが我が国の技術力よ！」

「（端末の画面を見て） 時間の波動曲線に乱れが生じている？ MIDの技術部もまだ成功していないのに‥‥まさか、この娘、タイムトラベラーだというの？」

「チーフ！ インディア！ 注意して。（眼鏡を直して） この小娘‥‥時間を管理しているわっ！」
「よくも、私の眼鏡を！」

「ブルース様‥‥こんな人間ニ‥‥滅ぼさレるなんテ‥‥（ばたっ）」

▼行動指針

優先プロット札：-P-M PでMAX26　アクションランク：2→4

リサーチシーン、無人偵察機で登場：

<任意の社会>＋<電脳>＋<※発信器>　電脳で+5、発信器で+4の達成値+9、成功すれば意識体登場でそれまでの経緯を盗聴していたことに。キャストに対決をさせ、存在が知られたら即座に退場。

戦闘では、セットアップに<タタラ：マイスター>を宣言。

マイナーでタイプD/血脈覚醒で感情+4、手元から火花を散らせながら電脳攻撃

<電脳>＋<自我>＋<※フリップ・フロップ>＋<※パワーサージ>＋<※血脈：竜の一族（元力：電磁/正）>　達+7　非ウェットに刺+14

<自我>＋<※血脈：竜の一族（元力：電磁/正）>の電撃攻撃は達成値+2、刺+6/非ウェットには刺+10

防御

　<電脳>＋<自我>＋<※フリップ・フロップ>＋<※ポルターガイスト>　達成値+7 

キャストが強ければさらに＋<■ブービートラップ>を重ね、手札から反撃。

演出は、上空の偵察機からミニガン掃射、謎の円盤型ドローンが妨害、ひよこバンから謎のミサイルが飛んでくるなど。

<※パーソナルバリア> (射：至近～中)

胸ポケットから銀のペンを取り出すと、開発中の謎のフォースフィールドが攻撃を防ぐなど。

◆ノート：

　レーネの演技にはことあるごとに眼鏡を直す仕草を入れると、その正体が“59”タップだと明かした時にプレイヤーに受けるでしょう。

　正体を早めに匂わしたい場合は、描写に「～と言って蛇のような眼で君を睨んだ」「まるで爬虫類のような眼で君を睨んだ」と強調しましょう。

　彼女は工作チームの電脳及びバックアップ担当です。演出にはテクノロジー色を匂わせましょう。戦闘では残り２名が攻撃、彼女はリアクションが主になるでしょう。神業は全て防御に使うと、徐々に守りが崩れていく様でプレイヤーに爽快感を与えることができます。

　竜に変身はしませんが、傷を負った場合、血が緑色だったり、鱗のようなものが皮膚の下に見える描写をしてもよいでしょう。（まあ女性なので、あまりグロテスクにならない範囲で。）

　ちなみに実際のアクトでは１回だけ、眼鏡っ娘なのに眼鏡を<※クラッシュ>で壊すという暴挙に出た豪の者がいました。

●“ドミネーター”インディア・セヴン

"Dominator" India-Seven

▼スタイル

カブトワリ◎●, カブト, カゲ

▼能力値

理性：7/12(10)　感情：1/13(11)　生命：8/12(10)　外界：6/11(9)

▼技能

自我 1 (-P--)　白兵 4 (RPLM)

運動 4 (RPLM)　射撃 4 (RPLM)

任意の社会技能を適宜所有する

※金剛 4 (RPLM)

※カバーリング 4 (RPLM)

※影縫い 4 (RPLM)

※花吹雪 4 (RPLM)

※跳弾 4 (RPLM)

▼ブランチ

カブトワリ：トリガーハッピー 1Lv （マイナー、[シーン(選択)]攻撃）

▼武器

衛星連動ガトリングガン（ブルドック相当＋兵器化）+スマートスコープ(マイナーで射+2)

　攻：殴+11(17) フルオートで計：殴+20

　隠：-　電制：15　射：近-遠　部位：両手　オート係数3 弾数300発

NR20＋AP弾＋スマートスコープ　攻：刺+4　射撃常に+1

　隠：10　電制：16　射：近-中　部位：片手　オート係数3 弾数40発

口径50の対物狙撃ライフル（メテオストライク相当）　攻：殴+12

　隠：-　電制：15　部位：両手　（リサーチイベント『●『カブト』：世界の平和と安定を願う勢力』用）

BBマキシマム　攻：殴+9

　隠：5　電制：12　部位：片手　（《とどめの一撃》演出用）

▼防具

グリード防弾ベスト＋“ギガンティック”義体　防：10/6/8/13　制：2

▼サイバーウェア

IANUS、スリーアクション、シンクロファイア（シーン、フルオートの物理ダ+6）、サイバーリンク（常に射+1）、サイクロプス（モノアイ、常に知覚+2）、ソルジャーブルー（ダ+3）、

“ギガンティック”全身義体　隠：-　電制：15　ス：-/3/1/2　生身：殴+6/5

　汎用：-

　運動：ブーステッドリフレクス（生+1）

　感覚：サーカムスタンス（常に射撃+1）　モノアイの中

　武装：ハードリンク（常に武器の達+2）　銃とスマートリンク

▼その他装備

MIDの軍事偵察衛星“オールマイティ・アイ”（スプートニク相当、オートアクションで判+4）

▼神業

《難攻不落》：ゲスト陣側の防御。突進経路に弾幕、立ちはだかる、体当たりなどパワー系の演出を。

《不可知》：リサーチイベント『●RLシーン：完璧なるエクストラクション』でニール氏を拉致

《とどめの一撃》：即死攻撃。ガトリングガンで撃ち抜くか、一旦倒れた後によろよろと立ち上がり、脚のホルスターのBBマキシマムをダブルタップ射撃でキャストの頭に２発かそれ以上を撃ち込む。

▼外見描写

　男性、本名と年齢不詳、身長2mの巨漢。サイバーの太い腕、頭部もメタリック、シェードの下に不吉に赤く輝くモノアイ、見た目から分かる完全なフルボーグの兵士。二の腕に刺青風に“I-7”の文字が彫られている。

　クライマックス登場時は防弾ジャケットに軍装備満載の迷彩戦闘服、完全な戦闘態勢。電子スコープのついた巨大なガトリングガンからはスマートガン・リンクのコードが本人に伸び、背中のバックパックからは衛星通信用のアンテナが上方に伸びている。衛星とリンクした時、モノアイの中で小さなレンズと十字照準が複数動き出す。

　低い声で粗野で荒っぽい口調、好戦的で銃を用いた戦闘への意欲が高い。外見イメージは、映画/漫画/その他の『APPLESEED』シリーズに出てくるブリアレオスのような、見た目から分かるサイバー・ソルジャー。

▼設定

　元から重度にサイバー化した兵士だったインディアはトライアンフ企業軍の機械化師団、“ナイトレイヴン”のエクストラクション・チーム、北米連合陸軍特殊部隊などを歴任、多くの戦いを経験します。しかし頭の方はそれほどでもなく、粗野で乱暴な性格が災いし、酒場で乱闘、一般人への暴行などの咎で除隊の憂き目に遭ってしまいます。

　彼のような前歴に一癖ある要員を拾ってくれたのがMID特殊活動部隊でした。メディアから隠された秘密の世界へ、仕事の内容は軍事作戦から「準」軍事作戦へ変わりましたが、やることは同じです。ミルトン率いる工作チームの攻撃担当として、彼は赤道直下の街へやってきました。

　ドミネーター(Dominator)とは、ドミネートは制圧するの意、彼が軌道衛星とリンクして目標群を捉えて行う絶対火力の制圧射撃が得意であることを表しています。

▼台詞

「ああレーネ、任せてくれ。この『イヌ』野郎は絶対に俺が殺るッ」

「傘屋だぁ？　俺の手なら握力だけで潰せるぜ。この街じゃこんなやわなもんを売ってるのか？」

「これが、俺の“眼”の力だ！ 全員まとめて始末してやる！」

「貴様！ 俺の“眼”に何をしやがった！」

「クソッ！　おいレーネ、こいつらは一体なにをしやがったんだッ？ 俺のセンサーは何も捉えてないぞ！」

「脳を撃てば人間は死ぬ。くたばれ！（ずきゅずきゅーん）」

「（ばたっ）俺は、まだ、戦え‥‥（モノアイの中で光がゆっくりと途絶えていく）」

▼行動指針

優先プロット札：R-LM MAX23（瞬間27）　アクションランク：常時3

マイナーでトリガーハッピー/シンクロファイア/（スマートスコープ）、ガトリングガンで[範囲：シーン(選択)]全体に制圧射撃

<射撃>＋<※花吹雪>＋<※跳弾>＋<※影縫い>　RPLM

達+4、スマートスコープを使えばさらに+2、“オールマイティ・アイ”が衛星サポートを行えばさらに+4。２回目から、足りなければ<知覚>を組み合わせて+2

狙うのはキャスト全員とニールとアンジェのみ、フルオートで殴+20、知覚リアクションを強制し当たれば[転倒]。キャストの防御が固い場合は、２回目からさらにソルジャーブルーでダメージ+3。

銃を壊されたらNR20で同じことをするか、左手でBBマキシマムで撃つなど。

防御

<※カバーリング>した後、防：10/6/8/13と<※金剛>4Lvで減少。

◆ノート：

　インディアはビジュアル的にも分かりやすい、いかにもサイバーパンク色とミリタリー色に溢れたキャラクターです。男性的でマッチョで大きな銃と戦いが好き、図体が大きくパワー型でおつむはそれほどでもなく、戦闘を見せ場としているキャストが気持ちよく対決して爽やかに倒せる類のボスでない敵ゲストです。

　情報でトライアンフ企業軍と聞いてアラシかと迷う可能性が、またN◎VAに慣れたプレイヤーほど“ドミネーター”と聞いてニューロかと怪しみます。ここはこのまま迷わせましょう。

　RLシーンなどでは一人だけ乱暴で下品な口調で喋り、いわゆる「がつ」な成分を振りまきましょう。

　戦闘ではなるべくスペードかハートの絵札を彼に配置、AR3からシーン攻撃敢行、そして上空で軌道衛星が夜のパークの電子映像を捉える描写を入れてさらに+4して驚かせましょう。キャスト側は《天変地異》や《電脳神》などで“オールマイティ・アイ”破壊を考え出すかもしれません。これはよい手段です。ドラマチックに場を盛り上げましょう。

　『イヌ』の導入を調整したり、『イヌ』にカブトワリが入っているなら集中的に狙ってガンスリンガー対決したり、サイバー化の激しいキャストと特に戦ってもよいでしょう。強そうなゲストとの戦いは、それだけで盛り上がるものです。

●MID特殊活動部隊

MID Special Activities Staff

※『GX-D』P142 ミカヅチ部隊で代用します。

▼スタイル

カゲ　8Lvトループ　20人相当

▼能力値

理性：11/12　感情8/13　生命：10/12　外界：10/11

▼技能

運動 1 (R----)　　交渉 1 (-P--)

自我 1 (--L-)　　知覚 1 (R---)

白兵 3 (R-LM)

※完全奇襲 3 (R-LM)

※死点撃ち 3 (R-LM)

▼武器

スティング　攻：斬4(7)　電制：18　射：至近～近

▼防具

アーマージャケット＋ゴーストコート　　防：3/0/1/4　マイナーで隠密+3

▼その他装備

ソルジャーブルー (ダメージ+3)

▼外見描写

　自由です。元特殊部隊員でより非合法度の高い作戦に参加するようになった歴戦の兵士たちでも、レーネ・ジーンの操る無人のドロイド軍団でも構いません。工作チームの秘密作戦なので実際に20人や30人ではなく、ビジュアル的にはもっと少数精鋭にしましょう。

▼行動指針

推奨プロット札：R-LM　MAX25
AR2を使い、<白兵>＋<※完全奇襲>＋<※死点撃ち>

◆ノート：

　キャストに合わせて人数を調整しましょう。一番最初に消されるでしょう。

●ゲストの改造指針

　本作『星月夜作戦』の敵ゲストは、戦闘に至るまでの描写や演出でプレイヤーにその存在を印象づけつつ、神業数が減った状態で対峙し、インパクトを与えつつもキャスト側が倒しやすいように設計されています。経験点３桁台の強いキャスト、普段からトーキョーN◎VAに慣れているプレイヤーが揃っていれば、１カット終了時点で勝負が付くことが多いでしょう。

　キャスト陣に合わせて改造して強化、あるいは弱体化させるのはもちろん貴方の自由です。

◆ミルトン・ブラウン

強化：<■圧力>のLvを上げて8Lvのブルース閣下より強くする。“救命符”や“トラウマ・パッチ”で万一に備える。ARが尽きた状態で集中攻撃を浴びたら、<カゲ：スペシャルフォース>のLvがもっと高かったことにする。

弱体化：<■圧力>のLv調整で容易に調整できる。あまり火力のないキャストが戦いを挑んできたらアーマーを薄くする。

（実際のアクトでも、お嬢様な探偵が決闘を申し込んできたりしたことがありました。）

◆レーネ・ジーン

強化：眼鏡の“59”タップのプログラム構成を変更。“網絡こ毒”や“電魔夜叉”や“O-bit”を入れて電脳戦で攻めに回る。<■タイムマジック>で範囲攻撃する。なんらかの手段で達成値をさらに上げる。<※血脈：竜の一族>のLvを上げてよりエルダーな竜にする。“救命符”や“トラウマ・パッチ”を備える。リアクションでARが尽きたら、“SSSD”相当の雷竜の力を使う。

弱体化：“マジシャン”、“スピード”を外して達成値を下げる。<■ブービートラップ>を使わない。<※パワーサージ><※血脈：竜の一族>のLvを下げて電脳戦のダメージを低く抑える。

◆インディア・セヴン

強化：“EXコンバット”を入れて達成値を+4する。何らかの手段でガトリングガンのダメージをさらに上げる。<カブトワリ：トリガーハッピー>のLvを上げてシーン全体を撃ちまくる。“オールマイティ・アイ”は全能なので実はスプートニク2～3回分だったことにする。カゲの特技スロットが１つ空いているので何かを入れる。（<※死点撃ち>でフルオートすると酷いことになります。）

　義体オプションをひとつづつしか入れていないので、さらに入れる。イベント『●RLシーン：完璧なエクストラクション』で用いる《不可知》を演出だけにし、戦闘中に即死攻撃として使う。（一息で演出すると、プレイヤーには分からないものです。）

弱体化：ガトリングガンの“兵器化”を外してビジュアルだけ大きい銃にする。“シンクロファイア”を外す。“スマートスコープ”、“サイバーリンク”、義体オプションの“ハードリンク”などを外し、ダメージは大きいが達成値が低いフルオートを撃つようにする。

◆トループ

強化：30人相当にしてAR3で最初に行動、あるいは神業が余っていれば２グループを出す。

弱体化：登場させない。

◆敵全員

弱体化：貴方がプロットでわざと手を抜き、「うーむ、札が悪い！」「しまった、スートの割り振り方を間違えた～」と失敗したふりをする。

（大抵のプレイヤーは自分のことで精一杯でゲストまで気が回りません。単に敵が弱くなってくれたかもと期待するものです。）

◆ニール・スミス

強化：相手が10代など若いキャストであれば見識の深い先人として励ます言動を行い、好印象を与える。相手が渋いおぢさまに弱い女性キャストであれば、その旨期待に沿う。

◆アンジェリン・エヴァーグリーン

強化：参加者面々が好きで貴方がそういう系の演技が得意なら、いわゆるツンデレにしてしまう。

◆機動捜査課の面々

強化：特定のオフィシャルゲストに人気があるのなら、その人物の出番を増やして台詞を多くする。

◆アルファ=オメガ

強化：人気があるのなら、（以下略）

====================================================

あとがき

■探索の旅の終わりにかえて

　お疲れ様でした！　貴方の星月夜作戦はどんなアクトになったでしょうか？

■本作に登場する要素の出典 

　余談として、元ネタ晴らしのようなものを載せておきましょう。

◆ロシア語の「ズヴィオーズナヤ・ノーチ」は日本語にすると「星月夜(Starry Night)」なので、正確には「星月夜作戦(Operation: Starry Night)」ではありません。しかし名詞が長くなるのも面倒なので、本作では同じように使用しています。ちなみに「作戦(Operation)」は、「アピラーツィヤ (операция)」だそうです。

◆「マースカ」は仮面、「ディカーブリ」は12月を指しますが、正しいロシア語では繋げると恐らく「マースカ・ディカーブリ」ではなく、語形変化や接続詞の追加があるでしょう。執筆時にそこまで調査しませんでした。もしも貴方がロシア語に詳しかったら、正しい方を使ってください。

◆『モスクワ・ルール』とは、トム・クランシー作の冒険小説、ジャック・ライアン・シリーズ『教皇暗殺』４部作に登場する同名の単語に、よりロマンチックな解釈を加えたものです。カーディナルという暗号名もクランシーのシリーズから取ったような気がします。

◆本作での軍事、情報機関関係の描写は現実を参考にフレーバーとしてリアルっぽさを出しつつ、そしてもちろん、嘘も入っています。

◆現実世界の米国CIAは将来的にはFBIと統合してひとつの機関になる予定だそうなので、本作ではそれを無視しています。

◆“カラリエーヴァ”が打ち上げられた西暦1990年代はアクトが行われるニューロエイジの現在の時間軸からは、本作では漠然と「百年以上前」と描写しています。Detonationの時代が始まる直前にハレー彗星が出現したことを計算に入れると、2061or2137年＋数年がニューロエイジの現在と推測できますが、テクノロジーの進歩が遅すぎなのは周知の通りです。例によって、今が西暦何年なのかは深く考えないのが正解でしょう。

◆20世紀末に打ち上げられた人工衛星に、果たして軌道衛星アマテラスのような攻撃能力がありえるのでしょうか‥‥？ この答えは、「あってもおかしくない」です。世界は広く、一般人の目から覆い隠されたところで様々な秘密を抱えています。そしてロケット技術もインターネットも、軍事から転用された技術に人類の進歩に大きく寄与したものが多いのは、人類の歴史の皮肉でしょう。

◆では西暦1991年の崩壊前夜のソヴィエト連邦に、『星月夜作戦』のような極秘の人工衛星打ち上げ作戦を実行する力があったのか‥‥というと、恐らく否でしょう。8月クーデターが失敗しソ連共産党が失墜、激動の１年を迎えたこの国は、それどころではなかったはずです。

　しかし、本作はフィクションで、TRPGのシナリオです。何よりもそこには、浪漫があるべきだと考えています。

■謝辞

　残念ながら理由あって完全に全員には感謝を捧げられませんが、それ以外の、今までこのシナリオを用いたアクトに参加してくれた皆さんに感謝を捧げます。

　プレイのたびに相手に合わせて少しづつ変えて行われたこの『星月夜作戦』は、10回を越える実行の度に違う色合いを見せました。まったく予想もしなかったようなことが起きた回も、いつになっても思い出せるほど本当に盛り上がった回も、ルーラーしていて感動して涙が出そうになった回もありました。

　その全て、実際のアクトでの顛末や実際のアクトでゲストが言った言葉も、この公開版コンテンツには反映されています。

■過去の作戦参加者 

　どのような特性を備えたキャストが参加したか、印象に残っている主なところを上げておきましょう。

◆フェイト

　やはり、女性のフェイトの場合が最も盛り上がりました。

・フランスから来たお嬢様の探偵

・唯一の男性、ストリートミュージシャンの若者

・中華系の落ち着いたお姉さんの探偵

・神仙界へ行ったことのある女子高生探偵

・時間跳躍能力を持った女子高生探偵

・傘屋の娘さんの探偵

◆カブト

　期せずしてほとんどが男性でしたが、大人のカブトの場合も、若さいっぱいの若いカブトの場合もありました。

・落ち着いた大人の男性のカブト

・喫茶店のマスターの大人のカブト

・女の子をよく助ける若者のカブト

・元少年兵士の少年カブト

・騎士の名を持つ若者のカブト

◆ニューロ

　ニューロ枠は最も、多彩な設定のキャストがいた枠です。冬の女王の結末について、予想もしないような終わり方をさせたキャストが多い枠です。

・耳が猫の女性ニューロ　（勇者認定）

・カボチャのアイコンの生意気なニューロキッズの少女

・元CIAの電脳犯罪者

・ケルビム捜査官の全身義体の女の子　（勇者認定）

・魔法と電脳を操る境界の魔術師

・アルファ=オメガと仲の良い青年ニューロ　（勇者認定）

・おかまパブのママ

◆イヌ

　警察官という枠の中で、様々な個性を備えたキャストがいました。

・子供がいるおかあさんのハウンド隊員

・打撃格闘術を使うハウンド隊員

・大型ライフルを使うハウンド隊員

・銃の魔器であるハウンド隊員

・警察犬を連れたハウンド隊員

・プロ色の強いケルビム隊員

◆軍事系

　ミリタリー色のキャストが入ったことはほとんどなかったのですが、その人物がロシア出身だったこともあり、非常にマッチしました。

・千早重工に雇われている傭兵部隊の女隊長

◆ジャーナリスト系

　ニールとアンジェリンと同じ世界で頑張るキャストとして、トーキーがPC1を担当するのも似合いました。

・大人の女性トーキー

・霊能力を持つ女子高生トーキー　（別分野で準勇者認定）

◆アストラル系

　MID工作チームの愉快な面々は一見クールな情報機関員に見えて、相当うろんな設定を備えています。クライマックスの戦いが盛り上がりました。

・半人半吸血鬼のダンピールの娘

・嵐の神の化身のウォーカー乗りの少年

・数世紀をさ迷ってきた騎士の亡霊

◆機械系

　人間以外のキャラクターが入るのも面白いことになりました。

・元日本軍の戦術AI　（別分野で準勇者認定）

・ハウンドのアンドロイド警官

◆人外系

　レーネ・ジーンと人外キャリアウーマン対決で盛り上がりました。

・ミュータントの女性ハウンド隊員

■音のおまけ

　ここはアクト時の推奨でなくただの余談です。

　デジタルオーディオプレイヤー等の発展により、環境が整っている場合、BGMを用いたセッションというのも近年のTRPG光景では見られるようになりました。本作作者が自分でルーラーした際に用いていたものを幾つか上げてみましょう。

◆"Only This Moment" from アルバム『THE UNDERSTANDING』 by Royksopp

　アメリカともロシアとも何の関係もなく北欧はノルウェーなのですが。ノルウェー本拠のエレクトロ・デュオ・ユニット、ロイクソップの曲。シナリオを構想していた頃に聞いており、アクトでも星月夜の女王の探索の旅の始まりにいつも使ったテーマソングとなりました。浮遊感のある音の向こうに広がる世界は、眠れる女王を探す旅にぴったりだったのです。

◆サウンドトラック『The Best of Bond...James Bond』

　映画のサントラからはセッション向けのBGMがよく見つかります。最新作『007/カジノ・ロワイヤル』もいよいよ公開の世界で最も有名なスパイ、007シリーズの名曲の数々はどうでしょう。“カラリエーヴァ”が眠りにつく最初の『●RLシーン：モスクワ・ルール』の背景にはいつも『ロシアより愛をこめて』。『●映画館にて』でみんなが集まるシーンには『ライセンス・トゥ・キル』『リビング・デイライツ』などのテーマが流れていました。

◆『攻殻機動隊 O.S.T.』シリーズ

　もはやあまりに基本なので上げるまでもないですが、攻殻シリーズはファンも多く、N◎VAと似通った世界を描いており、サントラもN◎VAっぽい雰囲気を容易に出すことができます。

　聖母の娘の頼みの元に、光の海の探索行の始まりには『Inner Universe』や『サイバーバード』を。引退した枢機卿が自らを語るシーンにはO.S.T.3の『エウロペ』を。軍事衛星の全能の瞳の元に工作チームの魔の手が徐々に迫る場面には、SAC2で出島強襲シーンに使われた『トルキア』はどうでしょう。ちなみに新作 Solid State Society も相変わらずのハイクォリティです。
◆"Get It By Your Hands" from 『交響詩篇エウレカセブン Original Soundtrack』

　もう終わっていますが、流行りのアニメの曲とかもいけるよということでひとつ。エウレカセブンのOSTにはクラブ・ミュージックっぽい曲が幾つかあり、N◎VAとも通じています。

　電脳空間の広がりを想起させるこの曲は、“カリリオーン・クラスタ”の鐘の音に応えてクレムリンの門が開き、広大な無人の宮殿を抜け、ニューロたちが遂に12月の仮面を手に入れるシーンでいつも流れていました。


■ダウンロード

　このシナリオコンテンツとほとんど同じ内容を、プレーンテキスト、MS Word（A42段組）で用意しておきました。

scenario_OperationStarryNight.txt (168KB)

scenario_OperationStarryNight.doc (416KB)

　RI財団の他の全てのコンテンツと同様、著作権云々についてとやかくは言いませんが、再配布及び内容を修正しての再配布はご遠慮ください。

　またプレイ時にチューンして遊ぶのが最適解なので、データの誤り等以外の「ここは間違っていてこう直すべきだ」という要望には基本的には沿いかねます。

■結果を教えてね！ 

　貴方の『星月夜作戦』はどんなアクトになったでしょうか？　もしそれがプレイ日記やプレイレポート、リプレイなど、何らかの形になって永遠に残ったら‥‥北米へ帰っていったアンジェとニール父娘、新しい友達が欲しかったアルファ=オメガ、機捜課の愉快な仲間たちや母なる祖国の同志たち、そしてシナリオ作者の中の人も、きっと喜ぶことでしょう。

　BBSのようこそBBSなどに御連絡いただく形でも嬉しいです。

　それでは、貴方と貴方の分身たちの冒険に、星月夜の女王の加護のあらんことを！
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